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序章






　木こ漏もれ日びが降り注そそぐ午後。

　ヴァレンタイン侯こう爵しやく夫婦は、のんびりと穏おだやかな時を過ごしていた。

　当主のウィリアムがロザリンドと結婚してからというもの、ヴァレンタイン侯爵家は賑にぎやかな家へと生まれ変わっていた。

「ねえ、ウィリアム様。本当にこれで眠ねむれるの？」

「眠れないな」

　今日のウィリアムは非番で、日がな一日ロザリンドを愛めでて過ごそうと決めていた。

　ゆったりとしたソファーに寝ねそべり、頭をロザリンドの柔やわらかな膝ひざに載せているなんて、幸福の絶頂だ。

　ウィリアムにとって、ロザリンドは聖女だ。

　心と身体に深い傷を負い、戦うことしかできなかった自分を救ってくれた愛する女性。死んだと思っていた彼女が実は生きていて、自分の妻となっていたことを知ったときは天にも昇のぼる気持ちだった。

　そしてロザリンドの過去を知り、現在を守り、未来を誓ちかって想おもいを共有し、真の夫婦となった今は、奇き跡せきみたいな幸せの光に包まれていると理解していた。

　こんな穏やかな日が、永遠に続けばいいと願わずにはいられない。

「わたしはウィリアム様に仕事の疲つかれを癒いやしてほしいのだけど……？」

「これこそが癒やしなんだ！」

　ロザリンドは不思議そうに首を傾かしげると、ウィリアムの頭に羽根のように軽い手つきで触ふれた。

「そう？　でも、わたしもウィリアム様に癒やされているよ」

　彼女は目め尻じりを下げ、愛おしそうにウィリアムの髪かみを梳すいていく。

　硬こう質しつな印象を持つウィリアムの髪に陽光が反射し、黒曜石のように艶つやめいた。




　──小さな幸せ。

　しかし、それを壊こわすように嵐あらしは、いつだって突とつ然ぜんやってくるのだ。




　何やら階下で人の言い争う声が聞こえる。

　ウィリアムは眉み間けんの皺しわを深くして、そっと上体を起こした。

「……騒さわがしいな」

「誰だれか来たの？　でも、今日は特に予定はなかったはずだけど……？」

「……見てこよう。ロザリンドはここで待っていなさい」

　不安がる妻の頭を撫なで、ウィリアムはキリリとした大人の男の顔を見せる。

　そして騒ぎの元へと向かった。
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「……遅おそい」

　待てども待てどもウィリアムは戻もどってこず、騒ぎ声は大きくなるばかり。

　時折聞こえる女性の金切り声は、ロザリンドの心に酷ひどく不安を与あたえるものだった。

（……まるで継けい母ぼ様みたい）

　脳のう裏りに浮かんだのは、忘れたくとも忘れられないセルザード伯はく爵しやく家けでの冷れい遇ぐうの日々。特に、父親が仕事で屋や敷しきを空けているときの、継母は凄すさまじかった。

　それらは日を追うごとに悪化していき、やがてロザリンドを毒殺しようとするところまでいったのだ。

「奥おく様さま、顔色が悪いです。お部屋でお休みになりますか？　やっぱり研究がしたいですか？」

　心配そうにロザリンドの顔を覗のぞき込こんだのは、奥様付き侍じ女じよのシンシアだった。

　ロザリンドは思い出したくない過去を振ふり払はらうように深く息を吐はくと、安心させるように笑えみを浮かべる。

「大だい丈じよう夫ぶ。研究はしたいけど……今日はウィリアム様と過ごしたいから、お休みする」

「なんと！　奥様が研究より旦だん那な様を優先するなんて……シンシアは嬉うれしすぎて涙なみだが止まりません！」

　シンシアは眉まゆ尻じりをハンカチで拭ぬぐうと、ウィリアムの出て行った扉とびらに険けわしい視線を送る。

「それにしても、奥様の言う通り遅いですね。旦那様だけではなく、執しつ事じ長ちようのオルトンも対応していると思うのですが……」

「……様子を見に行った方がいいかな？」

「お供いたします」

　ロザリンドはシンシアを引き連れて、未いまだ言い争いの終わらないエントランスホールへと向かった。




「……ウィリアム様？」

　そこではウィリアムと妙みよう齢れいの美しい女性がいがみ合っていた。

　女性は緩ゆるくウエーブのかかった豪ごう奢しやなストロベリーブロンドの髪を揺ゆらし、ぷっくりとした唇くちびるは悩なやましい色気を醸かもし出だしている。意志の強そうなペリドットの瞳ひとみは怒いかりに燃えていて、生命力の強さが感じ取れた。

（……誰だろう、この人）

　彼女を見ていると、ロザリンドの胸むねの奥おくがズキンと痛む。

　健康そのもののはずなのに、どうしたのだろうか。

　ロザリンドが首を傾げて黙もつ考こうしていると、罵ば声せいが浴びせられた。

「ちょっと、ウィル！　誰よ、この女！」

「私の妻だ！　シャーリー、久方ぶりに現れたかと思えば──」

　女性はシャーリーというらしい。

　彼女がウィリアムのことを愛あい称しようで呼んでいることに、ロザリンドは驚おどろきとは別にドロドロと渦うず巻まく黒い感情に支配された。

　羨うらやましさと憎にくらしさの混じり合った、理論的に説明しがたいこの感情はなんだろう？

「妻!?　ちょっと社交界から遠ざかっていた間にそんなことになっていたの？　ウィルのくせに生意気だわ！」

「いけません、シャーリー様！」

　シャーリーが顔を真っ赤にして一歩踏ふみ出だすと、シンシアがロザリンドを守るように背にかばった。

（……シンシアもシャーリーのことを知っているの……？）

　おそらく、ここでシャーリーのことを知らないのはロザリンドだけだ。

　またロザリンドの胸の奥で痛みが奔ほとばしる。

「あなた、名前は？」

「……ロザリンドです」

「ふーん。結構見られるみたいだけど、わたくしほどじゃないわね。そうよ、わ、わたくしの方が美しいわ……」

　シャーリーは遠えん慮りよなくロザリンドを検分すると、ふんっと小鼻を膨ふくらませた。

「ロザリンド。爵しやく位いか金か権力か、何が目的なのかは知らないけれど、先にウィルに目を付けたのは、わたくしよ！」

「……目を付けた？」

　疑問に眉を顰ひそめていると、ひょっこりシャーリーの後ろから男の子が飛び出してきた。

　男の子は三歳さいぐらいだろうか。彼女とよく似たストロベリーブロンドに、紫陽花あじさいのような青あお紫むらさきの瞳を持ち、整った顔立ちをしている。残念なことに目つきが凶きよう悪あくだが、ロザリンドにとっては慣れ親しんだものだった。

（待って、この目つき……ウィリアム様と瓜うり二ふたつ……!?）

　驚きよう愕がくに目を見開いていると、所在なげな男の子はきゅっとシャーリーのドレスの端はしを摑つかんだ。

「……かあさま」

「まあ、ルカ。もう怯おびえなくてもいいのよ。邪じや魔まな女には消えてもらうから。だって、この家はヴァレンタイン侯爵家の血を引くあなたの居場所だもの」

　ガンッと鈍どん器きで殴なぐられたような衝しよう撃げきがロザリンドを襲おそった。

　へなへなと床ゆかに倒たおれ込こみ、今にも叫さけびだしたい衝しよう動どうをぐっと堪こらえる。
















「侯爵家と縁えんを切ったお前が今いま更さらなんの目的で来たのか知らないが、ロザリンドは私の妻だ！　お前の入り込む余地などない！」

「自分の息子むすこを捨てるっていうの!?　ルカは、わたくしと貴方が愛し合って生まれた子よ！」

「……あ、いし、あう……？」

「違ちがう、誤解だ、ロザリンド！　そんなことはあり得ない！」

　ウィリアムがロザリンドの肩かたを摑み、必死に弁明をするが、今の彼女にはシャーリーの声しか届いていない。それは悪あく魔まの囁ささやきのように甘あまくはなかったが、ロザリンドを破は滅めつさせようとするところは同じだった。

「わたくしはヴァレンタイン侯爵家当主の元婚約者だもの。愛し合っても、別におかしなことではないでしょう？」

　勝かち誇ほこったようなシャーリーの笑みを見て、ぷつんとロザリンドの中で何かが切れた。

「お前は私を愛してなどいなかっただろう！　ロザリンド、気にしてはいけない彼女は────」

「触さわらないでください！」

　頰ほおにウィリアムが触れようとした瞬しゆん間かん、ロザリンドはぱしんっと手ではたき落とし、拒きよ絶ぜつの意思を示した。

　ウィリアムは元流離さすらいの女好きだ。恋人の一人や二人はいただろう。

　それは仕方のないことだと思っていた。自分は許せると思っていた。

　しかし、思っていた以上に自分の心は狭せまかったらしい。

　幸せの象徴ルカを見て、冷静でいられるほどの理性は持ち合わせていない。

　ロザリンドは漸ようやく自分の心に巣くっていたモヤモヤとした感情の正体に気がついた。

　それは嫉しつ妬と。原初から人間が持っていた罪深き感情の一つだ。

「実家に帰らせていただきます！」

　次いで出た言葉は、何かの小説に書かれていた脇わき役やくの台詞せりふだった。

　ウィリアムはぽかんと口を開けてロザリンドを見上げている。

　ロザリンドは苛いら立だつ感情のまま彼を睨にらむと、追ってくるシンシアを手で制してそのままエントランスホールを出て行く。

　そして御ぎよ者しやに声をかけて馬車に乗ると、ウィリアムに行き先も告げずにヴァレンタイン侯爵家を後にしたのだった。
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「それで、あたくしの元へ来たのね」

　ロザリンドが助けを求めたのはフランレシア王国の偉い大だいなる女王、エレアノーラだった。

「……考えてみれば、帰れる場所などありませんから。迷めい惑わく……でしたよね」

「そんなことはないわ。執しつ務むの間のいい暇ひまつぶ──んん、孫まご弟で子しのためなら当然よ」

　本来ならば貴族であろうと謁えつ見けんに数日の時間が必要になるが、ロザリンドは特別だった。

　女王にとってロザリンドは、愛する弟で子しファリスの忘れ形見。そして、『黄金の聖女』という称号を与えてまで国に縛しばり付つけたい、優秀な研究者だ。

「それにしても、シャーリーね。今になって出てくるなんて……困った子」

　エレアノーラは憂うれいのある溜ため息いきを吐ついた。

「女王陛へい下かはシャーリーさんをご存じなのですか？」

「ウィリアムとは幼おさな馴な染じみ……になるんじゃないかしら。でもシャーリーはある事情で侯爵家当主との婚約を破は棄きされた後、そのまま老いた男だん爵しやくの後妻となったわ。今はその男爵も死んでいるから、相当な資産を相続した未亡人といったところかしら」

「……未亡人。やっぱりウィリアム様は色気のある、たゆんたゆんした女性がお好み……」

　自分にはないシャーリーの女としての魅み力りよくを思い出し、ロザリンドは肩を落とした。

「えらく弱気ね、ロザリンド」

「……子どもがいました。ウィリアム様そっくりの、利発そうな男の子。わたしはきっと邪魔者になる……」

　ロザリンドとウィリアムの間に子はいない。ならば自分が身を引くのが正解ではないか。

　何よりロザリンドは怖こわかった。

　仮にロザリンドが妻の座に収まったまま、シャーリー母子おやこと生活することになったとしよう。その時、自分は平静でいられるだろうか。あの継母のようになって、何の罪もないルカを傷つけてしまうのではないのか。

　そう考えると、ロザリンドは自分こそが邪魔者な気がして仕方なかった。

「ロザリンド、あたくしは女王としてではなく、ひとりの女性として助言するわ。ウィリアムと別居しなさい」

　心の内を読んだかのように、女王はロザリンドの震ふるえる手を両手でそっと包み込む。

「……別居……？」

「そうよ。結婚というのは、お互たがいを支え合い生きていくもの。でも、どんな夫婦でも誓いが揺らぐことがあるの。そんなときはどうすると思う？」

「……実家に帰らせていただきます……？」

「ええ。距きよ離りを置けば冷静になるし、忘れていた気持ちを呼び起こすことにもなるわ。別居は逃にげじゃない、向き合うための充じゆう電でん期間よ」

　自分の行動は逃げではない。

　そう他者に肯こう定ていされることで、気持ちが前向きになるから不思議だ。

「わたし、ウィリアム様と別居する！」

「よく、言ったわ！　セルザード伯爵家に帰るのは嫌いやでしょう？　だから、わたしがロザリンドに──黄金の聖女に、仕事を与えます」

　ロザリンドは居住まいを正し、これから告げられるであろう王命に気を引ひき締しめた。

「エレアノーラ学院に戻って、期間限定の講師になりなさい。ついでに研究し放題よ」

「研究!?　やる！　やります、やらせてください！」

　願ってもない命令に、ロザリンドは心を躍おどらせた。

　次々に研究したい事こと柄がらが浮かんでくる。

「うふふ。きっと、ロザリンドにとって特別な出会いが待っているわ」

　女王は予知めいた言葉を紡つむぐと、にんまりと口角を上げた。
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　半年ぶりに戻もどったエレアノーラ学院に大きな変化はなかった。

　学生たちは忙いそがしく過ごしながら勉学に励はげみ、講師たちもまた、自分の研究に心血を注そそぐ。そんな当たり前の風景だが、ロザリンドは少し緊きん張ちようしていた。

（今度は学生じゃなくて、講師としてここに来たんだ……）

　知識を与あたえられる側ではなく、教える側になる。

　自分があまり社交的ではないことは理解していたので、不安がないと言えば噓うそになる。

「……大だい丈じよう夫ぶ。だって、わたしは天才だから」

　愛する師し匠しよう、ファリスの口くち癖ぐせを呟つぶやけば、不思議と自信が湧わいてくる。

　ロザリンドは荷物の入ったトランクを強く握にぎりしめると、講師の住まう研究棟とうへと歩き出す。




「やあ、ロザリンド君。聞いていたよりも早い到とう着ちやくだね」

「……学院長。お久しぶりです」

　研究棟に入ってすぐ、まるで待まち伏ぶせていたかのように出で迎むかえられた。

　彼はロザリンドが継まま母ははに殺されかけた伯はく爵しやく令れい嬢じようだったときも、ファリスが死んで取り憑つかれたように研究に没ぼつ頭とうしていたときも、ヴァレンタイン侯こう爵しやく夫人になった今も変わらぬ態度で接してくる。

　それがロザリンドは嬉うれしかった。

　学院長はロザリンドを守ってはくれない。だが、いつでもロザリンド自身を見てくれるのだ。

「ロザリンド君が講師になってくれればと思っていたけれど、本当に実現するとはね」

「……そんなに驚おどろくことですか？」

　学院長はロザリンドの頭を撫なでると、そっとトランクを取った。

「君はあのセルザード伯爵家の令嬢だったからね。ただの研究者でいられるほど軽い身分じゃない。それに今は結婚して、ヴァレンタイン侯爵夫人になった。私ではもっと手の届かない存在になったと思っていたよ」

「わたしは……わたしでしかありません。どんな身分になったって、わたしは研究を止められはしない」

「それでこそエレアノーラ学院が生んだ天才、ものぐさ──じゃなくて、黄金の聖女だね！」

「……今、ものぐさ姫ひめって言おうとした？」

　じとっとした目で見れば、学院長ははぐらかすように微笑ほほえんだ。

「研究室に案内するよ。……お帰りなさい、ロザリンド君」

「……ありがとうございます」

　ただいま、と言おうとしたが、それは口に出ることはなかった。

　心に浮かんだのは、ウィリアムとヴァレンタイン侯爵家の使用人たちだ。

　ロザリンドの帰りたい場所はもう、学院ではなくなっていた。
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　ロザリンドの講師生活は、思っていたよりも順調に進んだ。

　与えられた研究室は、以前ファリスが使っていた場所で、勝手も知っている。

　他の講師も元から知り合いだったし、授業もファリスの手伝いをしていたからある程度の流れは理解していた。

　ウィリアムのことは女王から「今は距きよ離りを置くべき」と言われているので、じっと我が慢まんしている。

　ただ一つ問題があるとすれば、事あるごとに授業を妨ぼう害がいする『彼』の存在だった。







「では、次回までにこの本の材料を暗記してくること」

　今は一回生の基き礎そ薬学の講義中だ。

　この科目は地味で尚なお且かつ教科書を読めばだいたいの知識は得られるため、ロザリンドが学生の時はあまり人気がなかった。しかし、教室は溢あふれんばかりの生徒で賑にぎわっている。

　それはひとえに、恐おそろしい死し灰はい毒どくの解げ毒どく薬やくを開発し、女王から『黄金の聖女』の称号を賜たまわったロザリンドをひと目見たい学生が殺さつ到とうしたからだ。

「ああ、試験も行うから、付つけ焼やき刃ばではダメだよ」

　学生がたくさんいても、ロザリンドのすることは変わらない。

　淡たん々たんと自分のするべきことを成し、薬学の素晴らしさを広めるのだ。

　しかし、ロザリンドの情熱は理解されないようで、教室内は不満顔の学生が多い。

　すると、生徒の一人──栗くり色いろの髪かみに琥こ珀はく色いろの瞳の少年が意地悪く大きな声を上げた。




「暗記、暗記、暗記、馬ば鹿かの一つ覚えだ！　つまんねーよ！」




　この少年はロザリンドが気にくわないらしく、講義の時はささいなことで嚙かみついてくるのだ。

「薬作りは危険を伴ともなう。だから、しっかりと材料の知識を頭に叩たたき込こまなくてはならない。それに道具の扱あつかいも。薬は時に毒にもなる。なかなか実験が早くできないことに不満を感じるかもしれないけれど、必要な回り道。わたしも基礎を学んだからこそ、死灰毒を解毒することができた」

「はんっ。そんなに言うなら自信があるってことだろう？　本の初めから暗唱でもしてみろよ」

「目次からでいい？　たぶん、二時間ぐらいかかると思うけどいいの？　授業時間終わっちゃうよ」

「はあ!?　一言一句覚えてるっていうのかよ！」

「もちろん。薬学の基本だよ？」

　ロザリンドがあっけからんと言うと、少年は面おも白しろくないとばかりに頰ほおを膨ふくらませた。

「で、でも、講義がつまらないことは変わらねーよ！」

「……ふむ。確かにそれも一理あるね。簡単な傷薬を調合する実験を近々やってみようか。ありがとう、君のおかげで自分の至らなさに気づけた」

　素す直なおにロザリンドが礼を言えば、少年はますます眉まゆを吊つり上あげ、今度はロザリンドの眼鏡めがねを指差した。

「変な眼鏡!!　お前に良くお似合いだよ！」

「えへへ……！」

「なんで照れてんだよ！」

「これは師匠──『黄金の錬れん金きん術じゆつ師し』ファリス教授からもらったものだから」

　ウィリアムという伴はん侶りよを得た今も、研究の時は眼鏡をかけていた。

　目を保護するためという意味合いもあるが、この眼鏡をしていた方が、研究がはかどる気がするのだ。

　ロザリンドにとっては講義も研究と同義だった。

　人に教えることは、時に新たな発見をもたらしてくれる。ファリスが授業の時に言っていた言葉だ。

　ロザリンドは愛いとしそうに眼鏡の縁ふちを指で撫でると、はっと思い出したように少年を見た。

「ところでずっと思っていたのだけど……君、名前は？」

　おそらく少年はロザリンドが卒業した後に入学した新入生だが、この講義に履り修しゆう登録はしていない。にもかかわらず、毎回聴講しているのだ。

（そんなに薬学に興味があるのなら、履修登録すればいいのに。学生でなかったとしても、熱意があるのなら、学院長にわたしから掛け合うよ）

　少年の琥珀色の双そう眸ぼうをじっと見れば、彼は耳まで真っ赤にさせ、溢れんばかりに目を涙なみだでいっぱいにして激げき昂こうする。

「……う、うるせーよ、ブス!!」

　掠かすれた声で叫さけび、少年は引き留める間もなく教室を出て行った。
















「あ、行っちゃった。名前、知りたかったのに」

　ロザリンドが肩かたを落としてそう言うと、学生の一人がおずおずと手を上げた。

「……あの、ヴァレンタイン先生。本当に彼のことを知らないんですか？」

　信じられないとばかりに、教室内は戸と惑まどいを含ふくんだ空気に満ちていた。

「……残念ながら知らない。この講義に登録している子は全員顔と名前を覚えているけど、彼は違ちがうみたいだから。有名な子なの？」

「……か、彼はシリウス・セルザード伯爵令息。……ヴァレンタイン先生の弟ですよ……」

　衝しよう撃げきの事実に、ロザリンドはピシリと石像のように固まった。
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　次の日から、ロザリンドの異い母ぼ弟てい──シリウスは講義に来なくなっていた。

　そのことに、ロザリンドは疑問が尽つきなかった。




　どうしてシリウスはロザリンドの講義を聴きに来ていたんだろう？




　ロザリンドは血けつ縁えん上じよう彼の姉だが、実生活では関係のない人間だと思っていた。

　何な故ぜなら、ロザリンドがエレアノーラ学院に送られた時にまだ彼は生まれておらず、シリウスが生まれてからもロザリンドはセルザード伯爵家へ帰ったことは一度もなかった。

　あの継けい母ぼによって育てられた彼が、ロザリンドを姉だと思う訳がない。

　だから、義務的な用事以外で会うことはないと思っていたのだ。

（……シリウスはわたしに会いに来たのだろうか？　わたしのことを慕したっている様子はなかったけれど……）

　会ってしまい、言葉を交かわした以上ロザリンドにとって、シリウスは他人ではなかった。

　どれほど嫌きらわれようとも、彼は弟なのだ。

　だから、ロザリンドはシリウスに謝あやまりたかった。

　たとえその結果、自分という存在を否定されようとも、ロザリンドにとって姉弟きようだいは彼しかいない。

「……はぁっ、はぁっ、もう、どこにいるの……？」

　学院中を歩いて回るが、シリウスは一向に見つからない。

　ロザリンドは貧ひん弱じやくな身体に鞭むちを打ち、息を乱しながらシリウスを捜さがし続けた。

「こんにちは、美しい人」

「え？」

　突とつ然ぜんかけられた声に驚き振ふり向むけば、紅あかい薔ば薇らを一輪差し出される。

　ロザリンドが訝いぶかしんでいると、薔薇を持った青年がクスクスと笑い出す。

「驚いた顔が可か愛わいいね。美しい人には、花がよく似合うよ」

「……ありがとう」

　迷ったが、薔薇に罪はないので、ロザリンドはそっと青年から薔薇を受け取った。

　ふわりと甘あまい香かおりが鼻び孔こうをすり抜ぬけ、僅わずかに既き視し感かんを覚える。

　確かこの間、ウィリアムからプレゼントされた香こう水すいも同じ香りがしたはずだ。

（だめだめ！　今は別居中。愛の充じゆう電でん期間なんだから）

　ウィリアムのことを考えると、胸が苦しくなる。

　どうしてロザリンドに会いに来てくれないのだろう。シャーリーとの関係は？　愛しているという言葉は噓だったの？

　ぐちゃぐちゃとした思いが混ざり合い、ロザリンドの眦まなじりから涙がこぼれた。

「ああ、泣かせるつもりはなかったんだ！　しかし、君の涙は水すい晶しようのように澄すんだ輝かがやきに満ちている」

「……ごめんなさい。大丈夫、なんでもないです。気にしないで」

　青年がロザリンドの頰に触ふれようとしたが、すっとそれを躱かわすと袖そで口ぐちで涙を拭ぬぐった。

　気を悪くさせるかもしれないとロザリンドは思ったが、青年は内心を覗のぞかせない微び笑しようを浮かべたままだ。

「君はロザリンド・ヴァレンタイン侯爵夫人？」

「……わたしのことを知っているのですか？　初めてお会いしたのに？」

　ウィリアムより幾分か年上に見える青年は、かっちりとした礼服を身にまとっている。橙色の髪は太陽のように輝き、逆に釣り目がちの青紫の瞳は夜空のように静かで冷たい。独特の雰囲気をかもし出していた。

　ロザリンドは一度見た者は忘れない優すぐれた記き憶おく力りよくを持っている。

　だから、青年とは今日が初対面だと断言できた。

「まあね。会ってみたいと思っていたから」

「……何故？」

「美しい人はそれだけで宝だからだよ！　美しいことは正義だ！　どんな人だって、美しさの前には跪ひざまずく。ああ、なんと罪深いんだ……！」

「正義で罪？　理論が破は綻たんしているよ」

　突然熱く語り出した青年を不思議に思い、ロザリンドはこてんと首を傾かしげた。

　青年はそれを見ると、パーッと目を輝かせるが、すぐに咳せき払ばらいをして真しん剣けんな顔を作った。

「まあ、それはそれとしてだね。君はもしかして、シリウスを捜しているのかい？」

「彼を知っているの？」

「ああ。私は他国の出身でね。セルザード伯爵家に滞たい在ざいしているんだ。今日はシリウスに会いたくて、このエレアノーラ学院に来たし」

「……どうして？」

　青年はセルザード伯爵家と関わりがある。

　そう思うと、ロザリンドは警けい戒かい心しんを表さずにはいられない。

「シリウスが美少年だからだよ！　男の美は私自身以外認めないけれど、少年と女性は別だからね！」

「……そうですか」

「シリウスは今、学院にいないよ。私が乗ってきた馬車で、セルザード伯爵家へ帰った。どうやら伯爵夫人がお怒いかりのようでね」

「……何故、一緒に帰らなかったのですか？」

　この青年は何者なのだろう。セルザード伯爵家に滞在しているということや、紳しん士し的な所作から上流階級の身分であることは分かる。

　だが、エレアノーラ学院に他国の者を招待するなどということは、ロザリンドが学園に来てから一度も聞いたことがない。

「しばらく、この学院を見学させてもらうからだよ。もちろん、女王陛へい下かにも許可は取ってある。私は何も遊びでこの国に来たわけではないから」

（……女王陛下は、何を考えているの……？）

　彼女は物事の先の先まで見通すことのできる、革新的な執しつ政せい者しやだ。

　それならば、今回ロザリンドを学院へ送ったことも、この青年と出会ったことも偶ぐう然ぜんではないのかもしれない。

「私はアルド子し爵しやく。フランレシア王国の敵、ベルニーニ神国からやって来た、しがない美の探求者さ。きっと君とは長い付き合いになるだろう、無関係という訳ではないし。だからよろしくね、黄金の聖女殿どの」

　アルド子爵から差し出された手を、ロザリンドは握ることができなかった。
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　フランレシア王宮内にある王太子執しつ務む室しつは、未いまだかつてないほどに冷ややかな空気に包まれていた。

　部屋の主であるジェイラスは微び笑しようを湛たたえつつも目の奥おくは冷たい。それに追つい随ずいするように、王太子補ほ佐さ官かんのオーレリアは美しい尊顔を怒いかりで歪ゆがませ、椅い子すに縛しばり付つけられている狼おおかみ侯こう爵しやくことウィリアムを冷たく見下ろしていた。

「わたくし、前に言いましたよね？　ロザリンド様を手放してはなりませんよ、と」

「それなら今すぐロザリンドを迎むかえに行くから、この拘こう束そくを解いて──」

「黙だまりなさい！　この駄だ犬けんが！」

「駄犬!?」

　オーレリアはバシンッと手に持った乗馬用の鞭むちをしならせた。

「無能なクズ虫と言った方がよかったかしら。いえ、それは虫に失礼よね。虫は飢き饉きん時じには貴重な栄養源となるもの。……迎えに行くとは言っても、どうせロザリンド様の足取りが分からないのでしょう？」

「まあまあ、オーレリア。ウィリアムだって、好きでロザリンドに出て行かれた訳じゃないよ。ヴァレンタイン侯爵家の当主として事情を把は握あくする時間が必要だったろうし、相手が悪かったんだ。だって、あのシャーリーだよ？」

　ジェイラスはそう言うと、床に目をやって微笑ほほえんだ。口を塞ふさがれ、縄なわで縛られて床ゆかに転がっているのはシャーリーだ。

「美形中毒の盛さかった雌めす犬いぬの間ま違ちがいではなくて？」

「それは言い得て妙みようだね。さすがはオーレリアだ！　冷たい眼まな差ざしも口調もすべてが愛いとしいよ、僕ぼくと結婚してくれ！」

　ジェイラスは手慣れた動作で懐ふところから美しいエメラルドの指輪を取り出し、オーレリアへ跪ひざまずく。

　オーレリアはそれを一いち瞥べつすることもなく、ウィリアムから目を離はなさない。

「嫌いや。それで駄犬侯爵。本当に隠かくし子ごがいたりはしませんわよね？」

「誤解だ！　シャーリーと私はそんな関係には一度たりともならなかった。それはお前たちがよく知っているだろう」

「ええ、そうですわね。シャーリーはヴァレンタイン侯爵家当主──ウィリアムの兄の婚約者でしたから」

　そう、シャーリーはウィリアムの兄、前ヴァレンタイン侯爵家当主の婚約者だった。そのため、ウィリアムは幼い時から、シャーリーとは顔見知りだったのだ。

「シャーリーは年上の美形にしか興味ないもんね。まあ、大変残念なことに、ウィリアムはそんなシャーリーが初恋な訳だけど」

「うっ」

　確かにシャーリーはウィリアムの初恋の人だった。

　しかし同時に、女性が綺き麗れいなだけの存在ではないと教えてくれた人でもある。

「シャーリーと関係がなかったからといって、ロザリンド様を傷つけていいことにはなりませんわ」

「うぐぐっ」

「今頃、ロザリンドはウィリアムのことなんて忘れているかもしれないけどね」

「ぐはっ」

　ウィリアムはふたりの精神攻こう撃げきに耐たえきれず、椅子ごと床に倒たおれてしまう。

　しかし、それを鬼き畜ちくな幼おさな馴な染じみが助けてくれないことも知っていたため、そのままジェイラスへ問いかけた。

「……どういうことだ？　ロザリンドの居場所を知っているのか？」

「今しがた、エレアノーラ学院に講師として戻もどったよ」

「何な故ぜだ！　私は許可していない！」

　ウィリアムはロザリンドの夫だ。一言、報告があってもいいだろう。

（……もしかして、私のことなどロザリンドは忘れてしまうのではないか……!?）

　それに場所がエレアノーラ学院だというのが不ふ穏おんだ。

　ロザリンドが研究狂ぐるいなのは、出会ってから幾いく度どとなく見せつけられてきた。嬉き々きとした表情で研究に没ぼつ頭とうする姿が目に浮かぶようで、ウィリアムは身み震ぶるいする。

「まあ、母上の命令だしね。たぶん、母上としてもロザリンドが学院からいなくなって退たい屈くつしていたんじゃないかな。あそこは母上の娯ご楽らくのために作られた箱庭だから」

「娯楽……？」

「そうそう。最さい高こう峰ほうの天才たちが解き明かし、生み出した成果を自分が最初に見たいがために作ったのだと、昔言っていた」

「……女王陛へい下かならやりかねん……」

　ウィリアムの脳のう裏りでは、破は天てん荒こうで革新的な女王が毒々しい笑えみを浮かべていた。

「それだけが理由でロザリンド様を学院に戻したのではないでしょう？　最近、女王陛下は秘密裏にベルニーニ神国と接せつ触しよくしているようですし」

「……ベルニーニ神国か」

　かの国とフランレシアが戦火を交えてから、まだ十年も経たっていない。

　人々の中には、まだあの凄せい惨さんな戦争の記き憶おくが深く心に刻まれているだろう。

「やっぱり母上はすごいよね。つい最近まで戦争をした敵国と、もう利益的な関係を結ぼうとしているんだから。僕なんて、この間暗殺されかけたばかりだから、当分あの国とは関わりたくないよ！　あはは！」

　思い出されるのは、数ヶ月前のスペンサー公こう爵しやく家けで起こった王太子暗殺未み遂すい事件だ。

　ジェイラスを庇かばい、オーレリアは死し灰はい毒どくに冒おかされた。

　あの場にロザリンドがいなければ、彼女は死んでいただろう。

　そのことに対して、ジェイラスは今でも苦々しく思っているのだ。

「私が守るから安心しろ」

　次こそは、ロザリンドもオーレリアもジェイラスも、誰だれも傷つけさせはしないとウィリアムは心に誓ちかう。

「……床に這はいつくばって言われても、説得力はないですわ」

　オーレリアは呆あきれた顔でそう言うと、漸ようやくウィリアムの縄を解ほどいた。

　ウィリアムは関節を伸ばすと、いつも通りにジェイラスの後ろに控ひかえる。

「ジェイラス殿でん下かの前に刺し客かくが現れるよりも先に、奴やつらを潰つぶしてやりますわ。だから駄犬の出る幕はなくてよ」

「頼たのもしい幼馴染がいて僕は幸せ者だねぇ。……そうは思わないかい、シャーリー？」

「ふんがっ！　ふがふががっ！」

　嵐が去るのを待とうと大人しくしていた彼女を、ジェイラスは遠慮なく指で突いた。

　シャーリーは逃がれようと床を芋いも虫むしのように這う。

　そして涙なみだ目めで必死に何かを訴うつたえるが、オーレリアの冷笑一つで無視されてしまった。

「言語化できないのなら、口を開かないでくれます？」

「……お前たち、子どもの前で何をやっているのだ……」

　ウィリアムが指を差した先には、ビロードのソファーの上でケーキを食べるルカがいた。

　彼は母親が拘束されているというのに気にするそぶりも見せず、ケーキに夢中だ。

「ん？　おいしーよー！」

「素す直なおな子は人類の宝ですわ」

　オーレリアは一転、聖母のように慈じ悲ひ深ぶかい笑みを浮かべた。

「……どうしてルカには優しくできるのに、シャーリーには冷たいんだ……」

「まあ！　ウィリアム、ロザリンド様という妻がありながら、この考えなしの美形中毒を庇うのですか！」

「今回ばかりは僕もオーレリアを止めないよ。だって、僕たちはウィリアムを泣かせたシャーリーが大だい嫌きらいだからね」

「うっ」

　今となっては、ウィリアムもシャーリーのどこが良かったのか思い出せない。

　だが、確かに青あお臭くさいガキだった頃、ウィリアムはシャーリーに恋をしていた。

　兄の婚約者に思いを寄せることが罪だということは知っていた。だから、ウィリアムはシャーリーと兄の婚約を祝福し、彼女のことは姉のように慕したっていたのだ。

　時が経ち、ベルニーニ神国とフランレシア王国の小こ競ぜり合あいが頻ひん発ぱつするようになると、軍の重役に就ついていたウィリアムの兄はそれを鎮ちん圧あつすることに奔ほん走そうした。

　奮ふん闘とう虚むなしく、やがてウィリアムの兄は戦いで命を落とす。

　シャーリーは悲しみに暮れることもなく、莫ばく大だいな資産を持つ老ろう齢れいの成り上がり男爵の後妻となった。

　戦争中のため、質素なものではあったが結婚式で見た彼女はとても嬉うれしそうで、男爵の年老いても衰おとろえない端たん正せいな顔をうっとりとした目で見つめていた。

　それはまだ純じゆん粋すいな少年だったウィリアムの心をやさぐれさせるには、十分な衝しよう撃げきだったのだ。

「まあ、初恋がどんな終わりを迎えようとも、乱れた女性関係を結んだクズは滅ほろびればいいと思っていますけれど」

「オーレリアはやはり私のことが嫌いだろう！」

「さて、ウィリアムのことは捨て置きましょう。問題はシャーリー・オレット男だん爵しやく夫ふ人じんの息子むすこが誰の子で、何故、今いま更さらウィリアムに助けを求めたか、ですわ」

　オーレリアは淡たん々たんと言うと、シャーリーの口元から布をはぎ取った。

「──ぷはっ。ちょっとオーレリア！　いくら会わない間にぞくぞくするような銀ぎん髪ぱつ美女に成長したからって、わたくしが許すと思ったら大間違いよ！」

「お黙りになって。自分の状じよう況きようが飲み込めていないようですわね。馬ば鹿かは成長しないから嫌ですわ」

「そうだねぇ。君の命は僕らに握にぎられているんだよ？　心証は最悪なんだから、もう少し媚こびへつらったらどうかな？　あ、この羽根を使って全身くすぐったら、とっても楽しいよね」

　ジェイラスは色いろ鮮あざやかな孔く雀じやくの羽根を取り出すと、それをシャーリーの鼻先へと擦こすり付つける。

　シャーリーはくしゃみが出そうなのか、間ま抜ぬけな顔を晒さらしている。それを見て、オーレリアはにやりと口角を上げた。

「ぬるいですわ。先日、別部署の文官から聞いたのですけど、東の国では石いし抱だきという拷ごう問もんがあるらしいですわ。尖とがった三角形の木の上に正座させて、膝ひざの上に重い石を積み上げていくという……」

　オーレリアは乗馬用の鞭を楽しそうにしならせると、笑え顔がおで異国の拷問方法について語り出した。

（……誰だ、鉄氷の姫ひめ閣かつ下かに恐おそろしい知識を与あたえたのは！　実験台にされるとしたら、私とシャーリーに決まっているではないか！）

　ウィリアムは名も知らぬ文官に恨うらみの念を送った。

「ル、ルカ！　お母さまを助けて！」

「いやぁっ！　オーレリアねえさまがいい！　きれい！　だいしゅき！」

　ルカはパタパタと小走りでオーレリアに近づくと、がばっと思い切り抱だきついた。

「ちょっとルカ！　オーレリアよりもウィリアムの方が美形でしょ!?　でも、わたくしと同い年なところがいただけないわよね！」

「……血は争えないということか……しっかりと受うけ継ついでしまっている……」

　ウィリアムの初恋の幻げん想そうが崩くずれ落おちたときに、シャーリーが重度の面食いだというのは気づいていた。

　そしてそんな面食いに恋心を抱いだいていた自分を殴なぐり倒たおしたいほどに、消したい過去でもあった。

「ウィリアム助けて！」

「……シャーリー、ルカは私の子ではない。そして兄の子でも、亡なきオレット男爵の子でもないだろう？　どう見積もっても、年ねん齢れいが合わない。誰の子なんだ」

　ウィリアムは怒おこっていた。

　元ヴァレンタイン侯爵家当主の婚約者であるシャーリーを無下にすることもできないと思い、遠えん慮りよしていたのがそもそもの間違いだった。

　そのせいで、愛するロザリンドとの間に亀き裂れつが入ってしまったのだ。

　これで夫婦関係が破は綻たんしたら、ウィリアムはシャーリーのことを……そして何より、そんな展開にしてしまった自分自身を許せなくなる。

「……それは……」

「一応、長い付き合いだから、お前のことは知っている。他人の幸せを奪うばうような真ま似ねをするなんて、相当切せつ羽ぱ詰つまっていると見える。シャーリー、何があった」

　シャーリーは端たん的てきに言って馬鹿だ。

　だが、人を陥れるために策謀をめぐらすような人間でないことはウィリアムも分かっていた。……人を顔で判断することもあるが。

「……ウィリアム」

「時間の無む駄だですわ。悠ゆう長ちようなことを言っていないで、さっさと話しなさい」

　乗馬用の鞭がシャーリーの鼻先をかすめた。

「話す、話すわ！　いくらオーレリアの冷たい美び貌ぼうに似合っているとはいえ、鞭をしまって！」

「嫌ですわ。わたくしが鞭を振ふるうのは、躾しつけのなっていない馬鹿がへまをしたときだけですのに、何を心配することがあるのかしら？」

「それでシャーリー、ルカの父親は誰なんだい？」

「……父親は……」

　シャーリーは一いつ瞬しゆん押し黙り、やがて覚かく悟ごを決めたようにジェイラスを見上げた。

「ベ、ベルニーニ神国前王の弟……ランベルト様よ」

「なんだと!?」

　ランベルト・ベルニーニ。彼はフランレシアとの戦争を引き起こした神王の弟で、現在空位の王座を皇太子と争う王候補だ。

　戦時中はあまり表に出ず、戦後、その頭角を現した切れ者だという噂うわさである。

「いつ出会ったのです！」

　珍めずらしくオーレリアは声を荒あららげるが、シャーリーは思いを馳はせるようにランベルトとの出会いを語り出す。

「……あれは戦争中のことだったわ。オレット領に瀕ひん死しの重傷を負ったランベルト様が現れたの。わたくしは腫はれ上あがった彼の顔を見て、すぐに気づいたわ。怪け我がさえ治れば、彼こそがわたくしの理想の男性に違ちがいないと！」

「ランベルト殿どのか……たしか、ベルニーニではまともな王族だったはずだ。戦時に何をしていたのかは不明だけど……」

「ランベルト様は戦争にかこつけて自国の者に暗殺されそうになっていたのよ！　お可か哀わい想そうに、彼は美しい方だから嫉しつ妬との対象だったの。でも、だからこそわたくしと出会えた……彼こそがわたくしの運命の人よ」

　運命の人、という言葉にウィリアムはロザリンドとの出会いを思い出す。

（少しばかりだが、シャーリーの言いたいことも分かるな）

　瀕死だったウィリアムの命を救った健気けなげな少女。ウィリアムは一目見てロザリンドに心奪われた。

　彼女が平民だったとしても関係ない、彼女こそが自分の聖女、運命だとあの時確信したのだ。

「……ウィリアム。何か馬鹿なことを考えていないでしょうね……？」

「か、考えていないぞ！」

　躾とばかりに今にも鞭を振り下ろしそうなオーレリアが恐ろしくなり、ウィリアムは咳せき払ばらいをするとシャーリーへ視線を向けた。

「それで、押しかけてきた理由は？」

「わたくしとルカの命を狙ねらうベルニーニの派は閥ばつがあるの。それで、辺境にまで狼侯爵の名を轟とどろかせ恐れられているウィリアムに、ルカを助けて欲ほしかったのよ。……奥さんとの関係を拗こじらせてしまったのは悪かったと思っているわ。まさか、ウィリアムを本当に好きになってくれているなんて、思ってもみなかったから……」

　シャーリーの目には反省の色が見えたが、ウィリアムは何も言わない。

　彼女を許すかどうかを判断するのはロザリンドだからだ。

「……奴らはもう、フランレシアで暗あん躍やくしているの。わたくしとルカは、いつ殺されるか、分かったものではないわ」

「ああ、それは面めん倒どうなことになったねぇ。どうしよっか。ウィリアムには働いてもらわなくてはいけなくなったし、当分、ロザリンドとの仲直りはお預けだね」

「なんだと!?」

　こうしてヴァレンタイン侯爵夫妻の別居は、長引くことが決定された────
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　最近、ロザリンドには日課がある。

　頭に葉のついた木の枝を括くくり、ロザリンドは生いけ垣がきに隠かくれていた。

　視線の先では、異い母ぼ弟ていであるシリウスが同級生たちとにこやかに会話している。

　シリウスのことを知ってからというもの、ロザリンドは彼のことが気になって仕方ない。そのため、陰かげからこっそり観察しているのだ。

「レディ、面おも白しろい格好をしているね？」

「……アルド子し爵しやく」

　耳元で囁ささやかれた声に驚おどろき振ふり向むけば、先日会った、ベルニーニ貴族の彼がいた。

　観察に忙いそがしいためすぐに視線をシリウスに戻もどすが、アルド子爵が隣となりに座すわったことに不信感を持った。

　セルザード伯はく爵しやく家けに滞たい在ざいしているベルニーニ貴族というだけで怪あやしいのに、しょっちゅうロザリンドに構ってくるところがさらに怪しい。

　ロザリンドの薬学の才を狙ねらっているかと思えば、ただの世間話しかしない彼に疑問は尽つきない。

（……変な人。何を考えているんだろう？　でも、気にしても仕方ない。今はシリウスの方が大事）

「これは擬ぎ態たい。動物や虫が周囲の事物やほかの動物によく似た形態をもっていることを言う。敵の攻こう撃げきから逃のがれるためにとるけど、今回は見つからないようにするためのもの」

「へぇー。やっぱり君は想像以上に面白い」

「……私といて楽しめるとは思えない」

「うーん、この間のことで警けい戒かいさせちゃったかな？」

「ベルニーニ貴族と聞けば、誰だれだって警戒する」

　クスクスと笑うアルド子爵を見て、ロザリンドは唇くちびるを尖とがらせた。

（……まるで、わたしが悪いみたい。それに、遊ばれている……気がする）

　ロザリンドは気を取り直し、シリウスの観察を続ける。

　彼は平等だった。

　貴族、平民分わけ隔へだてなく友人を作っているようだし、旧時代的な選民意識も持っていない。とてもできた人格をしていた。

　シリウスの態度が豹ひよう変へんするのは、ロザリンドの前だけだったようだ。

「……やっぱり、わたしのことが嫌きらいだったんだね。……まあ、それも仕方ないか」

「ねえ、ロザリンド。今、君は悲しいかい？」

　以前のロザリンドならば首を傾かしげていた質問だ。

　しかし、ファリスの弟で子しとなり、ウィリアムと夫婦になったロザリンドはもう、人形のように心を押し殺していた頃とは違ちがう。

「悲しい……と思う。でもそれは、わたしが勝手に期待して、勝手に悲しんでいるだけ。あの子は悪くない」

「ふーん。ねえ、君は自分の母親のことをどこまで知っているんだい？」

「……隣りん国ごくの人だっていうだけ。たぶん、どこにでもいる貴族令れい嬢じよう」

「ただの貴族令嬢に、黄金の卵を産めるとは思えないけどね」

　剣けん吞のんな目で答えたアルド子爵の言葉に、ロザリンドは眉まゆ根ねを寄せた。

「……何か馬ば鹿かにしている？」

「いや、全然」

「それじゃあ、何か知っているの……？」

「さて。知っているのは、私と君が無関係ではないということだけだ」

　彼は元の飄ひよう々ひようとした態度に戻る。

　ロザリンドが問とい詰つめようとするが、観察に気がついたシリウスが、物々しい怒ど気きを纏まとって現れたことで有う耶や無む耶やになってしまう。

「……何をやっているんだ、アンタたちは……！」

「あ、見つかっちゃったねぇ。美しい人たちと一いつ緒しよにいるのは大好きだけど、面めん倒どう事ごとには関わらないのが吉きちさ！」

　アルド子爵はそう言うと、軽かろやかに、しかし迅じん速そくにこの場から逃にげてしまう。

「おい、待て……！　アルド……！」

　シリウスは追いかけようとするが、成人男性の脚きやく力りよくには敵かなわないと思ったのか、すぐに怒いかりの矛ほこ先さきをロザリンドへと変へん更こうした。

　しかしロザリンドは動じることなく、堂々とシリウスの前に立つ。

「アルド子爵はただの娯ご楽らくとしてあなたを見ていたけど、私は違う」

「じゃあ、何が目的だっていうんだよ！」

「さあ、補習の時間だよ。シリウス・セルザード君」

　ロザリンドは講師らしい笑えみを浮うかべると、シリウスの目の前に赤点ばかりの通知表を見せつけた。
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　シリウスは生まれてからずっと、姿も見たことのない異母姉あね──ロザリンドと比べられてきた。

　史上最年少、最高成績でエレアノーラ学院に入学した彼女を、シリウスの実母は殊こと更さら憎にくんでいた。

　息子むすこであるシリウスへ過か剰じようなまでの期待をかけ、厳しく接した。

　それはまるで自分を飾かざる宝ほう飾しよく品ひんを磨みがくような行為で、愛情によるものではなかった。

　ロザリンドを憎んだときもあった。だがそれは逆さか恨うらみというのも分かっている。

　ロザリンドがシリウスの母に冷れい遇ぐうされ、毒殺されそうになり、追い出されるようにエレアノーラ学院へ入れられたことは知っていた。

　父親であるギクラス・セルザード伯爵は、ほとんど家には帰ってこず、家族のことなど顧かえりみない。

　ある意味、とても貴族らしい男だった。

（……もしかしたら、姉なら……僕を理解してくれるかもしれない）

　そんな身勝手な期待がシリウスの力となり、ギリギリの成績であったが、十歳さいの若さでエレアノーラ学院の入学試験を突とつ破ぱすることができた。

　ロザリンドに会えると期待したが、学院に彼女の姿はなかった。

　何故なら、ロザリンドはもうセルザード伯爵家の人間ではなく、ヴァレンタイン侯こう爵しやく夫人となっていたから。
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　個人自習室で、シリウスはロザリンドに勉強を教わっていた。

　彼女の指導は丁てい寧ねいで分かりやすく、それがさらにシリウスを苛いら立だたせる。

「──ここは引っかけ問題。だけど、基き礎そがしっかりしていれば解けないはずはない。まずは基礎固めからだね。暗記は嫌いみたいだけど、土台がなければ応用ができないから諦あきらめて」

「なんで勉強を教えてくれるんだよ。どうせ、こんな成績をとるなんて馬鹿だと思っているんだろ」

　恨うらみがましい口調で言ってしまうが、本当は嬉うれしかった。

　ここ最近、ロザリンドが周りを嗅かぎ回っているのは知っていた。あれほど自分に関心のなかった彼女が、気にしている。自分だけを見てくれている。

　……否いや応おうなしに期待してしまう。

　しかし高まる気持ちも、ロザリンドの一言で一気に下降した。

「勉強を教えるのは、学院長に頼たのまれたから。まあ、馬鹿だとは思っている」

「ふざけんな！　どうせ、頭の出来が違う……あの母親から生まれたから……！　アンタみたいな天才とは違う！」

「……だから馬鹿だって言っている」

　小さく溜ため息いきを吐つくと、ロザリンドはシリウスの通知表に視線を落とす。

「経済学や政治学の授業ばかりを取っているのは何な故ぜ？」

「それは……！」

「本当は、天文学が好きなんでしょう？」

　ドキンと心臓が鷲わし摑づかみにされるような心地ここちだった。

（……母上にも言ったことがないのに……）

　寂さびしい夜は、いつも夜空を眺ながめていた。

　愛されない自分、出来の悪い自分に嫌いや気けが差し、シリウスは現実から逃とう避ひするように星を見た。

　星座に関する神話や、星の配置と暦こよみの関係、季節が変わるごとに変化する幻げん想そう的てきな空、すべてがシリウスを魅み了りようした。

　でも、それは誰にも言えなかった。だってそれは、望まれていないことだったから。

「通知表を見れば分かる。経済学と政治学は赤点なのに、天文学の授業はとてもいい成績を取っている。あのね、シリウス。人間は好きなことじゃないと努力するのも辛つらくなる。本気になれないんだよ」

「……だって、文官になるには……王族の側近になるには……政治や経済に詳くわしいほうがいいって……」

「王族の側近になりたくて勉強しているの？」

　人の気持ちに疎うといように思えたロザリンドは、どうやら学問のことになると、途と端たんに鋭するどくなるらしい。

　彼女に自分の本当にやりたいことを隠すのは無理だと察し、シリウスは涙なみだ目めでロザリンドを睨にらみ付つけた。

「そうだよ！　本当は天文学者になりたいんだ！」

「それなら、知り合いの天文学者を紹しよう介かいしてあげる。彼は老ろう齢れいだけど、とても知識が深い。それに貴族だから、シリウスのこれからの生き方の参考になると思う」

　思いがけない言葉に、シリウスは瞠どう目もくする。

「……どうして、そこまでしてくれるんだよ。僕のこと、憎いだろ」

「憎い？　何故？」

「だって、僕の母にアンタは冷たくされて毒殺されそうになったんだろう！　セルザード伯爵家にだって、僕が生まれてから一度も帰っていない！　憎まれていないと思う方が不自然だ！」

　本当はロザリンドにずっと会いたかった。

　息苦しいあの家で、自分を理解してくれる人が欲ほしかった。

　ただシリウスは……ロザリンドと家族になりたかったのだ。

　でも、ロザリンドは戦争が激化して混乱していたときも、家へ帰ってくることはなかった。

　彼女にとってセルザード伯爵家は──シリウスは家族ではないという事実を、行動で見せつけられた気分だった。

（……僕ばかりが心配して……求めて……馬鹿みたいじゃないか）

　挙げ句、知らないうちに狼おおかみ侯爵なんて恐おそれられている男との結婚を強要されて侯爵夫人となり、薬やく師しとしての腕うでを認められて女王陛へい下か直じき々じきに『黄金の聖女』の称号を賜たまわった。

　漸ようやく近づいたかと思えば、ロザリンドはどんどんシリウスの手の届かないところへと行ってしまう。

　それが悔くやしく、腹立たしく、何より寂しかった。

「憎むとか、憎まれるとか、わたしは興味ないよ。それにセルザード伯爵家から出たからこそ、わたしはファリスの弟子になれた。ウィリアム様の妻になることができた。こうやって、弟に勉強を教えることもできる」

　ロザリンドはまるで幼子にするように、シリウスの頭をポンポンと叩たたいた。

　いつもなら憎まれ口の一つや二つ言ってしまうシリウスだったが、自分のことを弟として認めてくれていると分かって、今は甘あまえたくて仕方なかった。

「うっ……うう、うっ……」

「いいよ。おいで、シリウス」

　涙を目め尻じりいっぱいに浮かべ、恐る恐る差し出した弟の手を、ロザリンドは優しく摑つかむとそのまま強く抱だきしめた。

　柔やわらかな感かん触しよくと、甘い花の香かおりに絆ほだされ、シリウスは堰せきを切ったように泣き出した。

「うぁぁああん、ごめんなさいっ、ごめんなさい、姉上！」

「わたしの方こそごめんなさい。すぐに弟だと気づけなくて。瞳ひとみの色、そっくりなのに」

　潤うるみ歪ゆがんだ視界の先に見える琥こ珀はくの双そう眸ぼうは、確かに姉弟きようだいの血の繫つながりを示すものだ。

　それがどうしようもなく嬉しく感じるのはロザリンドも同じらしく、聖女のように優しい笑みを浮かべる。

「……姉弟って温かいんだね」

　ロザリンドのその言葉に、寂しかったのは自分だけではなかったことにシリウスは漸く気がついた。

　遅おそい始まりかもしれない。

　それでもシリウスは、ロザリンドの家族になりたいと強く思ったのだった。







　散々ロザリンドの胸で泣いた後、我に返ったシリウスは慌あわてて姉を押しのけた。

「……離はなれてよ！」

「もう終わり？　わたしはもっと抱き合っていたいけど」

「ふざけんな、僕はもう十歳だよ！」

「……そっか。残念」

　羞しゆう恥ち心しんで顔を真っ赤にしたシリウスと違い、ロザリンドは眉まゆ尻じりを下げて本当に残念そうな顔をした。

　自分ばかりが意識しているようで、シリウスは面白くなかった。

「もういい！　気分転てん換かんに薔ば薇ら園えんに行こう！」

　そう言ってシリウスは立ち上がり、自習室の扉とびらに手をかける。

　ちらりと振り向けば、ロザリンドはのんびりと椅い子すに座ったままで、一ミリも動いていなかった。

「アンタも一緒に行くんだよ！」

「いくらわたしのことが気に入らないからって、そんなに怒おこらなくてもいいのに」

「うっせー！　馬鹿姉！」

「はいはい」

　見当違いをしているロザリンドに苛立ちながらも、シリウスは繫いだ手を離さなかった。




　薔薇園に到とう着ちやくすると、そこには先客がいた。

「げぇっ、アルド子爵」

　橙だいだいの髪かみを靡なびかせ、薔薇を観賞する彼は少しだけ憂うれいを帯びた顔をしている。

　しかしそれもふたりを視界におさめると、すぐさま笑え顔がおへと変わった。

「やあ、シリウス！　ロザリンド！　系統は違うが、美しいふたりが並んでいるととても絵になるね。さすがは姉弟だよ」

「……相変わらず、頭が沸わいていやがる」

　シリウスがアルド子爵と出会ったのは数週間ほど前だ。

　父の客だという彼は、セルザード伯爵家に滞在していたため、当然、嫡ちやく男なんであるシリウスも挨あい拶さつをしたのだ。

　無難に挨拶をしたシリウスとは打って変わって、アルド子爵はシリウスを上から下まで舐なめ回すように見た後、「おお、神よ！　刹せつ那なの時を生きる美少年に祝福を！」と訳の分からないことをまくし立てて、涎よだれを垂らしたのだ。

（……思い出したら、鳥とり肌はだがたってきた……）

　シリウスが震ふるえていると、ロザリンドが彼を背に庇かばうように一歩前へ出た。

　その表情は警戒心が見て取れて、シリウスは少し驚いてしまう。

「どうして、アルド子爵がここにいるんです？」

「美しい花を愛めでることが、そんなに悪いことなのかい？」

　そう言って、アルド子爵はロザリンドへ一本の薔薇を差し出した。

　芝しば居いがかったその仕草は女性ならば誰でも喜びそうなものだ。

　だが、アルド子爵は微び笑しようを浮かべるばかりで、本心は見通せない。そんなところも、シリウスがアルド子爵を苦手とする要因だった。




「ロザリンド！」




　アルド子爵とロザリンドが無言の攻こう防ぼうを続けていると、突とつ如じよ、低く険を帯びた男の声が響ひびく。

　ロザリンドはすぐさま声のした方へ振り向くと、琥珀色の瞳を溢あふれんばかりに大きく見開いた。

「ウ、ウィリアム様!?」

　ウィリアム・ヴァレンタイン侯爵。酷ひどい噂うわさばかりが纏わり付く、極ごく悪あく非ひ道どうと噂の『狼侯爵』であり、ロザリンドの夫で、つまりシリウスの義理の兄だ。

（……コイツが、狼侯爵か……）

　彼の右目は眼帯で覆おおわれていて、歴戦の軍人だということは一目で分かる。狼侯爵と言われるだけあり、左目は鋭く光り、獲え物ものに食らいつきそうなほどに怒りを湛たたえていた。さらに上うわ背ぜいがあって、必然的にシリウスたちを見下ろす形になる。

　シリウスは膝ひざが笑いそうになるのを堪こらえるため、必死に両足へ力を入れた。

「……ロザリンド、そいつはいったい誰だ……？」

「…………このひとが誰かなんて、ウィリアム様には関係ないでしょう」

　ロザリンドはウィリアムの形ぎよう相そうや物言いに動じることもなく、不ふ機き嫌げんそうにそっぽを向いた。

　その姿を見て、アルド子爵は堪えきれず噴ふき出だした。

「おやおや、私にとっては願ってもない展開だねぇ」

「……どこがだよ。ただの修しゆ羅ら場ばだろ……」

　そう言えば、ロザリンドは新婚だったはずだ。それなのにエレアノーラ学院で、住み込み講師をしている。

　いったいどういう経いき緯さつでそうなったのか、聞いていなかった。

（……もしかして、夫婦仲が上う手まくいっていないとか……？）

　夫婦と言って真っ先に浮かぶのは自分の両親だった。

　政略結婚の彼らに愛はなく、ある意味、貴族的な婚こん姻いん関係だと言える。それは子どもにとっては寂しいものであり、また未来の自分を想像させるものだった。

　だから、シリウスは心配してしまう。実家だけではなく、婚こん家かでも姉が辛い思いをしているのではないかと。なんといっても、相手はあの狼侯爵なのだから。

「関係ある！　私は君のお──」

「わたしが家を出てどれだけの時間が経たっていると思っているの！　もう、一ヶ月だよ！」

　ロザリンドが今までに聞いたことのないほどに大きな声を上げた。

　そっと彼女の顔を見れば、瞳は潤み、顔が興奮で上気している。

　そして、シリウスと繫いだ手は、僅わずかに震えていた。

「それは──」

「どうせ、シャーリー様とよろしくやっていたんでしょう？　わたしのことなんて、忘れていたくせに！」

　いつも余よ裕ゆう綽しやく々しやくのロザリンドがこんなに感情を表すところを、シリウスは初めて見た。

（……というか、コイツ……新婚なのにもう浮うわ気きしたのかよ。確かに変人だけど、姉上は優しいし、天才だし、何よりとびっきりの美人だぞ）

　以前、ロザリンドのことをブスと罵ののしってしまったシリウスだったが、彼女を初めて見たとき、こんなに綺き麗れいな人がいるのかと驚き、そして嬉しく思ったのだ。……まあ、幻想は彼女の奇き行こうですぐ醒さめたのだが。

「違う、ロザリンド。話を──」

「隠し子がいたくせに！」

「隠し子!?」

「おやおや、どんな子なんだろうね？」

　ポカンと口を開けたシリウスに、アルド子爵が面白そうな視線を向ける。

（……最低最悪の男だ）

　いくら格上の侯爵家に嫁とつげたとしても、浮気性で隠し子のいる強こわ面もての男の妻になるなんて、不幸以外の何物でもない。

　シリウスはウィリアムを睨み付けると、ロザリンドの白衣の裾すそを引っ張った。

「……もう、そんな男なんて放っておきなよ」

「君は……？」

　初めて気づいたとばかりに、ウィリアムは訝いぶかしげな目でシリウスを見た。

　その恐ろしい顔に少しだけシリウスは怯ひるんだが、姉を助けるために勇気を振ふり絞しぼる。

「これからはずっと学院にいればいいじゃないか。寂しくなんてさせないよ。だって、弟の僕がいるんだから。ねえ、ロザリー姉上？」

　挑ちよう発はつ的てきな顔でウィリアムを見ながら、シリウスはロザリンドに抱きついた。

　十歳にもなって、人前で姉に抱きつくのは恥はずかしい。だけど、今は優ゆう越えつ感に浸ひたっていた。

「……シリウス、ありがとう」

「ロ、ロザリーだと!?　私ですら愛あい称しようで呼んだことがないのに……！」

　ウィリアムは唸うなるような声でそう言うと、奥おく歯ばをギリギリと嚙かみしめる。

　その姿は飢うえた狼が威い嚇かくしているようにしか見えなくて、シリウスは咄とつ嗟さにロザリンドの腰こしに顔を押しつけて見ないようにした。
















「……ロザリンド、ヴァレンタイン侯爵家へ帰ろう」

「嫌いやだよ。だって、どうせまだシャーリー様の問題は解決していないんでしょう？　……帰って、ウィリアム様。今は……顔を見たくない」

「……確かに、解決はしていない。私の口から君に真相を話すことはできない」

「浮気って特効薬のない病やまいなんだって、貴族令嬢の好む本に書いてあった。……最初に許すとつけ上がる。躾しつけが大事」

　ロザリンドは小さな声で呟つぶやくと、酷く冷たい目でウィリアムを見上げた。

　それに恐れおののいたのか、ウィリアムは膝をつき妻に懇こん願がんする。

「ずっと会いにこられず申し訳なかった！　気が済むまで私を殴なぐって構わない。なんなら、君の足を舐めたっていい！　だからどうか……私を捨てないでくれ……！」

　どう見ても大人がすることではない。

　初う心ぶでまともな良識を持ったシリウスは、ついに耐たえきれなくなり叫さけびを上げる。

「本物の変態だ────!!」

「違う！　誤解だ！」

「何が誤解だ！　ロザリー姉上に近づくな！」

「おやおや、シリウスはまだ子どもだね。ロザリンドのように美しい人の御お御み足あしを舐めて味わうことができるなんて、光栄の極きわみじゃないか。考えただけでゾクゾクするよ」

　ほのかに顔を赤らめ、恍こう惚こつとした表情でアルド子爵はのたまった。

「……大人って奴やつはどうしてこうも不潔なんだ！」

「よく分からないけれど……わたしのために怒ってくれてありがとう」

「は、はぁ!?　べ、別に姉上のために怒ったわけじゃねーし。一いつ般ぱん論ろんだしっ」

　シリウスは焦あせり、ロザリンドから飛とび退のいた。

　ロザリンドは僅かに眉を下げ、やがて諦めたように小さく息を吐く。

「そうだね。……シリウスがわたしのことを嫌いなのはよく分かっている」

「なっ、違う……僕は……」

「ぶぅふぅっ、それを身から出た錆さびっていうんだよ」

「うるせー、アルド！」

　素す直なおになれないシリウスをアルド子爵がからかった。

　彼は不思議な人で、得体の知れないベルニーニの人間なのに、いつの間にかシリウスの懐ふところに入り込んでいた。だから、大人のアルドに対して、シリウスはまるで気の置けない友人のように接してしまう。

「……アルド？」

　訝しげにウィリアムは呟いた。

　すると、アルド子爵は不敵な笑みを浮かべ、ウィリアムを見み据すえる。

「そう、私はアルド子爵。ベルニーニから来た」

「……ヴァレンタイン侯爵だ。役職は軍務大臣」

　バチバチと火花が散りそうな視線を交かわすふたりを見て、シリウスは恐きよう怖ふに震える。

（……姉上、なんとかしてよ！　夫婦だろ、空気読んで！）

　期待を込めて祈いのるが、ロザリンドはウィリアムをじっと見つめるだけで動こうとしない。

「ロザリンド、やはりヴァレンタイン侯爵家へ帰ろう」

「嫌。旦那様が反省するまで帰らない。……わたしは女王陛下の命でここにいる。それが撤てつ回かいされるまで帰れない」

「……わ、分かった」

　結局、シリウスの祈りは届かなかった。

　無残にも、一気に場の空気が凍こおり付ついたのである。

「アルド子爵。私の妻に指一本でも触ふれてみろ、貴君を八やつ裂ざきにする……いや、それ以上の地じ獄ごくを見せてやろう」

「随ずい分ぶんと信用のない！　この私が、美しい人が悲しむようなことを強要するわけがないじゃないか。狼侯爵と違ってね？」

「……その言葉、貫つらぬき通とおしてもらおう。卑ひ怯きようで悪あく辣らつなベルニーニの男には難しいかもしれないが」

「ふっ、これだから成人した男は嫌なんだ。内実は欲よく塗まみれで狭きよう量りようで……醜みにくく美しくない」

「美しさなど、男には必要ないものだ。邪なことしか考えられないその頭をどうにかしたらどうだ」

「その思想こそが、君が美しくない証明だ。……妻に逃げられているヘタレのくせに」

「……何か言ったか？」

「ああ、言ったよ。美しくない狼は丸焼きにしてしまった方がいいとね」

「輪切りにして、絵皿の上に美しく飾ってやろうか？」

　汚きたない大人たちの罵り合戦に、シリウスは堪たまらず話題を変えることにした。

「あ、姉上！　今度、僕の誕生日パーティーがあるんだ。来てくれる？」

「いいよ」

　即そく座ざに了承してくれた姉に喜んだ途端、シリウスはハッとした表情で固まった。

「あ、でも……セルザード伯爵家でやるんだけど……」

　誕生日パーティーと言っても、シリウスにとっては楽しいものではなかった。

　シリウスのためではなく、セルザード伯爵嫡男のための儀ぎ式しきのようなもの。自分が家の繁はん栄えいのための道具だと再認にん識しきする日だ。

　でも、ロザリンドがいれば変わるかもしれない。そんな思いから誘さそったが、シリウスは猛もう烈れつに後こう悔かいした。

（……姉上が、母上に会いたいはずがないのに……）

　なんて自分は無神経なんだろう。

　嫌われたかもしれない。

　そう思い、俯うつむいているとロザリンドは優しい手つきでシリウスの頭を撫なでた。

「大だい丈じよう夫ぶ。わたしはもう……心を殺して殻からに閉じこもっていた子どもとは違うから」

　その言葉にどれほどの重みがあるのか分からない。

　ロザリンドは今のシリウスより小さい八歳でエレアノーラ学院へと押し込められた。

　幼い頃から、辛いことばかりだったはずだ。それなのにこんなに優しい人になれるなんて、シリウスには理解できない。

　シリウスの知らない人たちと出会い、経験を重ねて、今のロザリンドができた。その事実に、どうしようもない嫉しつ妬と心に包まれる。

「あ、ちなみに私も参加するよ」

　軽い口調でアルド子爵が言った。

　彼はセルザード伯爵家の賓ひん客きやくだ。嫡男の誕生パーティーに出席するのは当然の流れと言える。

（……別に今言わなくてもいいだろう。絶対にわざとだ！）

　案の定、ウィリアムは怒気を滲にじませ、狼が威嚇するかのようにアルド子爵を睨み付けている。

「駄だ目めだ、ロザリンド。危険すぎ──」

「旦那様には関係ない」

「……はい」

　一いつ瞬しゆんにして狼が尻尾しつぽを丸めた。

　もしかすると、ロザリンドは最強なのかもしれない。

「まあ、安心しなよ。ロザリー姉上のことは、弟の僕が守るから。狼侯爵の出番はないから」

「か、可か愛わいくない……！」

　ちょっとした出来心でウィリアムをからかえば、彼は歯をギリギリと嚙みしめながらシリウスを睨んだ。

　しかしそこにアルド子爵に向けるような敵意は感じられない。

　ロザリンドの弟として自分も受け入れられているのだろうか……？

「……いつの間にか、旦那様とシリウスが仲良くなっている……」

「「それはない！　永久に！」」

　シリウスとウィリアムは声を揃そろえて叫んだ。

「ふふっ、ほら狼侯爵。嫉妬している暇ひまなんてないだろう？　ご主人様のところへ帰りなよ」

「……貴君は何者だ？」

「男に答える義理はないよ。ただ、言えることは」

　アルド伯爵は思いをはせるように空を見上げる。

「ロザリンドは私にとっても特別な人だということだ。君がいくら引き離そうとも、血の繫がりまでは消せないだろう？　じゃ、僕はこれで」

　最後にアルド子爵は爆ばく弾だんを放り投げたのだった。
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「……それで、おめおめと尻尾を巻いて逃げてきたのですわね。このグズ狼」

　オーレリアはとんとんと机を指で叩きながら、エレアノーラ学院での顚てん末まつを語ったウィリアムに微笑ほほえんだ。

　ぶるりと恐怖で身体が震えたが、ウィリアムは腰の辺りで手を組みながら背筋をシャンと伸ばす。

「違う！　元々、仕事の合間に無理矢理時間を作ってロザリンドに会いに行ったんだ。会えただけでも奇き跡せきと言える。……だが、帰れと言われた……」

「被ひ害がい者しや顔がおしたヘタレ、女心の分からないグズ、ダメ夫、元女好きの甲か斐い性しようなし、それから────」

「もうやめてくれ！　お願いだから！」

　ウィリアムは涙目でオーレリアに訴うつたえかけた。

　ジェイラスはそれを見てクスクスと笑った後、顎あごに手を当てて思考に耽ふける。

「うーん、それにしてもおかしいね。確かに会いに行くのが遅おくれたけれど、毎日毎日、浮気の謝罪を綴つづった手紙を送っていたよね？」

「浮気じゃない！」

「シャーリーを屋や敷しきで世話している時点で浮気ではなくって？」

　オーレリアはちくりと嫌みを言った。

「仕方ないだろう！　シャーリーを女王のいる王宮に置くわけにはいかないし、警備の緩ゆるい他家へ預けることもできない」

　そう、シャーリーとルカはヴァレンタイン侯爵家にまだ滞在していた。

　もちろん、理由があってのことだが、その事実が周囲にどう映るのかは分かっている。そして、それによって傷つけられるのがロザリンドだということも。

「そうだねぇ。母上とベルニーニの動向が不明の今、シャーリーを預けてよいものか分からない。体ていよく利用されるのはなんだか悔しいしねぇ」

　女王とジェイラスの親子仲は悪くない。しかしそれと、政治の部分は別の話だ。

　ジェイラスは皆みなの意見を取り入れて力を借り、国を盛り立てていく性質で、悪く言えば保守的な面がある。対する女王は、優秀な個の力で従来の考えを打ち破り、国を発展させていく革新的な性質を持つ。悪く言えば独裁的だ。

　だからこそ、女王とジェイラスのベルニーニ政策は対立している。

　継けい承しよう争い真まっ只ただ中なかのベルニーニ前王弟貴族の息子とその母など、女王にとって面白い手て駒ごまにしかならないだろう。

　そしてジェイラスもまた、そんな貴重な手駒を譲ゆずり渡わたす気は毛頭なかった。

「まあ、でも目下の問題はシャーリーたちよりも、ヴァレンタイン侯爵夫妻だよ」

「ジェイラス殿でん下か。ロザリンド様は愚おろかではありません。あのウィリアムの手紙を毎日のように受け取れば、愛されていることを疑う訳がないですわ。ああ、寒気が止まりませんわ」

　ジェイラスとオーレリアは揃って両腕をさすり始めた。

「同感だね。よくもまあ、恥ずかしげもなくあんな甘い台詞せりふを書きまくれるよ。手紙の保管なんて相手の扱あつかい次し第だいで決まるのに、怖こわくないのかな」

「あ、愛の言葉は相手を想おもえば尽きることがないんだ！」

　ロザリンドは美しく可か憐れんで、優しく、笑顔なんてまさに聖女だ。

　研究狂ぐるいのところだって、結婚当初はウィリアムも引いていたが、今ではユーモアも持ち合わせている魅み力りよく的てきな部分だと思って受け入れている。

　だから、ロザリンドへ愛の手紙を書くことが恥ずかしいことだなんてウィリアムは少しも思わない。

　幼おさな馴な染じみたちに、気持ち悪いと目で訴えられようとも止めることはできない。この信念は揺ゆらがないといったら揺らがないのだ。

「本当に思い出しただけでおぞましいですわ。これだから、遊び慣れた男は嫌ですの。羞恥心の欠片かけらもない」

「不特定多の人間に求婚芸を見せるお前たちに言われたくないわ！」

「わたくしだって、好きで見せている訳じゃありませんの！　文句は諦めようとしないジェイラス殿下に言って欲しいですわ！」

　オーレリアがキッとジェイラスを睨み付けたことで不利を悟さとったのか、ジェイラスはこほんと咳せき払ばらいをして、話を戻すことにした。

「ロザリンドは手紙を読んでいないのかもしれないね。この王宮で軍務大臣の出した手紙を止められるとすれば、限られた人間しかいないけど」

「ふたりの仲を引き裂こうとしているということでしょうか？　……いえ、狼侯爵の噂から考えれば、離り婚こんは時間の問題だと思っている貴族がほとんどでしょうから、わざわざそんなことをする人間がいるかしら」

　既すでにウィリアムが女性を囲い、新妻がヴァレンタイン侯爵家を出たという情報は社交界に流れている。

　その女性がシャーリーだと特定されていないことが、せめてもの救いだろうか。

「……そうなると……ウィリアムを王宮に縛しばり付つけたいか、ロザリンド嬢をエレアノーラ学院に縛り付けたいか、ということになるかな。あるいはどちらもだね」

「……軍務大臣の私はまだいい、だが、ロザリンドが利用されるのは気にくわないな」

「踊おどらされているのはこちらということですか。……まったく、さすがは女王陛下ですわ」

「ふふっ、今からでも母上の臣下になるかい、オーレリア」

「嫌な冗じよう談だんはやめていただきたいですわ。約束をお忘れですの？」

「愚ぐ問もんだったね」

　ジェイラスはそう言うと過去を思い出し、眩まぶしそうに目を細めた。

　ウィリアムはふたりの様子を見て、深く溜息を吐いた。

「……オーレリア、諦めてジェイラスに嫁とつぐつもりはないのか？」

「天地がひっくり返っても嫌ですわ！」

「あうっ……プロポーズしていないのに振ふられた……」

　ジェイラスは机に突つっ伏ぷして呻うめき声ごえを上げる。

（……まったく、いつまで幼い頃の約束を引ひき摺ずっているんだか）

　ジェイラスとオーレリアは王太子と公こう爵しやく令嬢という立場から、元々婚姻を想定して引き合わされた。

　しかし、その頃のジェイラスは母親ほどの才を持たないことを重圧に感じ、オーレリアも政略結婚の駒こまになるだけの人生に疑問を感じていた。

　そしてふたりは、ある一つの約束を取り交わす。

　約束は幼いふたりの心を救い、生きる目的となり、やがて崇すう高こうな……汚けがしてはいけない輝かがやかしい思い出となった。

（……このふたりも、まだまだ大人になりきれていないということか）

　約束は良い意味でも、悪い意味でも忘れられないものだ。

　ウィリアムからすれば、約束を破ることが必ずしも悪であるとは思わない。

　時の経過による良い変化には適応していくべきだと思うし、新たな約束を取り交わす選せん択たく肢しだってある。潔けつ癖ぺき故ゆえに柔じゆう軟なんさにかけるのは若い証しよう拠こだ。

「問題はアルド子爵ですわ」

　オーレリアは膨ふくれっ面つらでそう言うと、引き出しから分厚い資料を取り出し、机に広げた。

「調べたところ、アルド子爵家という存在は見つけられませんでしたわ。新興貴族ということで、フランレシアに情報がないことも考えられますが」

「……そんな奴がどうしてロザリンドの実家に……？」

「ウィリアム、アルド子爵は女王陛下に招かれた賓客として、セルザード伯爵家に滞在しているのでしょう？　そして、ロザリンド様とは血けつ縁えん関係にあると言っていたと」

「そうだ。だが、ベルニーニとフランレシアは長く一いつ触しよく即そく発はつの状態だった。貴族の婚姻関係はないはずだ」

　二国が戦争をしたのはつい最近ではあるが、その前には長い緊きん張ちよう状態が続いていた。

　ベルニーニはすぐにでもフランレシアの資源を貪むさぼりたかったが、フランレシア周辺国と友好を結ぶなど対応策を講じて、旨うま味みのない戦争を避さけていたのだ。

「そうなると、ロザリンドの母君の方かな」

「……そう言えば、ロザリンドの実の母はどういう人なんだろう？　フランレシア貴族ではないのだろうが……」

　ロザリンドの口から家族の話は言葉の端はしにも上ったことがない。

　だからこそ、ウィリアムはエレアノーラ学院で異母弟だというシリウスと仲良くしていたことに、驚きよう愕がくしたのだ。

「ウィリアム、ロザリンド様の夫なのに、そんなことも知らないのですか？」

「ぐっ……セルザード伯爵もロザリンドも何も言わなかったからな……」

　不思議と、ロザリンドの母の噂は社交界でも聞かれない。

　今はもう亡なくなってしまっていることと、フランレシアの出ではないことは知っていたが、ロザリンドも母親の話をしたくないのだろうと思って詮せん索さくしなかったのだ。

「言い訳はよろしい。ロザリンド様の母君は特とく殊しゆな出自の方です。なんといっても、貴族階級ではありませんから」

「まあ、ウィリアムが知らなくても当然だよ。僕らが幼い頃のことだったし、彼女のことはあまり騒さわがれないように、意図的に情報統制されたからね。根気よく調べないと分からないようになっている」

「……ロザリンドの母は、いったい誰なんだ？」

　ウィリアムはごくりと喉のどを鳴らし、問いかける。

　ジェイラスは群ぐん青じよう色いろの双眸を悲しげに伏ふせた。

「今は亡き、サラ・セルザード伯爵夫人。彼女は隣国、ガルティエ王国の巫み女こ姫ひめ。フランレシアとの友好条約締てい結けつの際に奪うばってきた人ひと質じちだよ」

「……人質、か」

　ガルティエ王国はフランレシアの東方に位置し、国力・資源・思想、すべてにおいて安定した国である。

　ベルニーニとの戦火を警戒するフランレシアは、ガルティエ王国と険悪な関係になることは何よりも避けたかった。……そしてあわよくば、心強い隣りん人じんとなれればと思っていたのだ。

「ガルティエ王国とフランレシア王国が友好を結んだのは、二十年以上前の話だったな」

「そうそう、ロザリンドはまさに両国の友好の結けつ晶しよう……ということだね」

「どう考えても皮肉だろう。……貴族ではないと言ったが、巫女姫は平民ということか？」

「巫女姫とはガルティエ王国の神しん殿でんの頂点に立つ存在で、貴族よりも高い位とされていますわ。その実体は、公おおやけにできない王族の庶しよ子しを政略結婚のために神殿に押し込めて、有効活用するための制度。まったく、女性をなんだと思っているのかしら」

「でも、サラ姫の存在は大きかったよ。だって、彼女のガルティエ王国内の人気はすごかったらしいからね。だから、彼女を連れて帰ってきたセルザード伯爵の外交官としての手しゆ腕わんは恐ろしいよ」

　ウィリアムの頭に浮かんだのは、ロザリンドとの結婚話を持ってきたときのセルザード伯爵の姿だ。

　彼はただ淡たん々たんと婚姻の話を進めていた。娘むすめを嫁がせて、ウィリアムの権力を利用する気だろうと思っていたが、あれ以来、彼が接せつ触しよくしてきたことはない。

　今思えば、セルザード伯爵の怜れい悧りな瞳は、権力が大好きな欲深い貴族たちのものとは違っていたと思う。

「……それだけの成果を残して、何故セルザード伯爵は女王陛下の傍そばにいない？」

「さあ？　それは母上とセルザード伯爵にしか分からないことだろうね」

「もしもセルザード伯爵があのまま王宮に仕官していれば、宰さい相しようの地位を戴いただいていたでしょう。……悔しいですが、有能な方なのは確かです」

　ますますウィリアムはセルザード伯爵という男が分からなくなった。

　女王の側に侍はべることを許されるのは、信しん奉ぽう者しやたちから見れば光栄の極みだ。

　外交で成果を残したのならば、尚なおのこと女王は彼を手放さないはずである。

　それなのにセルザード伯爵は外交官を辞やめ、伯爵としての仕事のみに従事していた。かと思えば、ベルニーニからの賓客を受け入れるという大たい役やくを任されている。

　見えてこない。セルザード伯爵が欲ほつしているのは、いったいなんなのだ。

「今回のことは、もしかすると婿むこ殿どのへの挑ちよう戦せん状じようなのかもしれないね？」

「冗談にしては壮そう大だいだ。まあ、たとえ父親だろうと、ロザリンドを渡しはしない。彼女は私の運命だ」

　あの日、今にも壊こわれそうな彼女に命を救われた時から、ウィリアムは彼女だけを求めてきた。

　やっと手に入れた唯ゆい一いつを他人に譲り渡すなんて、死んでも許さない。

　狼は執しゆう念ねん深ぶかく、狙った獲物は逃さないのだ。

「よく言ったね、ウィリアム！　そんなにやる気に満ちているのなら、ちょっとセルザード伯爵と母上の思おも惑わくを調べてきてよ」

「それにアルド子爵の狙いもお願いしますわ」

「……は？」

　幼馴染ふたりが揃ってニヤリと口角を上げた。

　それは悪いた戯ずらを仕掛けるときに見せる表情だと、長年彼らのお守りをしていたウィリアムは瞬しゆん時じに察する。

「でも、ウィリアムにできるかな？」

「仕方ないですわ。使える駒が、脳筋のウィリアムしかいないんですもの」

「ちょっと待て！」

　ウィリアムの制止は虚むなしく、オーレリアの目は『従わないと酷い目に遭あわせますわよ？』と語っていた。

　過去に男色家の噂を故意に流されたり、軍の食料予算を大きく削けずられたりしたウィリアムは、もう諦めて遠くを見つめた。

「腐くさってもセルザード伯爵の義理の息子ですわ。潜せん入にゆうするのは難しくないでしょう？」

「まあ、夫婦存続の危機の真っ最中だけどねー」

「セルザード伯爵家といえば、ちょうど令息の誕生パーティーがあるではありませんか」

「だが……しかし……」

　最後の抵てい抗こうに駄だ々だをこねてみるが、オーレリアの眉尻が吊つり上がったのを見て、ウィリアムは口を閉じた。

「いいから行ってきなさいな！　早く問題を解決してロザリンド様と仲直りしたいのでしょう！」

「……はい」

　ウィリアムは尻尾を巻いて執しつ務む室から出て行った。
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　ヴァレンタイン侯こう爵しやく家けに比べれば規模は劣おとるが、それなりに歴史を感じさせる石造りの屋や敷しき。

　それがセルザード伯はく爵しやく家けだった。

「……久しぶりに来たけど、案外変わっていないね」

　屋敷だけではない、門や庭園にいたるまで、ロザリンドが住んでいた頃と同じなのだ。

「姉上……本当に大丈夫？　学院に戻っても、僕は気にしないから……」

「女に二言はない」

「お、男らしいな」

　シリウスは引きつった笑えみを浮かべると、使用人たちに荷物を預ける。

　使用人たちは人形のように無表情で、淡たん々たんと職務をこなしていく。彼らの瞳ひとみにはロザリンドはおろか、嫡ちやく男なんであるシリウスも映っているようには見えない。

「……継けい母ぼ様と父様は？」

「……ふたりとも本ほん邸ていにはいないよ。父上は仕事で領地と王都を飛び回っているし、母上は堅かた苦くるしい本邸を嫌きらって離はなれで遊び暮らしている」

「父様はともかく、継母様は変わったんだね」

　ロザリンドが幼い頃、不在が多い父親に代わって、継母は本邸で女王のように君臨していた。

　しかしそれも時と共に飽あきたということだろうか。

　今の継母の関心は別の所にあるらしい。

「とりあえず姉上の部屋に行こう！」

　シリウスはロザリンドの腕うでを摑つかむと、強ごう引いんに屋敷の中へと引っ張っていく。

　エントランスの階段を上り、通路の奥おくへと進んでいく。

　そして、懐なつかしい扉とびらをシリウスが開け放った。

「……驚おどろいた。まだ、わたしの部屋が残されていたんだね」

　ロザリンドはぐるりと部屋を眺ながめると、本ほん棚だなへと歩ほを進める。

　本棚にはたくさんの本が並べてあり、どれもロザリンドが幼い頃に心の拠より所どころとしていたものだ。

「小さい頃、よくこの部屋に来ていたんだ。姉上がどんな人か知りたくて、本棚を勝手に漁あさってた。学術書ばかりでつまらなかったけど、こんな難しい本を好んでいた姉上に負けたくなくて全部読んだ」

「学術書を読んでいたのは、それしかこの家の図書室になかったから。今では、恋愛小説を読むこともある」

「ええ、姉上がそんな低てい俗ぞくなものを!?」

　シリウスは驚きで目を見開いた。

　ロザリンドは人生の先せん輩ぱいとして、大おお仰ぎように頷うなずいてみせる。

「シリウス、恋愛小説を笑う者は恋愛小説に泣く。教訓や人生における対処法を知ることができる、とても有用な書物だよ」

「……そんなこと考えて読んでるのは、姉上だけだよ……」

　シリウスは深く溜ため息いきを吐つくと、豪ごう奢しやなベッドを指差した。

「まあ、今日のところは疲つかれているだろうし、ゆっくり休んでよ。明日からは準備で忙いそがしいから……」

「気を遣つかわないでよ、家族なんだから」

　そう言いながら、自分の口から家族という単語が当たり前に出ることに、ロザリンドはふわふわと夢ゆめ見み心地ごこちになりながらも驚いた。

「家族……そっか、家族だもんな！」

　シリウスも心底嬉うれしそうに顔を綻ほころばせたが、それを見られたことを恥はずかしく思ったのか、すぐさま部屋から出て行ってしまう。

「弟って、こんなに可か愛わいい存在なんだね」

　ロザリンドは疲れた身体を休めようと、ベッドに横たわった。

　スプリングが軋きしみ、容易たやすく衝しよう撃げきを受け止める。サラサラとした手て触ざわりのシーツからはお日様の香かおりがした。

「……温かい部屋」

　この部屋に入ったときから、ロザリンドは違い和わ感かんを覚えていた。

　内装は以前の子どもらしいものから、令れい嬢じようらしい気品と美しさを重視したものに変わっていた。

　それなのに家具や数少ない雑貨の位置は変わらず、清せい掃そうが行き届き、いつでも部屋を使える状態にしてあった。

「……勘かん違ちがいしたくなる」

　これではまるで、ロザリンドがいつ帰ってきてもいいようにしてくれているようではないか。

　自分は継母と父親に疎うとまれ、セルザード伯爵家を出た存在だ。それなのに……。

「疲れた。もう、何も考えたくない」

　ロザリンドは疑問に思ったことは気が済むまで調べ尽つくし、結論を導き出したい性格だ。

　しかし、今だけは疲ひ労ろうを言い訳にして、考えることを放ほう棄きする。

　そんなロザリンドの心と同調するかのように、身体は休息を求め、従順に夢の世界へと旅立っていった。
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　翌日。ロザリンドは早さつ速そく、パーティーの準備に明け暮れていた。

「テーブルの搬はん入にゆうは午前中までに終わらせて。予定している飾かざり付つけも却きやつ下か。華か美びなのはいけないけれど、地味すぎるのもダメ。セルザード領は薔ば薇らの産地だから、それを活いかしたものにする。いくつか薔薇を持ってきて。品種ごとに検分する。あと、招待客一覧を持ってきて」

　本来ならば、女主人である継母の役目。

　だが、聞けばセルザード伯爵家で行われる催もよおしを仕切る者はおらず、これまで使用人たちが準備していたという。

　それでは形式を整えただけで、真に心のこもった招待にはならない。

（せめて、わたしができることをしないと）

　ロザリンドは研究にばかりのめり込み、セルザード伯爵家と向き合うことをしてこなかった。

　それは自分の心を守ることと同時に、弟を傷つける行こう為いだったのだ。

　ロザリンドは既すでにヴァレンタイン侯爵家へ嫁とついでいる。だが、せめて今回のパーティーだけは、心からシリウスを祝いたかった。

「姉さん、パーティーの運営とか慣れているの？」

　シリウスは意外だとばかりに目をぱちくりとさせた。

「いや、初めてだけど？　ヴァレンタイン侯爵家に嫁いでから、貴族夫人の知識も学んでいる。今はそれを活かしているだけ。わたしなんて、まだまだ」

　執しつ事じ長ちようオルトンの地じ獄ごくの侯爵夫人教育でロザリンドはまだ満点をもらったことはない。

　世の貴族夫人に比べれば、ロザリンドのやっていることは当たり前の段階から脱だつ却きやくしていないと思うのだ。

（……何か、変わった趣しゆ向こうを凝こらさないと）

　必死に思考を巡めぐらせていると、シリウスがロザリンドのドレスの端はしを摘つまんだ。

「そんなことない。いつもの形式的なものとは全然違ちがうって分かるよ」

「絶対、いいものにしてみせる。わたしは天才だから」

　ロザリンドは彼の寂さびしさと昔の自分を重ね合わせ、気がつくとシリウスを抱だきしめていた。

「……お嬢じよう様さま」

　遠えん慮りよがちに使用人から声をかけられ、ロザリンドは振ふり向むいた。

「資料を持ってきたの？」

　しかし、そこにいたのは使用人だけではなかった。




「久しいな、ロザリンド」




　聞き覚えのある、低く硬こう質しつな声こわ音ねがロザリンドの身体の動きを縛しばった。

　ロザリンドを見下ろす男の瞳は琥こ珀はく色いろに輝かがやいているが、氷のように冷たく怜れい悧りな印象を受ける。

　ギクラス・セルザード伯爵。ロザリンドとシリウスの父だ。

（……纏まとう雰ふん囲い気きは変わらないね）

　記き憶おくよりも幾いく分ぶんか老ふけたが、弱々しさは一いつ切さい感じない。

　幼い頃から変わらない覇は気きを纏い、彼はロザリンドを威い圧あつする。

「……父様、お久しぶりです。デビュタントのとき以来でしょうか？」

「ああ、四年ぶりだ」

　何年も会っていなかった親子なのに、なんて他た人にん行ぎよう儀ぎな会話だろうか。

　しかし、ロザリンドにとってはこれが当たり前で、一番しっくりくるものだった。

「やあ！　私もいるのを忘れては困るよ」

「……アルド子し爵しやく」

　ギクラスの背から、ひょっこりと姿を見せた。その顔は微び笑しようを浮かべていたが、目はいやらしく三日月を描えがいていて、ロザリンドは薄うす気き味み悪わるいものを感じた。

「まさか、お前とシリウスが並んでいるところを見る日が来るとはな。それにこの屋敷で女主人の代わりに采さい配はいを振るうとは」

「ご迷めい惑わくでしたか？」

　ギクラスは眉み間けんに皺しわを寄せると、アルド子爵を後ろに下がらせた。

「いいや。アレは使い物にならんし、私の仕事が減るのならば有益なことだ」

　アレとは、おそらく継母のことだろうとロザリンドは解かい釈しやくする。

　ギクラスは妻もセルザード伯爵家のための道具だと思っているに違いない。

「伝統あるセルザード伯爵家らしく華はなやかに、そして伯爵家の身分を弁わきまえたパーティーにするように」

「ふふっ、ギクラス殿どのが嬉しそうだ」

　見当違いのからかいをするアルド子爵を置いて、ギクラスは早々に自室へと向かってしまう。

　ロザリンドの後ろに隠かくれていたシリウスは、ホッと小さく息を吐いて緊きん張ちようを解くと、アルド子爵を睨にらみ付つける。

「……お前の目は節穴か……？」

「私は野生動物並みの勘かんを有していると思うけど？」

「絶対に噓うそだ！」

「そんなことはないさ。そうでなければ、とっくに私はこの世界から消されているからねぇ」

　そう言うと、アルド子爵はぐしゃぐしゃとシリウスの頭をかき回した。

「おい、やめろ……！」

「シリウスは小さいよね。本当に明日、十一歳さいになるのかい？」

「余計なお世話だ！」

　確かに、シリウスの身長は同年代に比べると低い方だ。

「まあ、いざとなればロザリンドが背を伸ばす薬を開発してくれるよ」

　シリウスは期待の眼まな差ざしでロザリンドを見上げる。

　どうやら、内心身長のことを気にしていたようだ。

「世の中には、できることとできないことがある」

「少しは夢を見させろよ！」

　シリウスは叫さけぶと、怒おこったままどこかへ行ってしまう。

「ふふっ、男の子だね」

　ロザリンドは嫌われていようとも、シリウスが可愛くてしかたない。

　ウィリアムとの間にできた亀き裂れつを埋うめることはできないが、そんななかでシリウスとの交流は確かにロザリンドの心にむず痒がゆい温ぬくもりを与あたえた。

　欠けたピースを嵌はめ込むように……憧あこがれや後こう悔かいに渦うず巻まいた過去をやり直している気さえしてくる。

「もう少し、頑がん張ばろう。研究は我が慢まん、我慢」

　今だけは、自分もセルザード伯爵家の一員なのだと胸を張れる気がする。

　ロザリンドは決意を新たに、パーティーの準備を進めるのであった。
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　パーティーの準備も大おお詰づめになった頃、ロザリンドはギクラスに呼び止められた。

「ロザリンド、話がある。書しよ斎さいに来なさい」

「はい」

　この家で、ギクラスの言うことは絶対だ。

　それを知っているロザリンドはすぐに仕事の手を止めて、彼の後ろをしずしずとついて行く。

「……話、とは？」

　書斎に入り、ふたりきりになるとロザリンドはすぐさま核かく心しんを突つく。

「お前の夫である・ウィリアム・ヴァレンタイン侯爵が、明後日あさつてのパーティーに出席することが急きゆう遽きよ決まった」

　ロザリンドは目を瞬まばたかせた後、すぐにギクラスに詰つめ寄よった。

「わたし、聞いていない……！」

「急遽と言っただろう。相手は誉ほまれ高い狼おおかみ侯爵だ。出席したいと言われれば断れない。それにヴァレンタイン侯爵はお前の夫で、私の義理の息子むすこだ」

「……そういうことは気にしないのかと思っていました」

「体てい裁さいというものは、意外と馬ば鹿かにできないものだ。覚えておくといい」

「はい」

　娘むすめの婚こん姻いんを勝手に決め、結婚式を開かずとも何も言わなかったギクラスが、ウィリアムを尊重することにロザリンドは驚いた。

　それに昔とは違い、ロザリンドの目を見て話してくれている。

　もしかすると、彼なりに娘と向き合おうとしているのかもしれない。

「……一つ、聞いてもいいでしょうか？」

「なんだ」

　今なら、アルド子爵が言った血の繫つながりの話を聞ける。

　ロザリンドはぐっと拳こぶしを握にぎり、小さく息を吸う。

「その…………いいえ、なんでもありません」

　言えなかった。怖こわかったのだ。

　自分とアルド子爵に血の繫がりがあるとするならば、セルザード伯爵家ではなく、母親の方の血だろう。

　それをロザリンドは口にすることができなかった。

（……やっぱり、今も昔も母様のことは鬼き門もんだよね）

　幼い頃、ロザリンドが母のことを聞こうとすると、ギクラスは物もの凄すごく不ふ機き嫌げんになった。

　今だって、ウィリアム並みに眉間の皺を深くして、威い嚇かくするように娘を見み据すえている。こんな雰囲気で真っ正面から聞くほど、ロザリンドは馬鹿ではない。

「……そうか。では私から一つ、お前に報告することがある」

「なんでしょう？」

「シリウスの誕生パーティーで着るお前のドレスのことだ」

　予想外のことにロザリンドの心臓は跳はね上あがる。

「ド、ドレスなら、部屋のクローゼットにたくさん……」

　自室の衣い装しようクローゼットを開けたとき、ロザリンドは驚いた。

　何な故ぜなら、何十着もの多種多様のドレスが仕し舞まわれていたのだから。どんな令嬢でも、あれだけあれば、お気に入りの一着が見つかるに違いない。

（もっと別なところにお金をかければいいのにね。貴族の価値観は無む駄だが多すぎる）

　ロザリンドは自分も侯爵夫人という立場なのを棚たなに上げてぼやいた。

「あれは既き製せい品ひんで普ふ段だん使づかいのものだろう。セルザード伯爵家嫡男の誕生パーティーに泥どろを塗ぬる気か？」

「申し訳ありません」

　頭を下げながらも、ロザリンドは焦あせっていた。

（既製品、大いに結構！　ドレスなんて、凝ったところで他人には分からないんだから！）

　思い起こされるのは、お針子たちによる採寸や仮かり縫ぬい、衣装合わせだ。それらに丸一日以上かかることを、ロザリンドはヴァレンタイン侯爵家に嫁よめ入いりしてから初めて知った。

　あれこそが時間の浪ろう費ひ、人生の損失だ。

　そんな時間があるならば、研究していた方が数万倍も有意義である。

「ヴァレンタイン侯爵家に仕立て途と中ちゆうのドレスがあると聞いた。それを本日中に仕上げてもらうことになった。無論、セルザード伯爵家から金は出す」

「それなら、わたしが払はらいます……！」

　学生時代も貴族に薬を売って自活していた。その頃からの貯金もある。

　しかし、ギクラスが眉まゆを吊つり上あげたことで失言だったことに気づく。

「私の顔に泥を塗るつもりか？　娘のドレスの一つや二つ買うぐらい造作もない」

「はい」

　有う無むを言わせぬ言葉に、ロザリンドは早々に折れた。

「不満か？」

「不満というよりも疑問です。エレアノーラ学院に在学していたときは、一切援えん助じよなどなかったではありませんか」

「学費を払って欲しければ、私に言えばよかっただろう。何故、助けを求めない」

　助けを求めろって、ギクラスはロザリンドの元へ一度も手紙を寄越さなかった。

　戦争が始まった時でさえ、娘を案じて連絡してくることはなかったのだ。

　求められなかったから助けなかった。親とはそういうものなのだろうか。それなのに、今いま更さら助けを求めなかったと言われても困る。

　ロザリンドは少しだけ反はん抗こう心しんを込めてギクラスを見た。

「そもそもお金に困っていなかったので。最初の頃はファリスが面めん倒どうを見てくれたし、薬を作り始めてからは、たくさんお金がもらえるようになったし……」

「……ファリス、か」

　ギクラスは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をしたが、すぐに取とり繕つくろったように無表情になる。

（父様はファリスのことを知っているの……？）

　ロザリンドは違和感を持ったが、追及する前にギクラスが話を戻した。

「何にせよ、お前に送るはずだった金は残してある。自由に使いなさい」

「……はい」

「……研究が好きなのだろう？　金はあっても困らないはずだ」

　渋しぶ々しぶ納なつ得とくしたロザリンドだが、研究という単語が出た瞬しゆん間かん、ぱぁーっと花開くような笑みを浮かべる。

「ありがとうございます！」

「礼はいらない。これは義務だ」

「はい！」

「……血は争えないということか」

　ギクラスは眼めをぱちくりさせると、ロザリンドに聞こえない声で呟つぶやいた。

「今、なんと言ったのですか？」

「お前が気にすることではない。それと、ヴァレンタイン侯爵家から一人、侍じ女じよが来ることになった。昼前には着くだろう」

「……侍女」

　エレアノーラ学院に迎えに来たときあれだけ暴言を吐いたのに、ウィリアムはロザリンドのことを気遣ってくれているらしい。

（……本当に、憎にくらしいほどウィリアム様は優しい）

　彼の優しさは底なしだ。黄金の聖女なんて称号を戴いただいたロザリンドよりも慈じ悲ひ深ぶかい。

　だが、優しさは時に罪となる。

　ウィリアムはロザリンドだけに優しいのではない。彼には大切なものがたくさんあって、優しいからこそシャーリーとルカを切り捨てられないのだ。

　客観的に見て、ロザリンドがウィリアムから離れるのが最善だ。

（……物理的な距きよ離りが開けば、落ち着いてものが見られると言われたけれど、それも一長一短だね）

　ロザリンドは優しいウィリアムが好きだ。

　みっともないほど縋すがり付ついて甘あまえたくなるほどに、心底彼に惚ほれていた。

「浮かない顔だな。ヴァレンタイン侯爵からの厚こう意いだというのに」

「……今は喧けん嘩か中ちゆうなので」

「喧嘩するほど仲がいいというではないか。……私には縁えんのなかった話だが」

　ギクラスは淡々とそう言うと、窓まど越ごしに空を見上げた。
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　ヴァレンタイン侯爵家の侍女は予定よりも数刻早く到とう着ちやくした。

　見慣れた紺こん色いろの侍女服を着た彼女は、ロザリンドが一番信しん頼らいする侍女、シンシアだ。

　彼女はロザリンドを見た瞬間、青くなって詰め寄る。

「奥おく様さま！　体調は大だい丈じよう夫ぶですか？　研究に明け暮れて栄養が不足していませんか？　睡すい眠みんは？　きちんとお肌はだのお手入れをしていましたか!?」

「……シンシア、落ち着いて……」

「はっ、申し訳ありません。ですが、とても心配していたのです」

　シンシアは安あん堵どの息を吐くと、朗ほがらかな笑みを見せる。

　よく見れば、彼女の目の下には薄うつすらと隈くまが見える。それを見れば、彼女が本気で心配していたことが分かった。

「ごめんなさい」

「次に別居するときは、私も連れていってくださいね？」

「うん、分かった」

「姉上？　ああ、ヴァレンタイン侯爵家の侍女か」

　シリウスはロザリンドに用があったようだが、シンシアを見て一いつ瞬しゆん目を見張った。

「シンシアと申します。坊ぼつちゃん」

　スカートの裾すそを持ち上げ、可愛らしくシンシアはお辞じ儀ぎをする。

「ぼ、僕ぼくは坊ちゃんじゃない……！」

　シリウスがそう叫ぶと、シンシアはスッと目を細くさせた。

「……な、なんだよ……」

　彼女のその眼力はまさに狩人かりゆうど。

　シリウスは本能的な怯おびえからたじろいだ。

　シンシアはそんな彼を見て、じゅるりと涎よだれを垂らす。

「むふっ……うふふっ！　侍女になって苦節六年と三ヶ月と十七日。やっと生きのいい……じゃなくて、料理しがいのある……でもなくて……そう、生まれたての子羊のように瑞みず々みずしい少年を着き飾かざることができる……！」

「生きのいい子羊を料理するってことじゃねーか！」

「ちょっと待って。シリウスにはセルザード伯爵家の使用人たちがいるから……着せ替え人形にするのは……」

「ならば懐かい柔じゆうするまでです！　私の神の手が織りなす侍女技術を対価に出せば、交こう渉しようなど容易いことですわ。むふ、ふふふっ」

「うん、清すが々すがしいほどわたしの話を聞いていないね」

　シンシアはだらしなく鼻の下を伸ばしながら両手をワキワキと蠢うごめかせ、興奮で鼻息を荒あらくしている。

　ロザリンドからすれば、シンシアの手は神ではなく悪あく魔まのそれだった。

　美容のためにと怪あやしげなオイルを塗りたくられ、雑ぞう巾きんを絞しぼるようにありとあらゆる身体の部位を捻ひねり揉もみ込こまれ、何度あの手で捕ほ獲かくされて着せ替え人形にされたことか。

　暴走した侍女の前では、貴族夫人など形無しなのだ。

「……シリウス、諦あきらめて」

「助けろよっ！　姉上の侍女だろう!?」

「ふっ、女は一度火がついたら燃え尽きるまで止まらないものなんだよ。そして侍女は三度のご飯よりも人形遊びが好きなの」

　ロザリンドは達観した目で、そっとシリウスの肩かたを叩たたいた。

「……研究に狂くるっているときの姉上と同じ状態ってことか!?」

「むう……なんか失礼。わたしは我を忘れたりしない」

「さあさあ！　時間は有限です。おふたりとも、私が綺き麗れいに可愛くしてあげますからねー」

　シンシアは無自覚に、死んだ魚のような眼をするロザリンドとシリウスを引ひき摺ずっていくのだった。











[image: ]






　ついにシリウスの誕生パーティーの日がやってきた。

　セルザード伯はく爵しやく家けは朝から忙いそがしく、屋や敷しきの中は活気ある声で溢あふれていた。

「ロザリンド様、生花が届きました」

「数と色合いを確かく認にん後、特に問題がなければ予定通りに飾かざり付つけて」

「シリウス様、つまみ食いはやめてくださいませ」

「な、なんで見破られた!?」

「口元にクリームがついております」

　驚おどろいたことに、能面のように表情の固まっていた使用人たちが、ロザリンドとシリウスに笑えみを見せるのだ。

　確実に、セルザード伯爵家は変わっていた。

　ロザリンドは嬉うれしい変化に笑みを深める。

「さて、あとは飾り付けだけみたいですし、シリウス坊ぼつちゃんと奥おく様さまはお召めし替かえですね」

「「ええ、私たちがおふたりをフレッシュなご姉弟きようだいに変えてみせますわ！」」

　シンシアはいつの間にかセルザード伯爵家の侍じ女じよを懐かい柔じゆうし、取り巻きのように侍はべらせている。

（……シンシア……恐おそろしい子っ……！）

　ロザリンドは彼女に敵かなう気がしない。

　涙なみだ目めでシンシアを見るが、「程ほどよく潤うるんだ瞳ひとみは淑しゆく女じよ的てきにアリですわ！」と逆にやる気を与えてしまった。

「……姉上……怖こわいよ……」

「……不出来な姉でごめんね。せめて、死ぬときは一いつ緒しよだよ」

　ロザリンドとシリウスはギュッと震ふるえる手を握にぎり合うと、生いけ贄にえの子羊のように衣い装しよう部べ屋やへと連行されていく。
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　数時間の苦行を経て、ロザリンドの衣装替えは終わった。

「会心の出来です！」

「「素晴らしいですわ！」」

「……はぁ」

　手放しに褒ほめてくれるシンシアたちには悪いが、自分にはどれほどの出で来き映ばえなのか分からない。

　確かに、青いドレスの繊せん細さいなレースやドレープ、そして女性らしさを引き立たせるふんわりとしたシルエットは素晴らしい。

　しかし、それをロザリンドが着こなせているかと問われれば、思わず首を傾かしげてしまう。

「今日も美しいです、奥様！　これならば、旦だん那な様もますますメロメロになってしまいますわ！」

「……そんな訳、ない」

　その証しよう拠こに、ウィリアムはエレアノーラ学院で会ってからも手紙一つ寄よ越こさないのだから。

　今日だって、本当にパーティーへ来るのかも怪あやしい。

　彼は多た忙ぼうだ。他に優先するべき用ができて、急に出席が取り消されることだって大いにあり得るだろう。

「……奥様……その、実は──」

　シンシアは何か言いかけるが、突とつ然ぜん入室してきたギクラスを見て、さっと壁かべ際ぎわに引いた。

「失礼する」

「……父様？」

　ロザリンドは驚きのあまり、素すっ頓とん狂きような顔をしてしまう。

「私が娘むすめのドレス姿を見に来るのがおかしいのか？」

「父親であっても、女性の衣装部屋に男性が入ることはよくない……です」

　そう言うと、ギクラスは不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らした。

「ここは私の屋敷だ。私がいかように振ふる舞まおうとも法で裁くことはできぬ」

　苛いら立だち交じりにギクラスが睨にらむと、シンシアたちはそそくさと部屋から退室していく。

「……わざわざ人ひと払ばらいをして、なんの用？」

　今のロザリンドに他人を気き遣づかう余よ裕ゆうはない。

　普ふ段だん通りの口調で接してしまうが、そのことが彼の怒いかりに触ふれることはなかった。

「これを渡わたしに来た」

「……これ、手紙……？　ウィリアム様から……？」

　渡されたのは、ずっしりと重い百通以上の手紙だった。

　白い上質な封ふう筒とうには、ウィリアムの名前がある。しかし、宛あて名なは黒いインクの筆で塗ぬりつぶすように上書きされていて、誰だれに宛てたのものなのかが分からなくなっている。

「中を読みなさい」

　疑問に思いつつも、ロザリンドはギクラスの言う通り、既すでに封ふうの開いた手紙を広げ、一枚一枚読んでいく。

　幸いなことに、文章の中に塗りつぶされたところは見受けられない。




　一通目は、美しく貴族らしい硬こう質しつな筆ひつ跡せきで綴つづられている。








　親愛なる妻　ロザリンド・ヴァレンタインへ




　君がヴァレンタイン侯こう爵しやく家けを出て行ってから、一週間が経たつ。

　先日、やっとロザリンドがエレアノーラ学院で講師をしていることを知った。

　私に怒おこっているのだろう？

　この手紙ですべてを書き記せないことを歯がゆく思っている。

　しかし、私は君を愛している。それだけは一生覆くつがえることのない事実だとここに明言する。

　だからどうか、私を信じて待っていてくれないだろうか。




　すべてを終わらせて早く君を迎むかえに行きたい、ウィリアム・ヴァレンタインより









　二通目は花の香かおりがする、可か愛わいい便せんだった。文字はそれに似合わず、相変わらず硬質なものだ。








　私の唯ゆい一いつ　ロザリンド・ヴァレンタインへ




　君がヴァレンタイン侯爵家を出てから一ヶ月が経つ。

　……やはり、怒っているのか……？

　ロザリンドからの返事が一向にこないことに、困こん惑わくしている。

　私はもう二十三通送っているというのに……。

　まだまだ足りないということか。次からは二倍手紙を送ろうと思う。

　早く君に会いたい。面めん倒どうな守秘義務も仕事も放り投げて、君を抱だきしめたい。

　ただ、悲しいことにもう少しかかりそうだ。

　ヴァレンタイン侯爵家は君がいなくなって、とても静かになった。

　早く君の笑う声が絶えない、明るい屋敷へと帰りたいものだ。




　君だけのウィリアムより









　三通目は強い筆圧で書かれ、文字は乱れている。

　あちらこちらにインクの染しみが見受けられ、とても読みにくい代しろ物ものになっていた。








　愛いとしの聖女　ロザリンド・ヴァレンタインへ




　……どうして返事をくれないんだ……？

　ロザリンドの柔やわらかな温ぬくもりも、薔ば薇らの香りのする黄金の髪かみも、蜂はち蜜みつのように甘あまい口づけも、すべてが遠い日の思い出になりかけている。

　最近は禁きん断だん症しよう状じようが出て、気がついたら君の枕まくらを抱きしめて熱ねつ烈れつな口づけをしていた。

　……それをオルトンに見られ、『お労いたわしや、旦那様』と言われたのは記き憶おくに新しい。

　そして私自身、次は無意識に何をやらかすのか分からない自分が怖い。

　……もういい！　我が慢まんの限界だ！

　女王の反感を買おうともかまわない。

　明日、君を迎えにエレアノーラ学院に行くからな！

　お願いだから、帰ってきてください。君に逆らうことは一生ないと誓ちかおう。

　なんなら、研究時間を増やしてもいいし、貴重な材料も贈おくろう。

　だから……どうか私を見捨てないでくれ！　なんでもするから！




　愛の僕しもべ　ウィリアム・ヴァレンタインより









　数通を読み終えたところで、ロザリンドの目め頭がしらは熱くなり、涙なみだがこぼれそうになった。

　しかし、すんでのところでロザリンドは耐たえる。

　化け粧しようは淑女の武装。泣いて剝はがして、自ら汚きたならしい顔にするなんて、愚ぐの骨頂だとオルトンの淑女教育で学んでいたのだ。

（……こんなに心のこもった手紙をくれるなんて、わたしは……ウィリアム様の特別のままなんだね）

　ロザリンドはぎゅっと百通以上の手紙を抱きしめた。

　未いまだかつて、創作の世界ですら、こんなに愛のこもった手紙をこれだけもらえた女性はいないだろう。

　愛はふたりの心のありようが大切だが、物量もまた愛を量る指標となる。

　愛されるということは、何な故ぜ、これほどまでに人の心を満たすものなのだろうか。

「……まったく、女王陛下の悪いた戯ずらには困ったものだ。王都の別べつ邸ていに宛名が塗り潰された怪しげな手紙を送られたら、確認しない訳にはいかない。……どこに好き好んで、娘むすめ婿むこの恋こい文ぶみなど読みたがる父親がいるか……しかもこの吐はきそうな内容……」

「そんなに恥はずかしいこと？」

　ロザリンドがこてんと首を傾げると、ギクラスは不快そうに顔を顰しかめた。

「……お前はもう少し一般的な感覚と羞しゆう恥ち心しんを持ちなさい」

「これでも淑女教育で一通り知識は頭に詰つめ込こんだのだけど？」

「……実地が伴ともなわなければ意味がないということだ」

「ねえ、父様」

「なんだ」

「ありがとう」

　ギクラスは気の抜ぬけたように深い溜ため息いきを吐つくと、頭痛でもするのか、こめかみをトントンと指で叩たたく。
















　ロザリンドと同じ琥こ珀はく色いろの双そう眸ぼうに、戸と惑まどいが感じられる。

「……幼い頃のお前は……表情がなく、淡たん々たんと動く人形のようだった。私に似過ぎていて、距きよ離りの取り方が分からなかった」

「……わたし、父様には似ていないと思う」

　ギクラスはセルザード伯爵家のためならば、迷いなく非情な決断を下せる人間だ。

　ロザリンドにはそんなことはできない。

　一度愛してしまえば、それを手放してしまうことを選せん択たくできない。理論で考えるくせに、行動や心は感情に寄ってしまうのだ。

「そうだな。私も見誤っていた。お前は母親に……サラに似ていたんだな」

「母様に？」

　今まで一いつ切さい、母のことを話題にしなかったギクラスがぎこちなくだが話し始めた。

　その事実に、ロザリンドは瞠どう目もくする。

「面倒くさがりなくせに、自分の好きなことには努力を惜おしまない、研究狂ぐるい。そして周りを巻き込む破は天てん荒こうな性格」

「むう……わたしとは違ちがう」

「無自覚なところもそっくりだな」

「失礼だと思う」

　ぶうっとリスのように膨ふくれ面つらになると、ギクラスは眉まゆ尻じりを下げた。

「サラと私は契けい約やく結婚だった」

　突然の言葉に、ロザリンドの心臓はドキンと脈打つ。

　何を隠かくそう、自分とウィリアムもまた、最初は契約結婚だったのだから。

「私は昔、女王陛下に仕える外交官だった。お前の母と出会ったのは、外交官として友好条約を締てい結けつするため、ガルティエ王国に滞たい在ざいしていた時だった」

「……そこで父様が母様を見み初そめたとか……？」

　ありふれた物語の展開を口に出せば、ギクラスは眉み間けんの皺しわを深くした。

「契約結婚だと言っただろう。サラは私が滞在していた離り宮きゆうに夜よ這ばいを仕掛けてきたんだ」

「母様が!?」

「ああ、今でも鮮せん明めいに覚えている。ナイフを首に突つきつけ、『愛していないけれど、つべこべ言わずにわたくしと結婚しなさい！』と脅おどされた」

「……お、お転てん婆ばな逆求婚？　先進的な求婚芸？」

　オーレリアとジェイラスを身近で見ているロザリンドは、頓とん珍ちん漢かんな感想しか抱いだけなかった。

「……この国の行く末が、些いささか心配になった……」

　ギクラスは何か思い当たることがあるのか、額ひたいに手を当てて呟つぶやく。

「サラはガルティエ王国の巫み女こ姫ひめだった。それを同盟協議中にかっ攫さらうなど、彼女のことを人ひと質じちだと公言するようなものだ。しかし、私はサラの話にのった。今となっては何故だか分からないが……」

「ふーん。父様でも分からないことがあるんだ」

「……なんだか含ふくみのある物言いだな」

「別に？」

　ギクラスがどんな感情を母に抱いていたのか、ロザリンドには思い当たることがあった。

　合理主義のはずなのに、思考とは異なる行動をとってしまう。

　時に人を狂わせ迷わせ弱みとなり、しかし大きな力の源となる感情。

　──そう、人はその感情を『恋』と呼ぶ。

　ウィリアムと出会い、その感情がなんなのか恋愛指南書を読み込んで突き止めた研究者気質のロザリンドとは違い、ギクラスは思考を放ほう棄きしたらしい。

　にやにやとだらしない笑みを浮かべるロザリンドにギクラスは険けわしい視線を向けたが、やがて諦あきらめたのか話の続きをポツポツと語り出す。

「彼女は料理研究を至上の喜びとしていた。半分だけ王族の血筋だと分かった途と端たん、庶しよ民みん食堂の看かん板ばん娘むすめだったサラは無理矢理神しん殿でんへと押し込められ、人に傅かしずかれる生活となった。そしてそれに耐えきれず、私へ契約結婚を申し出た」

「……母様の気持ち、わたしも分かる」

　もしも薬学研究ができない環かん境きようへ突然放り込まれたらと考えるだけで、ロザリンドは鳥とり肌はだが立ってしまう。

（……そんなの、人形になったのと同じ）

　生きがいとは、ロザリンドにとって人生を懸かけるものである。自分という人間を構成する重要なピースをなくしてしまうことは、世界に絶望するのと同義だ。

「そして私はサラを妻とし、ロザリンドが生まれた。しかし、お前が物心つく前にサラは流行はやり病やまいで死んだ。彼女の強気な性格から忘れていたが、人は脆もろい生き物だ」

「……失ってから気づく。死は恐ろしいもの。残るのは、身を焦こがす後こう悔かいと綺き麗れいすぎる思い出だけ」

「……そうだな」

　ロザリンドが思い出すのは、師し匠しようのファリスのことだった。

　自分を命がけで守り、愛してくれた、かつての最愛の人。生きていた頃はどうしようもない人間だと思っていたファリスは、いつの間にか『偉い大だいな師匠』という思い出になり、心の中で決して汚けがせないものとなった。

　不変であるということを、ロザリンドはとても悲しく感じた。

「後こう継けい者しやのいないままでいることは、セルザード伯爵家を継ついだ者として許されなかった。サラが死んだ後、私を愛しているという女と結婚した」

「それが……継けい母ぼ様」

　思い起こせば、継母は出会った当初からロザリンドに辛つらく当たっていた。

　爵しやく位いを継ぐことのない女児ならば、上う手まく利用する手だってあったはずだ。

　しかし、それを行う選せん択たく肢しは彼女には最初からなかった。

（……もしかして、継母様は……母様とわたしに嫉しつ妬としていた？）

　あり得る。

　実際にロザリンドだって、いけないと分かっていながらシャーリーとルカに嫉妬したのだから。

「だが、それは数年ともたなかった。人を愛せない私を愛することは、苦痛が伴うらしい。今では憎にくまれているのだろう」

「……父様はずっと悲しかった。そして、継母様も辛かった」

　幼い頃、何故自分だけがこんなに辛い思いをするのだろうと思った。

　辛くて、泣きたくて、だけど誰も心の叫さけびに気づいてくれなくて、やがて自分の殻からに閉じこもり、他人を拒きよ絶ぜつした。

　でも、周りを見れば皆みな、傷ついていたのではないか。

　もっと早く気づけたのではないかと、小さな後悔が生まれるが、あの頃の自分にそれができたとは思えない。

　だから、今を大切にしよう。

　ファリスが守り育ててくれたからロザリンドの視野は広がり、ウィリアムが愛してくれたからロザリンドは他人を理解することができるようになった。

（今度はわたしの番。与あたえられてばかりじゃなくて、わたしは……人に愛を与える人間になりたい）

　気がつけば、ロザリンドは父を抱きしめていた。

　ギクラスの身体は拒絶しなかったが、僅わずかに震えている。

「……やめなさい、ロザリンド」

「わたし、今でも父様が怖い。何を考えているのか分からない、家のためなら子どもも利用する冷れい徹てつな貴族。だけど悲しい人。それを知ったらもう……わたしの心に父様はいる。愛はきっと、許すってことなんだと思う」

「私のような父親に、何を馬ば鹿かなことを」

「母様だってそうだよ。だって、わたしと母様は似ているんでしょう……？」

　そう言うと、ギクラスは深く溜息を吐く。震えはもう収まっていた。

「……もうすぐ賓ひん客きやくを迎え入れなければならない。お前はホールへ戻もどりなさい」

「父様、今日はシリウスの頭を撫なでてあげて。絶対に最高のプレゼントになるから！」

　ロザリンドはギクラスから離はなれてそう言うと、くるりとターンをして扉とびらへと駆かけだしていく。

「……まったく……なんだ、それは……」

　困り果てたギクラスの声に聞こえていないふりをして、ロザリンドは準備の整ったホールへと向かう。




　ホール内は騒さわがしく、それは豪ごう奢しやなドレスを身に纏まとった女性を中心としていた。

　彼女は上品に扇おうぎで口元を隠し振ふり向むくと、ロザリンドに剣けん吞のんな視線を寄越す。

「まあまあ！　今いま更さら、生家に出で戻もどり？　狼おおかみ侯爵に手て酷ひどく扱あつかわれたのかしら」

「……継母様……？」

　目の前にいる女性からは継母の声がする。

　しかし、ロザリンドの記憶の中にある姿とは似ても似つかなかった。

「貴女あなたなんかの帰る場所はないわ。さっさと婚こん家かに帰りなさい。それが嫌いやなら、修道院にでも入るのね」

　懐なつかしいとも思える罵ば倒とうを聞きながら、ロザリンドは淡々と事実を言い返す。

「心配しなくても、わたしの帰る場所はウィリアム様のところだけ」

「誰が心配など……！」

「…………継母様、顔が変わった……？」

　思わず、ロザリンドは疑問を口に出してしまった。

　でもそれは仕方ないだろう。

　いつも冷たく見下ろされていた目線は、今ではロザリンドの方が高い。華きや奢しやだった肢し体たいは記憶よりも少しふっくらとしていて、髪の艶つやもなくなっていた。

　白おし粉ろいやら紅やらが塗りたくられていて、元の顔立ちも分からなくなっている。

（……本当に継母様？　なんだか人工的だね。普通の夫人の方が輝いているかも？）

　好こう奇き心しんと探究心のかたまりであるロザリンドは、彼女を頭のてっぺんから足の先まで観察していく。

「じ、じろじろ見ないでくださる？」

「……ふむ。骨格は記憶のままだし、別人ってことはないか。加か齢れいによる新しん陳ちん代たい謝しや低下と肌はだの衰おとろえかな。髪に艶がないのもそれが原因と」

　ロザリンドは淡々と考察を述べる。

　すると継母は顔を歪ゆがませ、その拍子にポロポロと乾かん燥そうした白粉が剝がれていく。

「なっ、な、なっ、なっ、なぁぁぁあああああ！」

「久しぶりですね、継母様」

　ぺこりと頭を下げて挨あい拶さつをすると、氷ひよう塊かいが崩くずれるように継母の白粉が剝はがれ落おちた。

「なぁぁあああんですってぇっ!?」

「久しぶりですね、継母様……？」

　ちゃんと伝わっていなかったのかと、ロザリンドはもう一度挨拶をした。

「そうじゃないわよ！」

「興奮すると白粉がひび割れますよ。そもそも健康にも良くない。白粉には鉛なまりが含まれているものが多く、それは中毒症状を引き起こすため、人体に有害です。長い目で見れば肌の寿じゆ命みようを縮めています」

「あ、あんただって……あんたなんか……」

　継母はロザリンドの頭のてっぺんから足の先まで視線を這はわせた。

　そして、わなわなと口を動かすが、それが言葉になることはない。

「……どうかしましたか？」

「もう知らないわよ！　別邸に戻るわ！」

　継母は最後にふんっと鼻を鳴らし白粉を飛ばすと、そのまま別邸へと戻っていった。

「姉上、完全勝利だね」

　ふたりの会話を聞いていたのか、物もの陰かげからひょっこりとシリウスが姿を現した。

「いつの間に勝負していたの……？」

「天然って恐ろしい」

　シリウスはじとっとした目でロザリンドを見た。

「よく分からないけれど、継母様に皮ひ脂し欠けつ乏ぼう症しようの薬を贈ってあげなきゃね」

　皮脂欠乏症の薬──ロザリンドの作る保ほ湿しつクリームは、貴族女性に中々好評だ。

　きっと継母も喜んでくれるだろう。

「そうだ、忙しくなる前にシリウスに誕生日プレゼントを渡さなきゃ」

　ロザリンドがそう言うと、シンシアが手て際ぎわよく大きな箱を渡してくれた。

「……僕に……？」

　シリウスは恐る恐る箱を開けた。

　中には細く長い筒つつと脚きや立たつ、そして、分厚いレンズが丁てい寧ねいに梱こん包ぽうされている。

「これ、望遠鏡？　しかも、こんなに高性能なの、エレアノーラ学院にもないよ。……ありがとう、姉上。すごく……すごく嬉しい」

「わたしも嬉しい」

　シリウスの笑え顔がおに釣つられ、ロザリンドもまた笑みを浮かべる。

　ロザリンドとシリウスは姉弟なのだと、今は確かに胸を張って言えるだろう。
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　シリウスの誕生パーティーには、多くの貴族が招かれていた。

　貴族たちはにこやかにシリウスへと祝いの言葉を述べるが、彼らの関心は隣となりにいるロザリンドに向いている。

　ヒソヒソと──しかし、時には聞こえるように『ものぐさ姫がついにウィリアムから捨てられた』だの、『愛人を囲った狼侯爵に耐えられなくなり家を出た』だの、好き勝手に色々なことを言っていた。

（噂うわさなんてつまらないと思うよ。だって真実を探求する方が何倍も面おも白しろいし）

　ロザリンドは元々、自分への関心が薄うすい。

　それ故ゆえ、貴族たちの心ない噂も、このパーティーを盛り上げるスパイス程度にしか思っていなかった。

　だが、シリウスは違うようで、ロザリンドの噂が聞こえるたびに不機嫌な顔をする。

「……酷ひどい。姉上がいるのに……しかも、噓うそばっかり。あの変態侯爵を捨てるのは、姉上のほうだよ……！」

「シリウス、それ違う」

「だいたい、もうパーティーは始まっているのに、まだ来ないなんて……」

「きっと、理由がある。それに、ウィリアム様は来るよ。約束は絶対に守る人だから」

　ウィリアムはいつだってロザリンドを守ってくれる。

　そして優しい彼は、皆を守ろうと頑がん張ばってくれるのだ。

「噂なんて気にしないで、今日はシリウスが主役なんだから。貴方あなたを祝ってくれる人を大切にしなくちゃ」

　ロザリンドはそう言うと、シリウスの学友たちが集まる一角を指差した。

　招待客の挨拶もほとんど終わり、後は歓かん談だんと社交の時間だ。

「……行ってくる」

「うん、行ってらっしゃい」

　ロザリンドは眩まぶしい思いでシリウスの背中を見送る。

　研究ばかりにのめり込み、友人作りの下へ手ただったロザリンドとは違い、シリウスは友人が多かった。

（……セルザード伯爵家は次代も大だい丈じよう夫ぶだね）

　人脈は大きな財産だ。間ま違ちがいなくシリウスは良き当主となる。

　きっともう、ロザリンドの出る幕はなくなるだろう。

「……少し寂さびしい」

　やっとセルザード伯爵家に居場所ができたかと思ったが、やはりロザリンドはもう他家の人間なのだ。

　目を瞑つぶり、思い起こされるのはヴァレンタイン侯爵家での生活だ。

　広大な敷しき地ちにそびえ立つ質実剛ごう健けんな印象を抱かせる白はく亜あの屋敷、可愛らしいレンガ造りの研究所、堅けん実じつな仕事をする明るい使用人たち、そして、いつもロザリンドを優しく抱きしめてくれるウィリアム。

　すべてが愛しく、ロザリンドが心から欲ほつしていた温もりだ。

（……今、無む性しように……貴方に会いたい）

　重い瞼まぶたを再び開けば、そこにはロザリンドが心から望む愛しい人がいた。

「……ウィリアム様」

「遅おそくなってすまない」

　ロザリンドは堪こらえきれなくなり、勢いよく抱きついた。

「ウィリアム様！」

　なんなくロザリンドを受け止めたウィリアムは、そのまま手を取り、口づけを落とす。

「私と一緒に踊おどってくれますか、奥おくさん」

「喜んで、旦那様」

　ワルツの調べに合わせ、ふたりは踊り始める。

「……もう、怒っていないのか……？」

「怒ってないよ。わたしもごめんなさい。ウィリアム様に酷いことを言って……」

「構わない。私にはいつだって、君の本心をぶつけて欲ほしい」

　ロザリンドはぎゅっとウィリアムに密着すると、耳元で囁ささやく。

「ウィリアム様、大好き。誰よりも一番愛してる」

「い、いきなりどうした!?」

「本心をぶつけただけだけど……？」

　焦あせるウィリアムを見て、ロザリンドは不思議そうにこてんと首を傾げた。

「……不意打ちだ……」

「ねえ、ウィリアム様は？」

「好きだ、愛している。私と結婚してくれてありがとう」

「……直球すぎる……」

　ロザリンドは恥ずかしさで顔を紅潮させながら、ウィリアムから目をそらした。

「少しは私の気持ちが分かったか？」

「……うん」

　そしてしばらくダンスを楽しんでいると、今度はウィリアムがロザリンドの耳元で囁く。

「なあ、ロザリンド。ヴァレンタイン侯爵家へ帰ろう。……シャーリーたちのことならば、もうすぐ片がつきそうだ。そうすれば、真実を話すことができる」

「わたしは帰らない」

「ロザリンド！」

　ウィリアムは少し声を荒あららげる。

　その瞳は捨てられそうな子犬のように潤んでいた。だが、ロザリンドの意思は揺ゆらがない。

「ウィリアム様が信じられないからじゃない。……過去の自分と……家族と向き合いたいの。ずっと逃にげていたけれど、わたしはセルザード伯爵家の娘であることを誇ほこりに思いたい。その上で、貴方の妻になりたい」

「……分かった。家族が生きているのならば、いくらでもやり直すことができるだろう」

　ウィリアムはそう言うと、寂しそうに目を細めた。

（……そっか、ウィリアム様の家族はもう……）

　彼の母はウィリアムが幼い時に病で、父と兄は戦争で亡なくなっている。

　孤こ独どくの中で重い責任を背負い、寂しさを押し殺して期待に応えてきた彼を、ロザリンドは堪たまらなく愛しく思った。

「でも、わたしの帰る場所はウィリアム様の傍そばだけ」

「君はとんだ小こ悪あく魔まだな」

　ロザリンドの額に、ウィリアムの優しいキスが落とされる。

「……さて、名残なごり惜おしいが君の体力が心配だし、セルザード伯爵とも話をしなくてはならない。ひとまず、ダンスは終しまいだ」

　ウィリアムの顔はロザリンドを愛おしむものから、冷徹な軍務大臣のものへと変わった。

「うん、行ってらっしゃい。お仕事、頑張って」

　ロザリンドはすっとウィリアムから離れると、小さく手を振った。





[image: ]






「やあ、ロザリンド」

「……アルド子し爵しやく」

　壁際で甘いジュースを飲んでいると、白い正装に身を包んだアルド子爵が話しかけてきた。

　彼はピンと背筋を伸ばし、令れい嬢じようが好みそうな社交用の甘い笑みを張り付かせている。

　その姿は気品があり、子爵ではなくもっと高位の貴族だと言われても納なつ得とくがいく。

「君と内密に話したいことがあるんだ」

　僅かに瞳を鋭するどくし、しかし恋人に囁くようにやわらかな口調でアルド子爵は言った。

　ロザリンドもまた、心を隠し通した、麗うるわしい貴婦人の笑みを浮かべる。

「奇き遇ぐうだね。わたしも」

　そしてロザリンドとアルド子爵は、ひっそりとパーティーの喧けん騒そうから抜け出す。







　話し合いの場所に選んだのは、セルザード伯爵家の庭だ。

　昼間は美しい花々を咲さかせる庭も、夜になれば生いけ垣がきに囲まれたどこか恐ろしげな場所となる。

「狼侯爵はロザリンドにベタ惚ぼれだね」

「違う。わたしがウィリアム様にベタ惚れなの」

　ロザリンドが真顔で返すと、アルド子爵は噴ふき出だした。

「ふふっ、恋する乙女おとめはこの世の何よりも輝かしいね」

「……ねえ、貴方、今まで何をしていたの？」

　アルド子爵はセルザード伯爵家に滞在していたが、時折姿を眩くらましていた。

　それはギクラスと一緒の時もあれば、単独の時もあった。

　この国で彼が何をしているのか、ロザリンドには疑問が尽つきない。

「酷いな、パーティーの準備で忙しくて構ってくれなかったのは君じゃないか」

「噓。屋敷を抜け出していたのは知っている」

「ロザリンドにそんなに気にしてもらえていたなんて、嬉しいよ」

　のらりくらりと軽い調子で躱かわす彼に、苛立ちの感情が湧わいてくる。

　おそらく、アルド子爵の目的はロザリンドとウィリアムも無関係ではない。そうでなければ、ロザリンドを気にかけないだろうし、ウィリアムを嫌うこともないだろう。

「とぼけないで。アルド子爵……貴方は、この国に何をしに来たの……？」

「……君を連れ去りに来たって言ったらどうする？」

「わたしが本物の黄金の錬れん金きん術じゆつ師しだから？」

　腐くされ縁えんのクリスティーナが、ロザリンドをベルニーニ神国へ売ろうとしたことは記憶に新しい。

　ロザリンドは、人を生かす才能も殺す才能も秘めている。平時も戦時も有効活用ができ、国としては喉のどから手が出るほどに欲しい人材のはずだ。

「違う。そうじゃない」

　ロザリンドの予想とは異なり、アルド子爵は露ろ骨こつに嫌な顔をする。

「……血の繫つながりとやらが原因？」

「それは────」

　そのとき、ぐいっとロザリンドの腕うでが引っ張られた。

「ロザリー姉上から離れろ！」

「シリウス！」

「だめじゃないか、こんな暗がりでアルドみたいな変態とふたりっきりになるなんて。襲おそってくださいって言っているようなもんだ！」

　シリウスはロザリンドを目め一いつ杯ぱい抱きしめ、アルド子爵を睨み付ける。

「酷い評価だな。私は美しい花は手た折おらずに、そのまま観賞する方だよ」

「尚なお、気持ち悪いぜ！」

「まったく、私がロザリンドに邪よこしまな思いを抱く訳がないよ。だいたい私には結婚を誓った女性がいるし、ロザリンドは私の────」

　言い切る前に、アルド子爵は前のめりに倒たおれた。

「え、何!?」

　突然のことに驚きよう愕がくしていると、強い力で口元を布で覆おおわれる。

「んぐっ」

　そして、ツンとした薬品の匂においがしたのと同時に、ロザリンドの視界は黒く染まり、闇やみに堕おちた────。
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　フランレシアの王宮は広い。

　政治と軍事の中ちゆう枢すうであり、また王族と王宮で働く者たちの住まいであるからだ。

　長い時の中で権力闘とう争そうをしてきた名残なごりか、王族はそれぞれ離はなれた場所に住み、政治活動を行う。身内の敵に知られないように暗あん躍やくするには、とてもいい環かん境きようであろう。

　故ゆえに、女王と王太子という関係であっても、ジェイラスとエレアノーラは互たがいの執しつ務む室しつに入ったことはなかった。

「本日はお招きありがとう、ジェイラス」

「いいえ、こちらこそ。本当に来てくれるとは思いませんでしたよ」

　女王とジェイラスは、まるで鏡合わせのように微び笑しようを浮かべた。

　ジェイラスの執務室は、ピリピリと緊きん張ちよう感かんのある空気に包まれていて、オーレリアがお茶を準備する小さな音がやけに響ひびく。

　女王は優ゆう雅がな動作で、ソファーの肘ひじ掛かけに身体を預けた。

「そうねぇ、周辺をねちっこく嗅かぎまわられるよりは、直接赴おもむいた方が効果があると思ったのよ」

「最近、母上は若い男と熱心に会っているそうではないですか。息子むすことしては気になって仕方ありません。少しは相談してくれてもいいと思いますよ？」

　アルド子し爵しやくが女王の元へ通っていることは、ウィリアムの部隊を張り込ませたことで調べがついている。

　しかし、女王の方もジェイラスたちの行動はお見通しで、動どう揺ようの色一つ見えない。

「あたくしだって母親の前に女よ。交際相手は好きに選ばせて欲ほしいわ」

「母上の勝手で、その交際相手に振ふり回まわされたくないんですよ」

　ジェイラスが暗にベルニーニ神国との交流を批判すれば、女王は自分が国家元首で決定権があるとばかりに、妖よう艶えんに微笑ほほえむ。

「あら、嫌いやだわ。二十四歳さいにもなって、まだ母親離れしていないの？」

「奔ほん放ぽうすぎるのは良くないと思いますが」

　そう、ベルニーニ神国との戦争からまだ十年と経たっていない。

　あの凄せい惨さんな戦争で、民たみも貴族も多くの物をなくし、かの国を恨うらんでいる。たとえ利点があったとしても、ベルニーニ神国と国交を開くことは、ジェイラスには時期尚しよう早そうに思えた。

「常識に囚とらわれていては、人が進化することはないわ」

「緩ゆるやかな変化こそが安あん寧ねいに繫つながります」

　誰だれもが女王のように強い人間ではない。

　時代に追いつけなくなった者は行き場を失い、きっと元げん凶きようたる王家へと牙きばを剝むく。

　しかしジェイラスの懸け念ねんなど、女王はものともしない。彼女はいつだって自分の敵は容よう赦しやなく排はい除じよしてきた。国のためならば、どんな冷れい徹てつな判断も下せる。

　ベルニーニ神国との交流に反対する動きがあったとしても、それをねじ伏ふせるぐらい簡単だ。

「安寧は堕だ落らくを生み出すわ。危機感を持って、常に一歩前を進んでいなくては」

「ひとりだけ前に進んでいれば、足を引っ張られて転びますよ」

　ジェイラスは自分が凡ぼん才さいだということを知っている。

　そして今の自分に、女王の政策に対たい抗こうできるだけの力がないことも知っていた。

（……オーレリアとウィリアムがいるけれど、まだまだ僕は王宮を掌しよう握あくできていないからね）

　ジェイラスの傍そばについている貴族はまだまだ若い者が多く、優秀な古参貴族たちは根こそぎ女王の忠実な臣下となっていた。

　今からジェイラスが彼らを取り込むのは無理な話だろう。

　複雑な劣れつ等とう感かんを抱いだいたジェイラスの気持ちを知ってか知らずか、女王は情けないとばかりに深い溜ため息いきを吐ついた。

「そんな脆ぜい弱じやくな鍛きたえ方はしていないわ。あたくしに注意する前に、早く一人前になって結婚してちょうだい。まったく、あのお花畑脳だったウィリアムでも結婚できたというのに……」

「よ、余計なお世話です！　僕にはオーレリアという、運命の赤い糸──いいえ、もっと強固な赤い鎖くさりに繫がれた女性がいますから……！」

　ウィリアムにとってロザリンドが聖女ならば、ジェイラスにとってオーレリアは女め神がみだ。

　自分を救い、手を伸ばし、共に歩んでくれる最愛の人。彼女以外にジェイラスの心を射止める女性など、皆かい無むである。

「変態趣しゆ味みはお断りですわ、ジェイラス殿でん下か」

　オーレリアはお茶をテーブルに並べながら、淡たん々たんと言った。

「ぷふっ。我わが息子ながら、なんて無様な」

「心配には及およびません。オーレリアが思わずギャフンと言って承しよう諾だくしてしまうようなプロポーズを計画中ですから」

　千本の薔ば薇らを贈おくって愛を囁ささやいても、時計塔とうの上から命いのち綱づなをつけたまま飛び降り愛を叫さけんでも、オーレリアはなかなか首を縦に振ってくれない。

（そんなつれないところも愛いとしいよ！　だから今度こそ、世界で一番衝しよう撃げき的てきで感動的なプロポーズを成功させてみせる……！）

　メラメラとジェイラスが闘とう志しを燃やしていると、女王は口元をひくつかせ、身を引いた。

「……やめておきなさい、ジェイラス。これは母の心からの助言よ」

「ジェイラス殿下。また無む駄だなことをして国費を圧あつ迫ぱくしたら、つるし上げにしますわよ」

「僕は諦あきらめないからね！　絶対にオーレリアを世界一幸せな女性にしてみせる！」

「あいにく、間に合っていますの。そういうのを無駄な足あ搔がきと言うのですわ」

　オーレリアはきびきびとした動きでジェイラスの後ろに回る。

「さて、ジェイラス殿下。そろそろ本題に入っては。女王陛下に暇ひまなどないのですから」

「そうだね」

　臣下としての礼を崩くずさないオーレリアに苦く笑しようしつつ、ジェイラスは女王へと向き直った。

　女王は扇おうぎで口元を隠かくしながら、楽しそうにジェイラスの言葉を待っている。

「……ねえ、母上。貴女あなたはいったい何を考えているの？」

「何、とは？」

「まず一つ目に、ベルニーニ貴族と密会をしていること。もちろん、彼が母上の恋人だとは思っていないよ？　だって母上は、どれほど再さい婚こんを進められようとも首を縦に振らなかった。亡なき父上に今も惚ほれているのでしょう？」

　ジェイラスがそう言うと、女王は初めて不快感を顔に表す。

「おやおや、息子のくせに生意気ね。お前の父は、あたくしを守ることしか能のない馬ば鹿かだったわ」

「母上に心底惚れていたということでしょう？」

「……それで死んだから、馬鹿だと言っているのよ」

　小さく女王は呟つぶやくと、すぐに元の余よ裕ゆうある微笑を浮かべた。

「ベルニーニ貴族──アルド子爵と会っていたのは、国交を結びたいから。感情だけで国交を遮しや断だんできるほど、隣りん国ごくとの関係は簡単なものじゃないの。上手に付き合っていかないといけない。隣国は貧しすぎても、富みすぎても困るのよ。今は少し支し援えんをしてあげた方が後々都合がよいと判断しただけだわ」

「……つい最近まで戦争をしていた相手でも？」

「だからお前は子どもだというの」

　女王は呆あきれた顔で言った。

　ジェイラスはそれを見て、子どものように拗すねた表情を浮かべる。

「感情を切り捨てられるほど、僕はできた人間ではないので。そして、人間のほとんどがそういう性質だと思っていますよ。……あの戦争は未いまだ根強く心の奥おくに痛みを与あたえています。皆みなが母上のように考えられるほど強くはない」

「この件に関しては平行線になることが目に見えているわ。あたくしとジェイラスの思想は異なるものね」

　革新的な女王と保守的な王太子。対立するのは道理と言える。

　もはや相そう互ご理解を諦めているジェイラスは、話題を変えることにした。

「では次に、ロザリンドをエレアノーラ学院に戻もどしたことです」

「そんなこと？　ただ、あたくしはロザリンドの知識や経験を学生たちに知って欲しかったのよ。後世に継けい承しようさせないのは、実に惜おしいもの」

「それも事実でしょう。ですが、学院にはロザリンドの異い母ぼ弟ていもいると報告を受けています」

「単純に、姉弟きようだい仲なかを取り持ってあげようとしたとは考えないの？」

　女王は扇を閉じると、ぱしんっと自分の手を叩たたいた。

「ロザリンドの父は、母上の元側近のセルザード伯はく爵しやくだ。関係ないとは言わせません」

　ジェイラスがそう言うと、女王はすっと目を細めた。

　威い圧あつするようなその佇たたずまいにジェイラスは内心臆おくしたが、オーレリアが彼を支えるように肩かたに手を置いた。
















　ジェイラスは心強い味方にホッと安あん堵どすると、王族らしい笑えみを浮かべる。

「恐おそれながら女王陛下。アルド子爵はセルザード伯爵家に滞たい在ざいしているのですよね？」

「貴族たちには極ごく秘ひ事項だけどね」

「それほど隠したがるアルド子爵は、本当に子爵なのでしょうか？　とある筋から入手した情報によると、彼の身体的特とく徴ちようは隣国の王弟と同じものだそうですわ」

「それはとっても気になるよね、オーレリア」

　シャーリーとルカの境きよう遇ぐうを知ってから、ジェイラスはウィリアムの部隊に女王とロザリンドの周りの監かん視しを徹てつ底ていさせた。

　そこから得た情報から考えて、アルド子爵がただの貴族ではないのは予想がつく。しかし、彼が王弟だというのはただの憶おく測そくにすぎない。身体的特徴にしたって、ベルニーニではそう珍めずらしくないものだ。

「うふふっ、まるであたくしが売ばい国こく奴どのような言い方ね。今のフランレシアの政治方針に文句があるのなら、この母を玉座から引きずり下ろしてみせなさい。確たる証しよう拠こと力を持ってね」

　ジェイラスとオーレリアのハッタリに気づいているのか、女王は挑ちよう発はつするように鼻で笑う。

　そしてもう興味がないとばかりに、適当な挨あい拶さつをしてそのままジェイラスの執務室を出て行ってしまう。










「……はぁ、緊張した」

　女王がいなくなり、緊張の糸の切れたジェイラスは、ソファーに顔を押しつけるようにぐったりと沈しずみ込こんだ。

　オーレリアはジェイラスにブランケットをかけると、テキパキと茶器を片付ける。

「結局、言げん質ち一つ取れなかったよ。少しぐらい、有益な情報をポロッと言ってくれると思ったんだけど……」

「あの女王陛下が青二才相手に負けるはずないでしょう。相変わらず、強く凜り々りしく素す敵てきなお方」

「オーレリアは僕の味方じゃないのかい？」

「失礼ですわね。味方じゃなければ、王太子補ほ佐さ官かんになどなっておりませんわ」

「そうだけど……」

「まあそこそこ頑がん張ばったと思いますわ」

　オーレリアは茶ちや菓が子しのチョコレートを一粒、ジェイラスの口に放り込んだ。

　甘あまくなめらかな味が、疲つかれきったジェイラスの身体に染しみ渡わたる。

　カッと目を見開くと、ジェイラスはブランケットを広げてコウモリのようにはためかせた。

「君のすべてが甘いチョコレートのように愛おしい。だから結婚しよう、オーレリア！」

「嫌。そんなに今あげたチョコレートが恋しいのなら、これを作った菓子職人に求愛してくださる？」

「王族付きの菓子職人は、むさいオッサンしかいないよ!?」

「確か、全員妻帯しておりましたわ。彼らにも選ぶ権利はありますわよね」

「僕じゃなくて、菓子職人の心配かい!?」

　涙なみだ目めのジェイラスを無視すると、オーレリアは腕うでを組み思考を巡めぐらせる。

「そんなことより、これからどういたしますの。せっかく女王陛下がこちらの誘さそいに乗ってくれたのに、収しゆう穫かくはゼロ。真の目的がなんなのか、結局分からずじまいですわ」

「そのことなんだけど、これはどうかな？」

　ジェイラスは懐ふところから黄色い手紙を取り出し、ひらひらと見せつける。

　オーレリアはそれを無言で奪うばい取とると、既すでに封ふうの開いていた手紙を読み始めた。

「……セルザード伯爵家令息誕生パーティーの招待状ですの？　いったい、どの貴族からくすねてきたのかしら」

「失礼だな、正式なものだよ」

「……セルザード伯爵は、積極的に王族や上級貴族を招待しようとはなさらない方ですわ。現に、スペンサー公こう爵しやく家けに伯爵からの招待状は届きませんでした」

　ギクラスは明らかに権力を避さけている。

　しかし、同じような地位を持つ貴族たちとは交流を深めているため、社交に関心がない訳ではないのだろう。

　功績がありながら、上を目指さないその思考はオーレリアには理解できないものだった。

「だって、貴族の繫がりを作るための野心ある招待状じゃないからね。ロザリンド嬢が、いつもお世話になっているからとお礼を込めてくれたものだよ。しかも、パートナーを連れて来て欲しいと書いてある。オーレリアにも来て欲しいんじゃないかな」

「まあ！　さすがロザリンド様ですわ。何も知らせなくても、わたくしたちの仕事のために行動してくれるなんて」

「あれれ？　そこは僕とオーレリアの仲を深めようとしてくれているとは思わないのかい？」

　ロザリンドは貴族ではあるが、極力社交界を避けて研究にのめり込んでいた。

　故に、彼女の行動は裏表がない。招待状にしたって、王太子に媚こびを売りたいのではなく、純じゆん粋すいにパーティーに来て楽しんで欲しいと思っているのが伝わってくる。

「寝ね言ごとは寝てから言ってくださる？」

「鼻で笑われてしまったよ！　けどそんなオーレリアも好きだ！」

「ウィリアムにセルザード伯爵家へ行ってもらっていますけれど、わたくしたちも行くかたちでいいんですの？」

　ジェイラスの告白は、道みち端ばたの石ころよりもオーレリアに気にしてもらえなかった。

　しかしそれはいつものことなので、ジェイラスは失恋に心を痛めることもなく、そのままオーレリアに答える。

「まあ、ウィリアムにセルザード伯爵家へ行ってもらったのは、夫婦仲が危あやういときにこき使った贖しよく罪ざいの意味が大きいからね」

　今回は情報を探る相手が女王だったため、絶対的な信しん頼らいを置くウィリアムにばかり実働的な仕事を頼たよってしまった。そのため、彼はずっと働きづめで嫁よめにラブレターを送るぐらいしかできなかったのだ。

　……でもまあ、セルザード伯爵家から何か情報を嗅ぎ取ってきてくれないかとも思っているが。

「ウィリアムは生きつ粋すいの武官ですから、索さく敵てきは得意でも、諜ちよう報ほう活動は苦手ですものね」

「せっかくだから、僕自ら殴なぐり込こんでアルド子爵の正体を暴いてやるさ！　そして母上の鼻を明かしてやろう」

「……ウィリアムからの情報から考えて、アルド子爵が簡単に口を滑すべらせる人種には思えませんけど」

「簡単だ。彼を知っている人間を連れて行けばいい」

「……シャーリーとルカですか」

　ジェイラスは女王に似た狐きつねのような笑みを浮かべる。

　国の行く末のためならば、昔馴染みとその息子を利用することさえためらわない。

「ねえ、オーレリア。シャーリーは美形中毒だけど、中身がクズな男には決して近づかない野生の嗅きゆう覚かくを持っている。そんな彼女が心底惚れた相手だよ。仮にアルド子爵がランベルト殿下だったとして、何を目的にこの国に来たのか気にならないかい？」

「……フランレシアの支援を受けたいだけではない、ということですの？」

　オーレリアの目がぎらりと光った。

「もしもオーレリアがベルニーニに囚われていたとしたら、僕は絶対に救出するよ。国を傾かたむけない程度の力でね」

「シャーリーとルカが目的であるのなら、わたくしたちが彼女たちをヴァレンタイン侯こう爵しやく家けに匿かくまって情報を遮断していることは、女王陛下の後押しになっていたかもしれないということですわね」

「僕の予想では、アルド子爵はランベルト殿下の忠実な部下だと思うよ」

「確かに、今最も王に近い身で自ら動くことは得策ではありませんわ」

　暗殺という手段を常用するベルニーニの皇太子が相手では、彼を排除し即そく位いするまでランベルトは警けい戒かいで息もつけないだろう。

　目立つ行動は避けるはずだ。

「そんな中で敵対する国に殴り込んでくるとしたら、僕と同じぐらい愛に生きる男だということだね！」

「……もしもそんな愚おろかなことをしたら、ボロ雑ぞう巾きんのようになるまで再教育してさしあげますわ。ああ、東の国の拷ごう問もんで躾しつけるのもいいかもしれませんわ」

　オーレリアは割と本気の声で言った。

「あはは、そんなことにはならないよ！　それではヴァレンタイン侯爵家でシャーリーたちを拾った後、セルザード伯爵家へ急ごうか。今からなら、ギリギリだけどパーティーの時間内に到とう着ちやくするだろう？」

「もたもたしていると、ギリギリ間に合いませんわ」

　不ふ穏おんな空気を察したジェイラスは、すぐさま馬車の手配を済ませるのであった。
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　ウィリアムはこそこそと情報収集することは諦めた。

　元々剣けんを振るってのし上がったような男だ。諜報活動なんて器用なことはできないし、何よりロザリンドが家族と向き合うと言っているのだから、自分も正々堂々ギクラスと向き合い、女王の思おも惑わくを聞き出そうではないか。

　ウィリアムはロザリンドと別れた後、早々にギクラスとの話し合いの場を取り付けた。

「……しかし、人もまばらになってきたな」

　パーティーはもう終わり、貴族たちはそれぞれの家か紋もんが描えがかれた馬車へと乗り込み帰って行く。

　見送りがギクラスだけだが、「子どもらは張りきりすぎて体調を崩したようだ」という説明で、貴族たちは気にならなかったようだ。

（また、ロザリンドは体調を崩したのか？）

　ウィリアムとダンスを踊おどったときは、息を少し乱すぐらいで顔色は良かったはずだ。

　それにいかにも健康優良児のシリウスまでも体調を崩すなんて、明らかにおかしい。

「……ロザリンドにまた何かあったのか？」

　ウィリアムは義父であるギクラスを信用していなかった。

　彼は嫌な噂うわさの纏まとわり付つく狼おおかみ侯爵に、娘を嫁に出したような男だ。

（子を思う父親ならあり得ないな。……自分で言うのもなんだが）

　そのギクラスのおかげでウィリアムは聖女と再会できた訳だが、それは考えないようにした。




　最後の賓ひん客きやくを見送った後、門の辺りがにわかに騒さわぎだす。

「た、大変っす！　ヴァレンタイン卿きよう、大変なんすよっ……！」

「馬鹿！　ラッセル、外で待機していろと言っただろう！」

「だって一大事っすよ!?」

　外からセルザード伯爵家を見張っていた副官のラッセルが、血相を変えてウィリアムの元へと駆かけてくる。

　もちろん職務中の彼は軍服で、ギクラスはそれを見て眉まゆ根ねを寄せた。

「……ヴァレンタイン侯爵。当家に仕事を持ち込まれるのは困ります」

「あ、えっと、これはその……」

　ウィリアムがしどろもどろになっていると、ラッセルが大きく声を張り上げる。

「卿の奥さんと、奥さんの弟さんが、何者かに連れ去られたっす！」

「なんだと……？」

「裏門近くに、救きゆう援えんを示す布が落ちていたっす」

　ラッセルはウィリアムに一結びにしたハンカチを渡した。

　ウィリアムの眉み間けんに深く皺しわが刻まれる。

「……分かった」

　ウィリアムは今にもロザリンドの元へと駆け出したい衝しよう動どうを抑おさえ込こむ。

　ロザリンドに付けている護衛は、ウィリアムが戦後に育て上げた優秀な軍人で、最も信頼できる部下の一人だ。

　彼女がいるのならば、ロザリンドが傷つけられることはないだろう。

　しかし、焦あせりは生まれる。

「これはいったいどういうことですか、セルザード伯爵」

「……なんのことでしょう」

　ウィリアムはハンカチをポケットに押し込むと、自分の子どもが攫さらわれても表情一つ動かさないギクラスに摑つかみかかる。

「貴方あなたはロザリンドたちが攫われたことを知っていたはずだ……！　それなのに焦ることも、捜さがす様子もない」

「このパーティーをつつがなく終わらせることこそが、セルザード伯爵家のやるべきことでしたから」

　淡々と機械仕掛けの人形のように話すギクラスを見て、ウィリアムは激げき昂こうする。

「ふざけるな！　貴方の娘と息子だろう！」

「……私にとって何よりも大事なのは、セルザード伯爵家だ」

「ああ、貴き殿でんが家族のことを愛していないのは嫌というほど思い知らされた！　だが、彼女はもうセルザード伯爵家の道具ではない。私の愛する家族だ！　誘ゆう拐かいについて知っていることがあるのなら、今ここですべて吐け！」

　ロザリンドは親というものに対して、諦めの感情を持っていた。

　それは期待したことがなければ抱けないもの。

　この男は今までどれほど、ロザリンドが必死に伸ばした手を『セルザード伯爵家のため』と言って振ふり解ほどいてきたのだろう。そのたびに、どれほど彼女が絶望してきたことか。

（ロザリンドは家族と向き合いたいと言っていた。どれほどの勇気を振ふり絞しぼって言ったと思っている……！）

　ウィリアムと踊りながら決意を口にした彼女の指先は、僅わずかに震ふるえていたのだ。

「いい加減、逃にげるのはやめたらどうだ……！」

「……貴殿に何が分かる。いいや、私のことなど分かる者はおるまい……！」

　ギクラスもまたウィリアムを睨にらみ付つけ、腰こしに差している剣に手をかける。

　それを見たラッセルは、泣きそうな表情でふたりの腕を引っ張った。

「ちょっと、卿も伯爵も落ち着いて……って、ジェイラス王太子殿下!?」

　ラッセルがそう言うと、ウィリアムとギクラスは揃そろって振り向く。

　そこには、困り顔のジェイラスと軽けい蔑べつの視線を向けるオーレリアがいた。

「……ねえ、オーレリア。パーティーに間に合わなかったばかりか、どうやら修しゆ羅ら場ばに鉢はち合あわせてしまったようだよ」

「ご子息への贈り物をさしあげて帰りましょう、ジェイラス殿下」

　オーレリアは護衛騎き士しに指示を出し、大きな箱を屋や敷しきへと運ばせた。

「そんなことを言わずに助けてくださいよ、姫ひめ閣かつ下か、殿下！」

　ラッセルは涙なみだと鼻水でぐちゃぐちゃな顔でジェイラスの足へ縋すがり付つく。

「仕方ないねぇ。ウィリアム、怒おこりたい気持ちは分かるけれど、セルザード伯爵から手を離して。命令だよ」

「まったく、野や蛮ばんなのですから。手よりも先に口で急所を攻こう撃げきしなさいな。心を抉えぐって再起不能にすればいいだけですわ」

　オーレリアは吐はき捨すてるように言った。

「……いや、それはそれで間ま違ちがっていると思うぞ」

　ウィリアムは気まずそうに手を下ろした。

　ギクラスも王太子の御ご前ぜんでまずいと思ったのか、剣の柄つかから手を離す。

「それで、いったい何があったのかな。ラッセル、簡潔に説明してくれる」

「卿の奥おく方がたと奥方の弟君が何者かに連れ去られたようです！」

　ラッセルはビシッと敬礼する。

「ロザリンドが？　それは困ったね」

　ジェイラスはキョロキョロと辺りを見み渡わたし、橙だいだいの髪かみに紫むらさきの瞳ひとみの男を捜す。

「……ところで、アルド子爵はいないのかい？　僕は彼に用があって来たんだけど。できれば、正直に答えて欲しいな、セルザード伯爵」

「……お見苦しいところをお見せいたしました。おそらく、娘と息子を攫ったのはアルド子爵の部下たちでしょう。数日前から、近きん隣りんの村で頻ひん繁ぱんに目もく撃げきされておりましたから」

「……心配はない、と？」

「攫った目的は分かりませんが、彼がロザリンドたちを傷つけるはずはありません」

「やけにキッパリしているね」

　ジェイラスは疑いから眉まゆを顰ひそめた。

　ギクラスは小さく溜息を吐くと、ぽつりぽつりと話しだす。

「アルド子爵はロザリンドの血けつ縁えん者しや。やはり不幸な巫み女こ姫ひめから生まれた彼は、同じ境遇で生まれたロザリンドの幸せを壊こわしたりはしません」

「……だから私にあんなに突つっかかってきたのか」

　血も涙もないだとか、男色家だとか、浮うわ気き相手と隠し子を囲っているだとか、ウィリアムは自分の碌ろくでもない噂が流れているのを知っている。

　それを聞いて、ロザリンドを大切に思っているアルド子爵が、ウィリアムに敵意を持つのは自然なことに思えた。

　だからといって、彼にロザリンドを渡すなんて考えられないが。

「ジェイラス。お前が今ここにいる目的はこの際聞かないが頼たのみがある」

「ロザリンドを助けるんでしょう？　それはもちろん──」

「ちょっとー！　わたくしとルカを置いていくなんて、酷ひどいじゃない……！」

　ここ数ヶ月、ウィリアムを悩なやませ続けた女の声が響ひびき渡る。

　嫌な予感を覚えながら声の方向を見れば、侍じ女じよ服ふくと従者服に身を包んだシャーリーとルカが現れた。

「あら、ウィリアム。渋しぶめの美び丈じよう夫ふと一いつ緒しよなんて素敵ね！」

「オーレリアねぇさまだぁ！」

　シャーリーはギクラスを見てじゅるりと涎よだれを啜すすり、ルカはオーレリアの元へと走りだそうとする。




　──その時、木こ陰かげに銀色の光が鈍にぶく輝かがやいた。




「シャーリー、危ない！」

　ウィリアムは尋常ならざる反射神経で剣を抜き光を弾はじく。

　シャーリーは驚おどろきのあまり、地面へ尻しり餅もちをついてしまう。

　カンカンと金属同士の弾き合う音が聞こえたかと思うと、地面に深々と矢や尻じりが刺ささっていく。

「な、何!?」

　困こん惑わくするシャーリーだったが、身を低くしてルカの元へと走り出す。

「襲しゆう撃げきだ！　戦せん闘とう態勢を取れ！」

「了解っす！」

　ウィリアムが叫ぶと、ラッセルも剣を抜ぬいた。

　異状を察した他の部下たちがセルザード伯爵家の門もん扉ぴをくぐってこようとするが、ベルニーニ神国の軍服を身に纏った男たちに阻はばまれる。

　そしてウィリアムたちを囲むように、別のベルニーニ軍人たちがギラギラとした殺気を向けてきた。

「チッ、分断されたか……」

　アルド子爵が不穏な動きを見せた時のため、ウィリアムは部下たちを、少人数だがセルザード伯爵家の近くへ待機させておいた。だがその戦力も、分断されては生かしきれない。

「ルカ！　わたくしから離れては駄だ目めよ」

「かあさま……！」

　シャーリーはルカを抱き上げると、震える足を叩きながら邪じや魔まにならない後方へと避ひ難なんする。

（……大した度胸だな、母親というものは）

　シャーリーの瞳には、絶対に息子を死なせてなるものかという強い意思が燃えている。

　ウィリアムはシャーリーを見直した。

「ルカ？　そうか、この方たちが女王の言っていた……どうしてここに……？」

　ギクラスは襲撃に驚くこともなく、訝いぶかしむように唸うなる。

　ジェイラスとオーレリアは、険けわしい視線で襲撃者たちを見み据すえた。

「……まったく、シャーリーたちを囮おとりにするどころか初めから僕たちが来ることを予見していたようじゃないか」

「予見、ではなく確信していたのではありませんの？　迷いのないあの動き……屋敷の地理やジェイラス殿下の護衛の人数構成も理解してるようですわ」

　襲撃者たちは迷いなく動き、ジェイラスたちを包囲した。

　あれだけのベルニーニ軍人が国内で暗躍していれば、目立つことこの上ない。必ず国の情報網もうに引っかかるはずだ。

　スペンサー公爵家でジェイラスが暗殺されそうになったときとは違ちがい、今回の彼らは明確にベルニーニ神国の意志を背負い、セルザード伯爵家ごと潰つぶすことが目的のようだ。

「あーあ、裏切り者は誰かな？」

「後で拷問にかけましょう」

「賛成だよ、オーレリア。十中八九、母上の手て駒ごまだろうけどね……！」

　ウィリアムとオーレリアは同時に頷うなずいた。

　おそらく、この襲撃者たちの存在を女王は知っていた。

　そしてそれを放置し、ジェイラスたちには伝わらないように画策した。

（……何が目的だ？）

　ロザリンドが攫われ、ジェイラスとシャーリーたちの命が狙ねらわれている。

　女王は息子を、孫まご弟で子しを、可か愛わいがっているように見えた。しかし、今回のことはどう考えても、ジェイラスを派は閥ばつごと消し去ろうとしているようにしか思えない。

「考えても仕方ないか」

　ウィリアムは剣を抜くと、一歩前に出る。

　自分のするべきことは一つだけ。

　ジェイラスたちを守り切り、ロザリンドを救い出すことだけだ。

「ジェイラス殿下の護衛を最優先に！」

　オーレリアは凜りんとした声で叫ぶと、信号弾だんを空へ打ち上げた。

　赤と黄色の火薬が細く舞まい上あがり、戦場を彷ほう彿ふつとさせる焦こげ臭くさい匂いが風に乗る。

「どうしたんだい、伯爵」

「……謀はかったな、エレアノーラ……！　……強ごう突つく張ばりの我わが儘まま女め……まだ我らを利用したりないか！」

　ギクラスは、憎にくしみのこもった瞳でその場にいない女王へと怒いかりを向けた。
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　ぼんやりとした意識が、徐じよ々じよに覚かく醒せいへと向かっていく。

「……ん、やわらかい……？」

　ロザリンドは重い瞼まぶたを瞬まばたかせ、のっそりと起き上がった。

　そこは見慣れない部屋で、自分は清潔なシーツの敷しかれたベッドに寝かされていた。

「え、と……何があったんだっけ……」

　くらくらと揺れる脳を必死に回転させ、ロザリンドは思考を働かせる。

（……確か、セルザード伯爵家の庭でアルド子爵と話していたら、シリウスが現れて……それから、急にアルド子爵が倒たおれて、麻ま酔すい薬やくの臭においがする布で口を押さえつけられて……）

　──自分は攫われた。

　それを認識したロザリンドは、すぐに起き上がろうと身体に力を入れる。

　しかし、まだ何かの毒が残っているのか、思うように身体は動かない。

「シリウスは!?」

　ロザリンドが攫われたということは、あの場にいたシリウスも危険に晒さらされたということだ。

　彼に利用価値がなかった場合、殺されている可能性もある。

　心の奥がすぅっと冷える。すると、モゾモゾとロザリンドの隣となりでブランケットが動く。

「……むにゃ」

「よか、った……」

　そこにいたのは、あどけない顔で眠ねむるシリウスだった。

　どうやら一緒に連れ去られたらしい。

「……とにかく、現状を把は握あくしないと」

　ロザリンドもシリウスも傷一つなく、着衣の乱れもない。拘こう束そくすらされていなかった。

　それはつまり、生きたまま自分たちを利用するため攫ったということだ。

「……わたしの知識を狙った？　でもそれならば、シリウスは人ひと質じちとしてわたしとは違う場所に隔かく離りするはず」

　部屋の中には見張りもおらず、随ずい分ぶんとおざなりな監禁だと言えよう。

　ロザリンドは訝しみながらも、痺しびれる身体を動かして太ももに並べて括くくり付つけてある小こ瓶びんの中から一つを取り出した。

　そして中の解げ毒どく薬やくを一ひと舐なめすると、耐たえきれず渋じゆう面めんを作る。

「うへぇ……さすがに原液は不ま味ずいね。でも、手持ちに効きそうな薬があってよかった」

　口の中の苦みは強きよう烈れつだったが、溢あふれ出でた唾だ液えきと共に数回嚥えん下かすると次し第だいに消えていく。

　そして完全に苦みが消えた頃、漸ようやくロザリンドの身体の痺れがなくなった。

「荷物検査ボデイチエツクすらされていないなんて……ドジな誘拐犯？」

　ロザリンドは疑問に思ったが、考えるのは後回しにした。

　今はシリウスを目覚めさせるのが先だ。

「……わたしは薬の耐たい性せいがついているからすぐ起きれたけど、シリウスは無理かもしれないね。解毒薬が効くまで時間がかかりそうだ」

　いざとなれば、眠ったシリウスを背負ってでも逃げ出す作戦を考えなくてはならない。

　だが、意識のない人間はたとえ子どもだとしても、重心が定まらず、運びにくい。非力なロザリンドには、不可能に近かった。

「……こんなことなら、ウィリアム様みたいに立派な筋肉を付けておくんだったよ」

　ロザリンドは嘆なげきながら、シリウスの口の中に解毒薬を流し込んだ。

「……んびゃら、びゃっしゃんっ!?」

「あれ、生き返った？」

　想定よりも早いシリウスの目覚めに、ロザリンドは目をぱちくりさせる。

　シリウスは起きた途と端たん、奇き声せいを上げ、苦しそうに呻うめいた。

「口が……口がぁ！　にが、にが、にががが」

「ふむ。身体はまだ上う手まく動いていないから、意識だけすぐ目覚めたんだ。そんな即そつ効こう性せいのあるものじゃないんだけど……」

「苦いからだ、ばかぁっ」

「強烈な苦みによる刺し激げきは、意識を覚醒させることにも繫がるのかな？　いや、今回はたまたま浅い眠りだったから？　そうなると、深い眠りの中では刺激は意味を成さないかもしれないし……」

「弟が苦しんでるときまで研究狂ぐるいかよ！」

「しっ、黙だまってシリウス」

　ロザリンドは彼を後ろから閉じ込めるように抱きしめて寝ね転ころんだ。

　それと同時に、部屋の扉とびらが開け放たれる。

「まったく、誰がこんなことを頼んだ……！　私まで眠らせるとは！」

「そんなこと言いましても……俺おれたちに黙ってフランレシアに行った殿下が悪いんですよ。それに狐みたいに狡こう猾かつな女王に利用される前に、妃ひ殿でん下かと王子に迎える人を連れ出そうと……」

「そうだな、誘拐したのが私の愛する人と息子ならば褒ほめて使わした。だが、お前たちが誘拐したのは、よりにもよって女王のお気に入りの黄金の聖女とその弟だぞ……！」

　室内に、アルド子爵の怒ど声せいが響く。

　どうやらロザリンドたちを誘拐したのは、アルド子爵の仲間らしい。

（……それにしても、今……アルド子爵を『殿下』って呼んでいたよね？）

　ロザリンドは寝たふりをしながら、耳をそばだてる。

「ええ!?　そんな……殿下好みの美少女と、ちっさな子どもだから絶対に妃と王子だと思ったのに……今すぐ元の場所に返してきましょうよ、ランベルト殿下！」

「犬いぬ猫ねこのように言うな！　まったく……それにしても、シャーリーとルカはどこにいるんだ……」

「シャーリー？　ルカ？」

　聞き覚えのある名前に、ロザリンドは思わず呟いてしまう。

「なんだ、もう起きていたのか」

　ばれたら仕方ない。ロザリンドはのろのろと起き上がると、まっすぐにアルド子爵を見据えた。

「あれれ、新種の眠り毒だってのに、もう覚醒するなんて……」

　部下の男が呆ほうけた顔で言った。

「……ふーん、ベルニーニ神国はまだ懲こりずに毒薬を開発しているんだ」

「余計なことを言うな」

「あいてっ」

　アルド子爵はべしんっと部下の男の頭を叩いた。

　ふたりはどう見ても初対面には見えず、ロザリンドは眉を顰めた。

「……ねえ、貴方は誰なの？」

　そう質問を投げかければ、彼はニヤリと口角を上げる。

「私はランベルト・ベルニーニ。前王の弟で、現在皇太子と絶賛王位争い中。そして君の従兄いとこだよ」

「……従兄？」

「そう。私の母は、ロザリンドの母であるサラ姫と異母姉妹きようだいでね。巫女姫という名の貢ぎ物だよ」

　そう言うと、アルド子爵──もとい、ランベルトはぽんぽんとロザリンドの頭を撫なでた。

「母は死ぬ寸前まで、サラ姫のことを案じていた。しかし、彼女が流行病はやりやまいで亡くなったのと同時期に死んでしまったけれど」

「……そう。でも、戦争を知らずに済んだことは幸運かもしれない」

「彼女たちの子どもである私たちは敵同士だったしね。君には何度煮にえ湯ゆを飲まされたことか。何年も時間をかけて開発した毒を、いとも容易たやすく解毒してしまうのだから」

「お互い様でしょう。……死し灰はい毒どくなんて開発して……どれだけの人が死んだか」

　ファリスのことを思い出し、ロザリンドは強い口調でランベルトを罵ののしってしまう。

　すると、今まで黙っていたシリウスがぎゅっとロザリンドの腰にしがみついた。

「……姉上は、まさか戦争に……？」

　はっとしたロザリンドは、泣きそうなシリウスを抱きしめた。

「……戦争は奪い合い。フランレシアもベルニーニも卑ひ劣れつなことはしたはず。でも、戦争は終わった。お互い傷ついた。憎しみだって忘れられない。だけど……でもだからこそ今度は、いがみ合う以外の道を模も索さくするべき」

「では、君はベルニーニの王族を憎まないと？」

「それが未来を作る一歩となるのならば」

「……聖女様だね」

「違う、わたしはウィリアム様の妻だから。失ってしまった人たちの頑張りを無視したりはしない」

　自信満々にロザリンドが言うと、ランベルトはけらけらと笑い出す。

「ぷふっ、君は今幸せなんだね。あーあ、君が不幸だったら、ついでに攫っていって助けてあげようと思ったのにね」

「どうして？」

「君も私と同じように苦しんでいると思っていたから、従い兄と妹このよしみでね。隣国にまで悪評の広まる狼侯爵の妻になったと聞いて、私は腸はらわたが煮えくりかえる思いだったよ」

「助けてもらう必要なんてない。わたしは幸せだもの」

「……そうだね。彼は見かけによらず、真まっ直すぐな男のようだ。まあ、成人した男なんて美しくないけれど」

「ウィリアム様の心は、誰よりも綺き麗れいだよ？　とっても純情なの」

　ロザリンドは真面目な顔で言った。

「……姉上、それは絶対に勘かん違ちがいだ。あれはただの拗こじらせた変態だぜ」

　ぼそりとシリウスが呟いたが、幸いなことにロザリンドの耳には届かなかった。

「ねえ、えっと……」

「兄様でいいよ。ぜひ、シリウスと共にそう呼んでくれ！　美しい美少女と少年にそう呼ばれたら、嬉うれしくて昇しよう天てんしてしまいそうだよ！」

「うん、昇天するのは健康に良くないね。ランベルトって呼ぶ」

　ランベルトは顔を両手で押さえると、ぷるぷると震えだした。

「呼び捨てもなかなか興奮するね……よし、良きにはからえ！　好きに呼んでくれたまえ！」

「……気持ち悪いぜ」

　シリウスがげんなりしていると、部下の男が宥なだめるように肩を叩いた。

「すまない、ランベルト殿下は美しい女性と美しい少年がちょっと好きすぎるだけの……まあ、ありふれた王族なんだ」

「苦しすぎる言い訳だな!?」

「ちょっと美形贔屓びいきで、迷めい惑わくするところも多々あるが……いい人なんだ、たぶん。たまにイラッとするが……」

「……なんか、ごめんな。あんたも苦労しているんだな」

「分かってくれたのならいい」

　シリウスと男の間に、小さな友情が生まれた瞬しゆん間かんだった。

「ランベルト、貴方はシャーリーとルカのことを知っているの？」

「それはこちらの台詞せりふだよ！　ロザリンド、ふたりのことを知っているのか？」

「わたしの質問に答えるのが先」

「……シャーリーは私の愛する女性。そしてルカは彼女との愛の結けつ晶しようだよ」

「ええっ!?　ルカはウィリアム様の隠し子じゃなかったの!?」

「それはいったい、どういう状じよう況きようなんだい!?」

　ロザリンドとランベルトは同時に驚きよう愕がくを露あらわにした。

「まあ確かに……。ルカの鋭い目元はウィリアム様そっくりと思ったけど、ランベルトにも似ているかな……」

　ロザリンドはじっとランベルトを観察した。

「……ふむふむ。エレアノーラ女王は、密約締てい結けつ後に保護しているふたりの居場所を教えると言っていたんだが、私は自分で見つけたいんだ」

　下手なことは言わない方がいいと思ったロザリンドは、そのまま押し黙った。

（……シャーリーは親交のあったウィリアム様に助けを求めた。そして女王陛下はそれを利用している……？）

　ウィリアムがロザリンドに真実を話せないといったのも頷ける。

　政治的な駆け引きが生じている現状で真実を知れば、ロザリンドも巻き込まれるからだ。

（……でも、わたしも既に女王陛下に利用されているかもしれないね）

　ロザリンドは思考を振り払うように首を横に振った。

「……私はね、ベルニーニ神国の新しい王として立つために動いている。今回のフランレシア訪問は愛しいシャーリーとルカを捜すのが第一だけれど、この国と良き関係を結ぶこともまた目的の一つなんだ」

「……シャーリーとルカは誰に狙われているの？」

「十中八九、皇太子派だろうね。もう私が王となるのは決定的であるというのに、まだ暗殺なんて手段を使って過激に攻めてくる。先が見通せないから、足の引っ張り合いをやめられない。フランレシアは着々と復興しているというのに、ベルニーニは貧ひん困こんに喘あえいでいる。馬鹿だとは思わないかい？」

　ランベルトは呆れも隠さずに言った。

「戦争で前王が亡くなって四年も経つのに、皇太子は王位を継つげずにいるのよね」

「先の戦争で皇太子は狼侯爵に捕つかまり、捕ほ虜りよとなった。そしてそんな馬鹿を取り戻すために、ベルニーニは多額の賠ばい償しよう金きんを払った。その失敗から歪ゆがみが生まれて、今では民にまで恨まれているんだよ」

「……そう」

「皇太子は反フランレシアの思想が強いし、狼侯爵を恨んでいる。君たちも気をつけるんだよ」

「それ、僕たちを攫った犯人の親玉が言うことじゃないと思う」

「あはは！　それもそうだね。というか、私も部下に攫われてしまったんだけどね！」

　ランベルトは軽快に笑う。

　ロザリンドは腕を組んでうーんと唸った。

「わたしたち、セルザード伯爵家に戻ってもいい？」

「確かに、僕と姉上は間違えて攫われてきただけだしな」

「……このまま君たちを送り届けて、私は許してもらえると思う？」

「「思わない」」

「だよねー」

　ランベルトは「……これもあの女狐の筋書きかな？　くっ、美女だから油断した！」と言うと、深く溜息を吐いた。

「早く帰らないと。終わり間ま際ぎわだったから、父様がなんとかしてくれたと思うけど……シリウスがいなくなって誕生パーティーが大騒ぎになってるかも」

「そうだよ、誕生パーティー！　早く戻らないと！」

「まあ、とにかく戻してあげるのが一番だね。早さつ速そく、馬車の手配を────」

「それは少し待っていただきたいのですが」

　聞き慣れない声がしたかと思うと、天てん井じよう裏うらから黒い影かげが下り立った。

「誰だ！」

　部下の男が影に襲おそいかかるが、軽くいなされて床ゆかに叩きつけられる。

　影の正体は人だった。

　少年とも見える十代の少女だが、その瞳は無機質で、表情が読めない。

　少女は背中まである黒髪を一本にまとめ、軍服を乱れなく着用している。その姿は何故かウィリアムを連想させた。

「……いつも見ていましたが、こうして挨拶をするのは初めてですね。私はセレス。軍人で、ヴァレンタイン卿の部下です」

「ウィリアム様の部下……？」

「ええ。卿が奥方に無様な姿を見せて学院から撤てつ退たいした後、ずっと監視役を務めておりました」

「そうなんだ。ありがとう、セレス」

「いいえ、仕事ですから」

　セレスは淡々と答えた。

　しかし、シリウスはロザリンドのドレスの裾すそを引っ張って声を荒あららげる。

「いや、姉上。監視とか言っていたよ!?　それに誘拐される時に助けてくれなかったじゃないか」

「別に奥方の私生活を疑っていた訳ではありません。奥方に寄ってくる、学院関係者、セルザード伯爵家の面々、そして……アルド子爵の動向を監視していただけ。それ以外の仕事は受け持っていません」

「……狼侯爵は女王から命令を受けていたのかい？」

「いいえ。卿の主はジェイラス殿下ですから」

「へえ、それは都合がいいね」

　ランベルトはにんまりと口角を上げた。

「貴殿の悪わる巧だくみの都合など知りませんが、こちらの都合は考こう慮りよして欲しいです」

「……都合って？」

「先ほど、セルザード伯爵家の辺りから襲撃を知らせる信号弾が上がりました。ですので、奥方とセルザードのご子息は安全な場所への避難をお願いいたします」

　セレスは僅かに眉根を寄せると、扉を指差した。

「ウィリアム様と父様は……それに使用人たちは無事なの!?」

「あちらの状況は不明。ただ、信号弾の色から深刻であることは察せられます」

「すぐに助けに行かないと……！」

　ロザリンドの心に焦りが生まれる。

　もう誰も、大切なひとを失いたくない。

「戦闘能力のない奥方が行っても、足あし手で纏まといになるだけかと愚ぐ考こういたします」

　セレスは撥はね付つけるように言った。

　しかし、ロザリンドも諦めない。ランベルトに摑みかかると、強い意志の宿った琥こ珀はくの双そう眸ぼうで見上げる。

「ランベルト！　お願い、ウィリアム様を助けるために力を貸して！」

「うーん、どうしようかなー」

「どうせ、他にも部下がいるんでしょう！　たった一人で三人を誘拐するなんて不可能。その人たちを……どうかウィリアム様たちを助けて……」

　ロザリンドは涙なみだ声ごえで請こうと、床に蹲うずくまった。

　セレスはロザリンドの肩に上着をかけると、ランベルトを睨み上げる。

「そんな悠ゆう長ちようなことを言っていていいのですか？　奥方は狼侯爵が愛してやまない黄金の聖女。あなたの良い援えん護ご者しやとなるでしょう」

「セレスはちょっと意地悪だね。もっと表情豊かになれば美しいのに」

「意地悪は貴殿だと思いますが。私の意図などお見通しでしょうに」

「……そうだねぇ、襲撃は皇太子派の仕業だろう。しかも、残り少ない手て練だれを連れての捨て身の計画と見える。ねえ、隠おん密みつを解いて姿を現すほど焦っているようだけど、君は何を隠しているの？　ロザリンドに援護者となって欲しいのはセレスの方だろう？」

「なんのことでしょうか……とは言えない状況ですね」

　セレスは一度目を伏せると、ギュッと服の裾を握にぎる。




「……信号弾の色からみて、ジェイラス王太子殿下も襲撃に巻き込まれているようです」

　その瞬間、部屋の空気が凍こおった。




　いち早く空気を破ったのはシリウスで、勢いよくロザリンドに摑みかかった。

「王太子殿下がなんで僕の誕生パーティーに来ているんだよ!?」

「あ、わたしが招待状を送ったから……」

「伯爵令息如ごときに何してくれてんだよ、姉上ぇぇええ！　身みの程ほどを弁わきまえさせろぉぉおお！」

「シ、シリウスに招待客一覧の書類を渡して、きちんと確かく認にんを取ったでしょう!?　わたしの独断じゃない。よく確認しなかったシリウスも悪い」

「そ、そうだけど……それでも、王太子殿下はねーよ！」

　ランベルトは姉きよう弟だい喧げん嘩かを横目に、額ひたいに手を当てて深い溜息を吐く。

　部下の男は必死に現実逃とう避ひをしようと遠くを見つめた。

「なんで、よりにもよってフランレシアの後こう継けい者しやを……。馬鹿だろう、また戦争をしたいのか皇太子は……！」

「まあ、一番の狙いはランベルト殿下とシャーリー様、そしてルカ様でしょうけど……」

「……奴やつらが、偶ぐう然ぜん居合わせたジェイラス殿どのを見み逃のがしてくれると思うかい？」

「……あいつら馬鹿ですからね。今までの行いからして、鴨かもが葱ねぎを背し負よって来たと飛びつくかも……」

「王太子に何かあったら、ベルニーニとフランレシアの国交など夢のまた夢だ。このままこの国で反ベルニーニの思想が強くなれば、復興の兆きざしすら見えていない我が国は、滅ほろびの道を歩むだろう。そしてその責任はすべて……私のものになるんだろうね、王になるのは私だから……」

「お労いたわしや、ランベルト殿下……」

　部下の男は涙ながらに呟いた。

　ロザリンドは悲ひ壮そう感かんを露あらわにする面々を見て、不思議そうに首を傾かしげた。

「何を嘆くことがあるの？」

「どうして姉上はそんなに冷静なんだよ！」

　シリウスは堪たまらず叫ぶ。

　ロザリンドはそんな彼を咎とがめることもなく、慈じ愛あいに満ちた微笑みを浮かべた。

「ジェイラス殿下がいるのなら、オーレリア様も一緒でしょう？　ジェイラス殿下はどんな状況でも冷静で、王族として的確な判断を下せる、覚かく悟ごある人。オーレリア様は知略、謀ぼう略りやくを巡らせ、望む結果を生み出す、高潔な人。彼らがウィリアム様と共にいるのなら、これほど心強いことはない」

　半年前の暗殺事件でジェイラスは、愛するオーレリアが死灰毒に倒れても王太子としての覚悟を示し、最後までそれに従って行動した。

　そしてオーレリアは病やみ上あがりの身体で、クリスティーナに誘拐されたロザリンドを救出する計画を立て、見事ウィリアムを導いてくれた。

　そんな彼らをロザリンドは尊敬し、信頼しているのだ。

　だから、自信を持って言える。

「ジェイラス殿下とオーレリア様なら、最良の結果を得るために行動してくれる。そして、大切なふたりを守るウィリアム様は誰よりも強いよ。だから、わたしたちが助けに行くまで絶対に持ちこたえてくれる」

「私が手を貸すのは決定事項なんだね？」

「貸してくれないの？　ここは信号弾が見えるほどの距離で、援えん軍ぐんよりもずっと早く駆けつけられる。わたしたちが動かなくて、誰が動くの？　誘拐犯の頭かしらの従兄さん」

「……美しい従妹いとこ殿のお願いは聞かないといけないね」

　そう言うと、ランベルトは打って変わって真しん剣けんな空気を纏った。

　ロザリンドはそんな彼に吞のまれないように、凜りん然ぜんたる態度で挑いどむ。

「対価は？」

「そうだねぇ、シャーリーとルカの居場所を教えて欲しいな」

「分かった」

　裏でどんな政治的な駆け引きがされているかは分からないが、王太子の命を助けるためならば、シャーリーたちを再会させることぐらい許されるだろう。

「できれば、私の身分はジェイラス殿下には伏せておいて欲しい。あと、ロザリンドの薬も輸入したいな。君の力があれば、多くの民を救うこともできる。平和の架かけ橋はしにだってなれるだろう。なんと言っても、君は黄金の聖女なんだから」

「強ごう欲よくだね」

「男は皆欲望に満ちているよ？　知っているだろう？」

「ウィリアム様はそんなことないけど……？」

「……鈍どん感かんって、ある意味幸せだね。彼の君への執しゆう着ちやくはすごいよ。狼侯爵の名は伊だ達てじゃない」

　クスクスと堪こらえきれずにランベルトは笑う。

「さて、無駄話は終わりにしよう。ベルニーニとフランレシアのより良き未来のため、行動しようか。とは言っても、私が今動かせる人数は少ないよ」

「加えて、殿下の戦闘能力は普通の軍人より低いですね」

「余計なことは言うな！　私は知略で戦う性質なんだ」

　部下の男をランベルトが小こ突づく。

　そして軽く咳せき払ばらいをすると、ランベルトはセレスへと視線を移す。

「……ジェイラス殿はどのぐらいの護衛を連れている？」

「貴人の護衛に必要な人数は揃えているはずです」

「それでも危険を知らせるということは、うちの馬鹿共はその倍はいるということかな。まったく、よくも目立たずこの国で行動できたものだ」

「一いつ介かいの軍人如きには分かりかねます。……ですが、フランレシアもまた一枚岩ではありませんから」

「そうみたいだね。奇き襲しゆうをかけるにも、どうしたものか」

　セレスとランベルトは苦く悶もんの表情を浮かべた。

「それなら、わたしも連れて行けばいい」

「いけません、奥方！」

「セレス、どうしてなの？」

「卿は奥方に、争いからは遠いところにいて欲しいと願っているからです。だからこそ私を監視役にしたのです」

「わたしも行く。黄金の練金術師なら、囮にはもってこいでしょう？　それに、わたしはただ弱いだけの小こ娘むすめじゃない」

「僕も行く！」

「シリウス、貴方は安全なところに……」

「剣けん術じゆつの稽けい古こだってしている！　姉上より戦力になるはずだ……！」

　シリウスは絶対に離れまいとロザリンドの腰に巻き付いた。

「シリウス、ロザリンドをしっかり守るんだよ」

「当たり前だ！　家族なんだから」

「……愚かで……だけど美しいね」

　ランベルトは苦笑すると、ぐしゃぐしゃとシリウスの頭を撫でる。

「……ねえ、ロザリンド。君は愛する人のためになら、その身を、名めい誉よを汚けがしてもかまわないかい？」

　ロザリンドは注意深くランベルトの言葉の意味を考えた。

（わたしの覚悟を問うているの……？）

　命を差し出せというのだろうか。

　心に思い起こされるのは、ファリスの死。そして約束。

　あの日、感じた痛みを……愛情の喪そう失しつをロザリンドは忘れられない。

「愛する人の命を守るためならば、悪あく魔まにだって喜んでこの身を捧ささげる。そんなことは……もうずっと前に誓ちかった」

　自分よりも強欲な人間などいないだろう。

　何な故ぜなら神の作り出した人の理ことわりを壊してしまうような、すべての病やまいを治す『死の霊れい薬やく』を作ることに夢を捧げているのだから。

「それに、狼侯爵の妻が汚れを恐れると思うの？」

「確かに。いやはや、愛することを知っている女性は強く美しいね」

　ランベルトは眩まぶしそうに目を細めると、奇襲作戦の詳しよう細さいを話し始めた。
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　ウィリアムは断続的に放たれる矢を弾はじきながら、狼おおかみのように素す早ばやくジグザクに駆かける。

　そして敵の矢がウィリアムに向けて放たれる瞬しゆん間かん、ラッセルが器用に小型ナイフを射手へと投げつけていく。

「……はぁっ！」

　幾いく人にんかにナイフは刺ささったが、致ち命めい傷しようとは言えない。

　剣けんを構えた軍人たちが前に出て、ウィリアムの首を取らんと剣を振ふりかぶる。

「……嘗なめるな」

　ウィリアムは剣けん撃げきをいなし、敵の足や手に深手を負わせていく。

「侯こう爵しやくの援えん護ごと殿でん下かの護衛につけ！」

　ギクラスが指示を飛ばすと、何人かの使用人の動きが屋や敷しきを守る兵士のそれへと変わる。

　他の使用人たちは規則正しい動きでそれに従っていく。

「ここでは矢に狙ねらい撃うちされますわ。ウィリアムたちが引きつけているうちに、徐じよ々じよに後退し、できるだけ屋敷の近くへ。援えん軍ぐんが来るまで持ちこたえますわよ」

「やれやれ、これだから王族は面めん倒どうだよ」

「嘆なげくのはすべてが終わってからにしてくださいまし！」

　ジェイラスとオーレリアは、セルザード伯はく爵しやくの使用人たちを盾たてにしながら、シャーリーとルカを連れてジリジリと後ろに下がっていく。

（……要人が正しく守られてくれると動きやすいな）

　ウィリアムは剣を握にぎり直し、少しでも敵を潰つぶそうと眼がん前ぜんを見み据すえる。

　すると、視界の端はしに栗くり色いろの髪かみが靡なびくのが見えた。

「……セルザード伯爵は下がっていてくださっていいのですよ」

「戯言たわごとを。ここは私の家だ。襲しゆう撃げき者しやと客人を会わせる訳にはいかない」

　そう言って、ギクラスは剣を抜ぬいた。

「……助けられませんよ」

「構わない。この程度の窮きゆう地ち、昔ならば日にち常じよう茶さ飯はん事じだった」

　ギクラスは襲おそってくるベルニーニの軍人を一人、迷いなく斬きり伏ふせる。

　その動きは反射的だが流れるように美しく、戦い慣れていることを示していた。

「文官だったとは思えないっすね」

　ラッセルはゴクリと喉のどを鳴らした。

　ウィリアムはギクラスの隣となりに並び立つと、敵を斬り伏せながら問いかける。

「先ほどは随ずい分ぶんな怒おこりようだったが、貴方あなたはどこまで知っている……！」

「逆に聞くが、ヴァレンタイン侯爵は女王をどこまで知っている？」

「……良き執しつ政せい者しやだと思うが」

　戦争に勝ち、復興を進め、順調に国力を回復させる手しゆ腕わんなど、客観的に見て女王は良き執政者と言えよう。

　しかし、ギクラスはそう思っていないのか、眉み間けんの皺しわを深くする。

「何も分かっていないな。アイツはとんでもない俗ぞく物ぶつの強ごう欲よく女おんなだ。貴き殿でんと王太子殿下がここに来たことも偶ぐう然ぜんではあるまい」

「女王はジェイラスが死んでも構わないというのか」

「……この程度の窮地を脱だつせない者に王たる資格はないということだろう。言わばこれは試験だ。ジェイラス王太子殿下とその駒こまたち、そして……私にまだ価値があるのか知るための……！」

「試験、か」

　なんという尊大な試験だ。息子むすこの命も国の将来も、女王は自分の理想のためならば容易たやすく天てん秤びんに乗せる。ウィリアムは感情の欠落した思想に恐きよう怖ふを抱いだく。

「……もしや、ロザリンドとシリウスの誘ゆう拐かいも……？」

「ふたりは試験を受ける必要はない。誘拐という体ていで遠ざけられたのだろう。ロザリンドには既すでに唯ゆい一いつ無む二にの価値を見み出いだしているし、シリウスは私がいなくなったときの都合のいい代だい替たい品ひんだ。子どもだけに、あの女の思想に染まりやすいしな」

「……そこまで……考えているというのか」

「エレアノーラはどこまでも用意周しゆう到とうだ。貴殿とロザリンドの縁えんを結んだ手腕を忘れてはおるまい」

　女王は聖女を失った喪そう失しつ感かんに満ちたウィリアムを仕事へ傾中させ、やがて軍務大臣と侯爵の地位が盤ばん石じやくになるとロザリンドを娶めとらせた。

　それらはウィリアムへの褒ほう美びとも思えるが、もしもウィリアムに利用価値がないと見れば、ロザリンドを別の男の褒ほう賞しようとして嫁とつがせたに違ちがいない。

　何な故ぜなら、耽たん美び的てきで危き殆たいな宝石を一番手放したくなかったのは、女王自身に違いないのだから。

「元側近の言葉は重いな……！」

　ウィリアムは規則的に弓矢を弾はじき、剣を振るう。

　セルザード伯爵の使用人たちが援護してくれるが、相手は現げん役えきの軍人たち。戦局は厳しく、このままでは先にウィリアムたちの体力が尽つきてしまいそうだ。

「防ぐので精せい一いつ杯ぱいか」

「屋敷に籠ろう城じようする手は使えるだろうか」

　もはや、ウィリアムとギクラスの間に敬語はない。

　戦場で命を預け合う者に言葉を飾かざることなど不要だ。

「……女王が嚙かんでいるならば、屋敷の見取り図までも把は握あくしている可能性が高い。下手に籠城して嬲なぶり殺ごろしに遭あうのは御ご免めん被こうむる」

「確かに。余よ程ほど私たちは憎にくまれているようだな」

　ベルニーニの軍人たちの攻こう撃げきは、まるで命がけの特とつ攻こうのように危機迫せまるものを感じる。

　怪け我がをすること、死ぬことなど考えず、憎ぞう悪おの感情を剣に込めて斬りかかってくるのだ。

（……まるで洗脳されているようだな。戦争の負の遺産か）

　ウィリアムは薄うすら寒さむさを感じながらも、冷静に攻撃を躱かわしていく。

「……ここは黄金の聖女の生家で、次期フランレシア王と二人の英えい雄ゆうがいるのだ。戦争に未いまだ取り残されたベルニーニの亡ぼう霊れいたちには、うまい餌えさにしか見えまい」

「私し怨えんか。狼を餌と思うとは、生意気な亡霊だ……！」

　ウィリアムとギクラスが中心となって剣を振り、使用人たちが弓矢や槍やりで援護する。

　統制のとれた迎撃だったが、やはりベルニーニ側の人数が多く、拮きつ抗こうするのがやっとだ。

（……何か、戦いの流れを変えるものがあれば……！）

　ウィリアムの中で、焦あせりが生まれていた。

　ジェイラスを守りきり、どこかで恐怖に震ふるえているであろうロザリンドを早く救い出したい。それなのに、目の前の敵は手て強ごわく、思い通りにならない。

　徐々に摩ま耗もうしていく精神力。

　そして僅わずかに集中力が途と切ぎれた時、ウィリアムの眼前に敵の放つ銀の刃やいばがあった。

「……チッ」

　腕うで一本持って行かれる覚かく悟ごで刃を受けようとすると、背後で断続的に爆ばく発はつ音おんが聞こえた。




　──パンッ　パンッ　パンッ




　目の前の敵も、ウィリアムも、ギクラスも、ジェイラスたちも、皆みなが動きを止めて振り返った。

　色とりどりの煙えん幕まくに視界が覆おおわれる。しかしそれらの効果は風によってすぐに立ち消え、代わりに屋敷のテラスにいる黒い人ひと影かげが現れた。

「誰だれだ……！」

　ベルニーニの軍人の一人が、その黒い人影に向かって叫んだ。

　ウィリアムはてっきり挟はさみ撃うちにされたのだと思ったが、そうではないらしい。

　援軍到着にしては早すぎるし、こんな突とつ飛ぴな登場をする部下もいない。




　黒い人影は大きな布に包まれていたが、突とつ如じよ、その布が取とり払はらわれる。

　そして聞こえたのは、女のあざ笑うかのような甲かん高だかい罵ののしり。




「うふふっ、馬ば鹿かな実験動物たち。籠かごに囚とらわれたことも知らずに踊おどっているなんて、滑こつ稽けいだね！」




　現れた女は美しい金きん髪ぱつを風に靡かせ、神秘的な琥こ珀はく色いろの瞳ひとみをらんらんと輝かがやかせていた。

　黙だまっていれば人形のように精せい巧こうな顔立ちも、華きや奢しやでやわらかな肢し体たいも、思わず吸い付きたくなるような薔ば薇ら色いろの唇くちびるも、その言動がすべてを台無しにする。

　見覚えがあるなんてものではない。彼女はウィリアムの唯ゆい一いつ愛する女性、現在囚われの身となっているはずの妻、ロザリンドだった。




　色　々　と　ツ　ッ　コ　み　た　い　こ　と　が　多　す　ぎ　る　ん　だ　が　！




　ここが戦場でなかったら、ウィリアムは頭を抱かかえていたに違いない。

　今すぐにでも危なっかしい彼女に駆け寄りたい衝しよう動どうを必死に堪こらえるが、ロザリンドはそんな夫の内心など知らず、欄らん干かんに登ると実に楽しそうに名乗りをあげる。




「ふぁっははは！　わたしの名はロザリンド・ヴァレンタイン。三度の飯よりも血肉が大好きな狼侯爵の伴はん侶りよにして、混沌と実験を愛する魔女なり！」




　混　沌　と　実　験　を　愛　す　る　魔　女　っ　て　な　ん　だ　!?




　ロザリンドは「フッ、決まった！」と言いながら、腰こしに手を当ててふんぞり返った。

「あれが『混沌の魔女』だ……！」

「なんて禍まが々まがしい……！　聞いていた通りだ。祖国のためにうち滅ほろぼさなければ……！」

　フランレシア勢がぽかーんと口を半開きにする中、ベルニーニ勢の空気は変わり、まるで恐怖に凍こおり付ついたかのように戦せん々せん恐きよう々きようとしている。

「わ、私は血肉など好きではないぞ！　ご、誤解だ……！」

　いち早く立ち直ったのは、普ふ段だんから魔女に振り回されっぱなしのウィリアムだった。

　しかし残念なことに、ウィリアムの言動に心を配る者は皆かい無むである。




「貴様らのような矮わい小しような存在など、わたしの魔ま術じゆつで蹂じゆう躙りんしてくれるわ！」




　そう言ってロザリンドが片手を上げると、眩まばゆい閃せん光こうが弾けた。
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　ロザリンドは見晴らしのいいテラスの上から冷静に戦せん況きようを分ぶん析せきした。

「ぐぁっ！」

　閃光に目を潰され、ベルニーニの軍人が数人顔を背そむけた。

　その瞬間ウィリアムは剣を振り下ろし、確実に敵を再起不能にする。

「さすが、ウィリアム様。シリウス、次は三歩左、鏡は二十五度上向きに」

「はいはい」

　閃光といってもタネは簡単だ。

　小規模な爆ばく炎えんにより派手な登場をして注意を引きつけ、ロザリンドの背後にいるシリウスが特大の鏡で太陽の光を反射させて、目め眩くらましをする。少しでも味方の援護になればと思ったが、ウィリアムは予想以上にロザリンドの意を汲くみ行動してくれた。

「……さすが夫婦。息ぴったり」

「姉上、惚気のろけるのは後にして次に行って……！」

「分かったよ、シリウス」

　ロザリンドは口を尖とがらせつつも頷うなずいた。

　誘拐犯たちが使った抜け道を使ってロザリンドとシリウスは秘密裏に屋敷へ入ったが、自分たちの役目は陽動と時じ間かん稼かせぎに過ぎない。

　後は分断されて門の外で戦うウィリアムの部下たちにセレスとランベルトたちが加勢して、皇太子派たちを挟み撃ちにできれば作戦成功だ。

「我わが魔術の深しん淵えんを見るがいい。……えいっ」

　尊大な態度を意識しながら慣れない言葉を使うと、ロザリンドはどす黒い色の試験管を噴ふん水すいへ放り投げた。試験管はパリンッと音を立てて割れ、中の液体が水に溶とけていった。

　すると一気に噴水は血のような赤に染まり、ごぽごぽと煮にえたぎる溶よう岩がんのように大きな気き泡ほうが次々と浮かんでいく。

「何だ!?」

「何をした、混沌の魔女め……！」

　畏い怖ふと憎悪を込めてベルニーニの軍人が叫ぶ。

（……本当に私って、ベルニーニでは魔女って呼ばれているんだ）

　彼らは戦時中、あらゆる毒物を使ってフランレシアを苦しめてきた。当初の戦績は、ベルニーニ神国側が優位にあったという。

　だが、フランレシアの黄金の錬れん金きん術じゆつ師しによって毒物が攻こう略りやくされていくと、次し第だいに戦局は変化していく。一進一退の攻こう防ぼうの中、黄金の錬金術師の暗殺にベルニーニは成功する。これでまた有利になるかと思えば、ウィリアムたちフランレシア軍人の活かつ躍やくによって王は討うち取とられ、皇太子は捕ほ虜りよとなる。

　そして──ベルニーニは、戦局を変える原因となった黄金の錬金術師に恐おそれを抱く。優すぐれた薬師くすしは恐ろしい毒物の開発者たり得るからだ。

　だが所しよ詮せんは故人。もう苦しめられることはないと思っていたところに、ロザリンドの学友クリスティーナから黄金の錬金術師が生きているという情報がもたらされた。

　ロザリンドがいくつもの解げ毒どく薬やくを開発した黄金の錬金術師だということは、ベルニーニ神国の中でも一部の者たちが知るところとなったのだ。

　そして彼らはクリスティーナを使ってロザリンドを手に入れようと画策する。しかしそれは失敗し、さらには死し灰はい毒どくの解毒薬までも開発されてしまったのだ。

　だから、彼らはロザリンドを『混沌の魔女』と呼ぶ。

　自分たちがやったように、未知毒によって蹂躙されるのではないかと恐れているのだ。

「わたしはただ、お前たちが踊り死ぬ様を見たいだけだよ。戦争に負けただけでは懲こりなかったようだしね？」

　陽動とはいえ、死を望む言葉を紡つむぐことはロザリンドの心に負ふ荷かをかける。

　しかし、今は混沌の魔女を演じなくてはならない。自分ほど彼らを引きつけられる囮おとりはいないのだから。

　故ゆえにランベルトは、身も名めい誉よも汚けがすことができるかと問うたのだ。

　愛する者たちのためならば、泥どろを被ることも厭いとわない。その覚悟すらない者に自分の私兵を貸し、信しん頼らいすることは不可能だ。

「皇こう太たい子し殿下の命だ！　祖国のため、魔女とそれに連なる者たち、そして王太子を殺すのだ……！」

　彼らの目が怒いかりと忠誠心に燃える。怖こわいほどに真まっ直すぐなその視線は、正しいのは彼らで間ま違ちがっているのはロザリンドだと責めるかのよう。

　軍人の一人が、ロザリンドに向けて槍を構える。

「させるか！」

　だがそれは投とう擲てき半なかばで、ウィリアムによって弾き飛ばされた。

「妻が頑がん張ばっているのに、夫の私が腑ふ抜ぬけでいられるか」

　冷静さを取り戻したウィリアムは剣を握り直すと俊しゆん敏びんさと鋭するどさで敵を斬り伏せていく。

　その姿はまるで、戦場を駆ける黒狼だ。

「……ウィリアム様」

　ぎゅっと胸の前で手を組みながら、ロザリンドは伏ふし目めがちに愛する夫の名を呟つぶやいた。
















　そして気づいてしまった。

　噴水の色が血のような赤から、黄金こがね色いろに変わっていることに。

「……どうしたんだよ、ソワソワして」

「え、なんでもない、けど？」

　訝いぶかしむシリウスにそう答えたが、ロザリンドの注意は噴水へと向いてしまう。

　噴水に投げ込んだ液体は、水に薄めて使う消毒薬である。

　薄めた直後に温度が急きゆう上じよう昇しようしてしまうことが欠点ではあるが、水さえあれば少量の液で多量の消毒薬をつくれる中々に便利なものであった。

（なんで、どうしてあんな色になっているの!?）

　あの消毒薬が黄金色になるなんて、検証実験では出なかった結果だ。

　噴水の水に何か色を変えさせるほどの成分が含ふくまれているのか、それともまた別の要因により色が変わったのか、とても気になる。

　今、ロザリンドが一番してみたいことは……

「ああもう！　我が慢まんできない！」

　ロザリンドはそう叫ぶと、太ももに括くくり付つけてあった青色の試験管──試作品の鎮ちん痛つう剤ざいを取り出した。

　そしてそれを噴水へと投げ込む。




　再びパリンッと試験管が割れる音がしたかと思うと、噴水がみるみるうちに毒々しい紫むらさきに変わっていく。そしてもくもくと薄紫色の霧きりを周囲に発生させた。

「……あ、失敗した」

　予想では効能が混じり合い、痛覚を刺し激げきしないただの消毒薬が出来上がるはずだった。

　しかしあの毒々しい液体がそんな素晴らしい薬には到とう底てい思えない。

「鼻と口を覆うんだ……！」

　誰が言ったのかは分からない。

　敵も味方も関係なく、全員が鼻と口を布で覆った。

「何してくれてんだよ、姉上ぇぇえええ！」

「だって、そこに未知の現象があったから！」

「言い訳にならねーよ！」

　シリウスは姉の襟えり首くびを摑つかみ、全ぜん身しん全ぜん霊れいを込めて揺ゆさぶった。




「ううっ、目がぁぁああ」

　呻うめき声を聞きちらりと様子を窺うかがえば、口ではなく目を押さえている人が多い。

　そして風向きのせいか、ロザリンドの言動に慣れず対応が遅れたのかは知らないが、ベルニーニ側の被ひ害がいが甚じん大だいなように思える。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ、目にすこーし染みるだけだから。ちょっと刺激が強いだけの消毒薬。失敗は成功の母。頭隠かくして尻しり隠さず？」

「意味わかんねーから！」

　ロザリンドも少し混乱していた。

　ますます噴水の成分が知りたくなってくる。




「我が名はランベルト・ベルニーニ！　ジェイラス・フランレシア王太子殿下の加勢に参った！」




　分断されていたウィリアムの部下たちが、漸ようやくランベルトと共に現れた。

　決死の覚悟で踏み込んできた彼らだったが、咽むせび泣なきながら地面を這はいつくばる皇太子派の軍人たちを見て、頰ほおを引きつらせる。




「『黄金の聖女』の加護は我らとランベルト殿下にあり！　祖国を滅ぼさんとする愚おろか者もの共を捕とらえよ！」




　動どう揺ようを感じさせないジェイラスの高らかな声と共に、セルザード伯爵家襲撃事件は終しゆう焉えんへと向かったのだった────





[image: ]






　戦いの後、ロザリンドたちは互たがいの国の状じよう況きようを整理するために、屋敷へ入った。

　そして漸ようやくそこで、ランベルトは愛いとしい母子と再会する。

「シャーリー！　やっと……迎えに来ることができた」

「ランベルト様……！　迎えに来てくださると信じていましたわ」

　戦争で引ひき裂さかれたふたりは、お互いを求め合うように熱い抱ほう擁ようを交かわす。

「ああ、愛しい人。君のその垂れ目がちな眦まなじりも、蠱こ惑わく的てきな唇も、すべてが私の理想を具現化したようだ。美しい、美しすぎるよ！」

「ランベルト様は、世界で一番美しく素す敵てきなお顔ですわ……！」

「ありがとう。ルカ、私がお父様だぞ」

　生まれてから一度も父親の姿を見たことがないルカは、ランベルトを見て小首を傾かしげた。

「とうさま？」

「きゃーっ！　まるで天使のようだわ！」

「私たちは罪深いことをしてしまったかもしれない。こんなにも美しく愛らしい天使を地上に産み落としてしまったのだから」

「その罪はわたくしもランベルト様と一緒に背負うわ。美しき者の宿命よ……！」

　悲劇なのか、喜劇なのか分からないような大おお仰ぎような動きをすると、ついには三人でガッチリと抱擁を交わした。

　それを見たオーレリアの額ひたいには血管が浮き出ている。

「思考回路がねじ切れていますわね」

「まあでも、愛し合う姿勢は素晴らしいと思うよ」

　ジェイラスはこほんっと咳せき払ばらいをすると、懐ふところから美しいエメラルドとプラチナの指輪を取り出し、跪ひざまずいた。

「さあ、僕ぼくたちも愛し合おうじゃないか！　君は世界で一番美しい。その輝きをどうか、僕へ向けてくれないか。結婚しよう、オーレリア！」

「嫌いや。頭に蛆うじでも湧わいているんですの？」

　オーレリアが不快そうに見下ろすが、ジェイラスは堪えた様子もなく「今回はいけると思ったのにねぇ。また策を練るとしようか」と言いながら懐に指輪を戻した。

「またお前たちは……他国の要人たちの前で、求婚芸など見せるんじゃない！」

　襲撃者たちを捕ほ縛ばくし終えたウィリアムは、早々に披ひ露ろうされた幼おさな馴な染じみの求婚芸に頭を抱えた。

「追おい縋すがる浮うわ気き男おとこの痴ち態たいを見せたクズ野や郎ろうにだけは言われたくないですわ」

「同感だね。ウィリアム、少しは自分を客観的に見れるようになった方がいいよ」

「私は浮気などしていない！」

　ウィリアムは必死に叫んだ。

　それを見たロザリンドは、堪えきれずにクスクスと笑いを漏もらす。

　しかし部屋にいる全員が自分を見ていることに気づき、顔を紅潮させた。

「笑ってしまってごめんなさい。ただ、懐なつかしくって」

　いつもの日常が戻ってきた。

　そう思うだけで、ロザリンドの視界は潤うるむ。

「ロザリンド……」

　ウィリアムは妻が人一倍寂さびしがりやだったことを思い出し、抱だきしめるためにそっと手を伸ばす。

　だがそれはすぐにシリウスによって叩たたき落おとされた。

「失礼、ロザリー姉上」

「シ、シリウス！　分かっていてやっているな？」

「なんのこと？」

　シリウスとウィリアムの間にバチバチと見えない火花が散る。

「ろざりーねえさま、きれー！」

「いい子だね、ルカは」

　飛びついてきたルカを抱きしめると、ロザリンドは花開くように微笑ほほえんだ。

　それを見たシリウスとウィリアムは呆ぼう然ぜんとルカを見つめ、声を揃そろえて呟く。

「「父親に似て、末すえ恐おそろしい子だ」」

「あ、すごく失礼なことを言われている気がするよ」

「ランベルト様。ただの嫉しつ妬とですわ！」

「これも神が与あたえた美しき試練か」

　ランベルトは憂うれい顔がおで溜ため息いきを吐ついた。

「……さて、皆揃ったようですし、お遊びはやめて話し合いを始めましょう。子どもたちは別室で待機すること」

　入室してきたギクラスが呆あきれた声で言い放つと、それを合図に、ピリリとした緊きん張ちよう感かんに包まれる。

（当事者の一人だから仕方ないとはいえ、この顔ぶれの話し合いに参加するのは気が引けるね）

　ロザリンドはおずおずと席に座すわる。

　不安げなロザリンドを気き遣づかってか、隣に腰を下ろしたウィリアムは、周りに見えないように手を握ってくれた。

「さて、話し合いの席を設けたのは状況を整理するためです。そして、これからの道を決めるため」

　ギクラスがそう言うと、真っ先にランベルトが片手を挙げる。

「まずは私から話した方がいいかな。信頼を得るには、先に手札を明かすのがいいからね」

「では、貴殿は何故フランレシアに赴おもむいた？」

「皇太子派がシャーリーとルカを狙う計画を立てていることを知ったから。それと、従妹であるロザリンドに興味があったから。もしも虐しいたげられているようであれば、彼女も一いつ緒しよに救い出す予定だった。友好の密約がエレアノーラ女王からの条件だった」

　ジェイラスの質問に、ランベルトはスラスラと答えていく。

　それはロザリンドが事前に聞いていたことと一致しており、彼に噓うそを吐く気はないことが分かる。

「ランベルト殿下。密約の内容を、わたくしたちに話してもらえますか？」

「普ふ通つうなら絶対に答えないところだけど、美しいオーレリア・スペンサー補ほ佐さ官かんに請われたら話してしまうよ！」

「して、内容はなんですの？」

　普段求婚され慣れているオーレリアは、眉まゆ一つ動かさずに受け流した。

　ランベルトは嘆くこともなく微笑んだ。しかし、瞳の奥おくは笑っていない。

「自由貿易の開始と、宗教改革を持ちかけられたよ」

「……宗教改革、とは？」

「簡単な話だよ。援えん助じよするかわりに、フランレシアが信じる神を奉たてまつる教会を、ベルニーニにもいくつか建てさせてくれないかって言われた。いやはや、恐ろしいよね」

　復興が進まず、少なからず王家の信頼が揺らいでいるベルニーニ。そこへ慈じ悲ひ深ぶかい女王の援助が入り隣りん国ごくへの悪感情が薄らぐ。さらに貿易によってフランレシアの文化が流入する。そして新たな思想が入り込めば、フランレシアの宗教に傾けい倒とうする者は出てくるはずだ。

　その果てに引き起こされることを、フランレシアは関係ないと突つっぱねることはできるだろうか。

「……母上はベルニーニを支し援えんすると言っていた。だがこれは……血の流れない戦争ではないのか。もし、母上の策略が悪い方に転べば、フランレシアとベルニーニは先の戦争以上の惨さん劇げきを招くよ」

「……どちらに転んでも、いずれはベルニーニを併へい合ごうしたいと女王は考えているのでは」

「そう言うセルザード伯爵は、どうしてランベルト殿どのを滞たい在ざいさせたんだい？」

「女王に頼たのまれたからです。そして何より、先妻の親しん戚せきを蔑ないがしろにはできませんから。……まあ、そこを利用された訳ですが」

　そう言ってギクラスはロザリンドに視線を向ける。

「……えっと、ランベルトにシャーリーたちを引き渡せば終わる話だったのに、女王陛下は何故ジェイラス殿下を巻き込んだの？」

　ロザリンドが問いかければ、ギクラスは深く眉間に皺を寄せた。

「女王とは考えが異なる殿下を後継者として快く思っていない貴族も多いのは、ご存じでしょう。今回の襲撃を退け、皇太子派を捕らえたことで、ジェイラス王太子殿下は世よ継つぎとして箔はくがつきました。表だって反対する者はいなくなるでしょう」

「そうだねぇ。でもそれって、勝算があった訳じゃないよね。僕がここで死んだとしても、王太子として相応ふさわしくなかっただけのことで、側近のウィリアムとオーレリアごと消えても構わなかったってことだ。傷つくなぁ」

　からからと笑うが、ジェイラスの心が本当に傷ついているのは伝わってきた。

　それを見て、ロザリンドと重なったウィリアムの手に力が入る。

「だがジェイラス。お前は生き残り、私とオーレリアも無事だ」

「皆のおかげだよ。僕は凡ぼん人じんだからねぇ。多くの手に支えてもらわなくては立ちゆかないんだ」

「何を弱気になっているんですの。ジェイラス殿下ほど人の才能を引き出すことに長たける人を知りません。わたくしたちが貴方の味方となっているのですから恐れるものなど、何一つありませんわ」

「……でも、今回のことで分かったよ。母上はきっと、自分の意に添そわない者は息子であっても排はい除じよするよ」

　ウィリアムとオーレリアの励はげましを聞いても、尚なお、ジェイラスは不安げな表情を浮かべる。

　オーレリアはジェイラスを睨にらみ付つけると、一気に捲まくし立たてる。

「約束を守らないつもりですの……？　勝手に責務から逃のがれようとするのは、許しません！　だいたい、貴方と女王陛下の格の違いなど最初から分かっております。それでも傍そばにいると決めたのは、わたくしですわ！」

「私はずっとジェイラスの味方だ」

「わたしも！」

　堪たまらずロザリンドも一緒に名乗りを上げた。

　するとジェイラスは驚きよう愕がくの表情でロザリンドを見る。

「ロザリンドも……？」

「ジェイラス殿下は、ウィリアム様の隣で笑っているわたしが一番だと言ってくれた。だからきっと、正しくわたしを使ってくれる。それにおこがましいかもしれないけれど、わたしは……友人だと思っているから」

　そうでなければ、可か愛わいい弟の誕生パーティーの招待状なんて送らない。

　短い付き合いではあるけれど、ジェイラスは人の意思をねじ曲げるようなことはしない。人の心に寄り添うことのできる王になれると思っている。

　それを友人として助けたいと思うのは、自然なことだろう。

「ありがとう、ロザリンド嬢。僕も君を大切な友人だと思っているよ」

　ジェイラスは穏おだやかな表情を見せると、オーレリアに「迷ってごめんね。頼りにしているよ」と耳打ちする。

　オーレリアはそっぽを向いたが、その耳は真っ赤になっている。

「……ジェイラス王太子殿下は、この国をどう導きたいと思っていますか……？」

　ギクラスは探さぐるように問いかけた。

「僕の器うつわでは、母上のように変革をもたらすことなんてできないよ。きっと現状維い持じで精一杯だ。でも……皆が手を取り合い支え合うような国を作りたいと思っている。歴史に残らない王に、僕はなりたい」

　普通の人ならば不ふ甲が斐いないと言うかもしれない。

　しかし歴史に残らない王とは、大きな国の乱れを招かず、安定した治世を敷しいたということだ。

　いかにもジェイラスらしい考え方だとロザリンドは思った。

「なれば、私はセルザード伯爵家当主として貴方の味方となりましょう」

「どうしてだい？」

「元々、女王の思想は好きではありません。ジェイラス王太子殿下の考え方の方が肌はだに馴な染じむ。そして何より……最後に残った私ぐらい、彼女の敵であってもよいでしょう。いつだって叱しかるのは私の役目でしたから」

　そう言ったギクラスは、ここではないどこかへ想おもいを馳はせているようにも思える。

「さしずめ僕らは『王太子派』かな？」

「是ぜ非ひとも、ベルニーニ神国とも良い関係を結んで欲しいね」

　ランベルトは握あく手しゆを求めてジェイラスに手を伸ばす。

「価値観に反発するでも、染めるでもない。お互いを理解し尊重できる隣国となれるように少しずつ歩んでいこう」

　ジェイラスは迷うことなくランベルトの手をとった。

「私の妃きさきになる人の出身国だからね。それぐらい計らうさ。ああ、今回の襲撃の責任問題だけれども……なるべくお手て柔やわらかに頼むよ。あとロザリンド、薬をよろしく頼むよ」

「両国の架かけ橋はしとなれるのならいくらでも作るよ、ランベルト」

　ロザリンドがそう言うと、場の雰ふん囲い気きが一気に華はなやいだ。
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　フランレシア王国の王都の外はずれには古い学まなび舎やがある。

　建国後数年で建てられたというその学校は、現女王の母校であり、かつて国内の最高学府と呼ばれるほどの場所だった。

　今では学問の最さい高こう峰ほうと言えば、エレアノーラ学院だと国民の誰だれもが答える。それでも、この学校は今でも高位貴族たちの子女が集つどう格式高い学び舎として人気が高い。

　詰つめ襟えりの白い学生服を着る学生たちが学生街にひしめく中、黒い貴族服に身を包んだ男が誰の目に止まることもなく歩いている。

　その名はギクラス・セルザード。

　彼もまた、かつては女王の側近としてこの学び舎に通う学生の一人だった。

「……まったく、やけに人が多いと思ったら今日は試験最終日か」

　学生の頃、憂ゆう鬱うつな試験から解放され、大きな達成感と僅わずかな不安に揺ゆれるこの日は、堅かた物ぶつで面おも白しろみがないと言われていた自分も特別な日のように感じていた気がする。

　ギクラスは懐かい中ちゆう時ど計けいを取り出すと、小さく息を吐はく。

「……約束の時間の十五分前か。習慣というのは、嫌いやになるな」

　ギクラスは大通りから迷うことなく路地に入った。

　喧けん騒そうから離はなれたその場所には貴族の学生寮りようが多く、道も整えられている。ギクラスは赤いレンガ造りの建物の前に立つと、懐ふところから古ぼけた鍵かぎを取り出した。

　慣れた手つきで解かい錠じようすると、そのまま闇やみに溶とけるようにするりと建物に入った。

「……二十年ぶりか。恐おそろしいほど変わらないな」

　よく手入れされているのか、廊ろう下かには塵ちり一つない。調度品の一つ一つも光ひかり輝かがやき、高貴な身分の者が住むに相応ふさわしい場所と言えよう。

　ギクラスは二階へ続く階段を上り、談話室の扉とびらを開けると、そこには先客がいた。

「貴方あなたは昔から、つまらないくらい時間を守る男だったわよね」

「お前が私よりも先にいるなんて、今日は槍やりでも降るんじゃないか、エレアノーラ」

「あたくしにそんな無礼なことを言うのは、今ではギクラスだけだわ」

「そのままそっくりお前に返す」

　フランレシア王国女王エレアノーラはギクラスを見ると、艶えん然ぜんと笑った。

　年ねん齢れいを重ねても、地味な服を着ていても、女王の美しさは変わらない。

　しかし、ギクラスはそんな彼女を見ても心一つ動かされない。何な故ぜならば、女王の中身が女じよ郎ろう蜘ぐ蛛ものように狡こう猾かつで、狐きつねのように捻ひねくれた遊びが好きだと知っているからだ。

「……昔は四人で集まって、あの子の勉強を見たり、いけ好かない貴族の悪口を言ったり、授業の情報を共有したり……たわいない、とてもちっぽけなことをしていたわね」

「……今では私たち二人しかいないがな」

「そうね。あの人とあの子はもう死んでしまったから」

　女王はそう言うと、窓の外へ視線を向ける。

　あの人とは女王の夫のことだ。彼はジェイラスが物心つく前に、女王を暗殺者の手から守り死んでいった。

　彼女は悲ひ嘆たんに暮れる姿など周りには見せず、残った三人を集めて、この特別な場所で泣いていた。

　しかし、あの子──ファリスが死んだとき、女王はギクラスをここへ呼ぶことはなかった。

「懐なつかしいわね、ギクラス。あたくしが学生で王女だった頃、信じられる味方はあの人とファリスと貴方だけだったわ」

「信じられる、か。私は政略結婚で他国へ嫁とつぐ予定のエレアノーラならば、側近になっても後あと腐くされがないと思っただけだ」

「皆みながあたくしに見向きもしない中、側近に自ら名乗りを上げたギクラスを最初から信しん頼らいしていたわ。貴方の欲深さは、他の貴族たちとは方向性が違ちがうもの」

「……私には、セルザード家を『伯爵家』として遺のこしていく義務がある」

　出る杭くいは打たれ、愚ぐ者しやは淘とう汰たされる。

　セルザード家はそれを恐れ、建国以来、伯爵の地位を守り続けていた。

　ギクラスもまた、それが義務であると幼い頃から教え込まれ、忠実に守ろうとした。しかし、その行動は次々と裏目に出てしまう。

（……計画が狂くるい始めたのはエレアノーラに仕えたときからか、サラと結婚したときからか、ロザリンドが才能を開花させてからか……いいや、私自身の問題か）

　ギクラスがこの世に生まれた瞬しゆん間かんから、セルザード伯爵家は変わる運命だったのかもしれない。

（変わる運命だったのはフランレシア国そのものか）

　女王はギクラスの視線に気づくと、自じ嘲ちよう気ぎ味みに目を伏ふせた。

「王女に仕えたということで、程ほどよくセルザード伯爵家の箔はくがつくことを望んだのでしょうけど、皮肉よね。まさか跡あと継つぎの王子たちが流行はやり病やまいで全員死んで、そこそこの成績しか収めていない王女だけが生き残るなんて」

　エレアノーラの昔の夢は学者だった。しかし、それは叶かなわないと彼女も知っていた。

　政略結婚の駒こまとなり、フランレシアを安あん寧ねいに導く。それがエレアノーラ王女の生まれ持った定めのはずだった。

「見る目がなかった、ということは自負している」

「あら酷ひどいわ。あたくしには確かに学問の才能はなかったけれど、国家元首としての才能は抜ぬきんでたものがあると自負しているもの」

　ギクラスは思い切り顔を顰しかめる。

　女王の信者たちが見れば、不敬だと騒さわぎ喚わめいたに違いない。

「何が国家元首としての才能だ。お前は気まぐれに拾った野の良ら猫ねこに学校を一つぽんと贈おくるような、私情に塗まみれた奴やつだぞ。しかも自分の名を取って『エレアノーラ学院』とは……恥はずかしくないのか？」

　ファリスはエレアノーラが拾ってきた孤こ児じだった。何者も信用しないと鋭するどく光る眼光、瘦やせ細ほそった身体。そして何より、あの生意気な口。ギクラスは彼が大だい嫌きらいだった。

　学生のエレアノーラはファリスを弟で子しにすると、基き礎そ的てきな学問しか教えず、それ以後は玩具おもちやのようにからかって遊んでいた。

　しかし幸か不幸か、ファリスには学者の才能があった。エレアノーラは女王になった後に自分の代わりにファリスに学者としての夢を叶えさせるため、貴き賤せんに関係ない学び舎を建てたのだ。

「だって、ファリスの名前にしようとしたら、ギクラスが止めたでしょう」

「未熟な女王が建てた学院とはいえ、あんな野良猫の名前がつく学校など許されん。それに、野良猫自身が一番嫌がっていただろう」

「自分の名前が後世に残るなんて、最高に愉ゆ快かいじゃない？　あたくしには、貴方たちの考えの方が理解できないわ。本当に、ギクラスとファリスは変なところで気が合うのだから」

「気が合う訳がないだろう！」

　忌いま々いましげに叫さけぶと、女王は少女のようにケラケラと屈くつ託たくなく笑った。

「そうやって必死に否定するところとかそっくりよ？　あーあ、昔に戻もどったみたいね」

「……お前の考えることは、昔から訳が分からない」

「噓うそよ、知っているでしょう？」

　今だけは自分たちが学生だったあの頃のように、ただ素す直なおに言葉をぶつけることが許される。

　ギクラスは僅かに迷ったが、女王に長年疑問に思っていたことを問いただすことにした。

「何故、ロザリンドを野良猫の──ファリスの元へ送った」

「ファリスとロザリンドが寂さびしそうで哀あわれだったから」

　女王は間かん髪はつを容いれずに答えた。

　だがギクラスはそんな薄うすっぺらい言葉に騙だまされはしない。

「それだけではないだろう」

「そうね」

　女王は小さく息を吐くと、背筋を伸ばす。その瞳ひとみは哀かなしみと強さに揺れていた。

「自分の娘むすめと後妻の扱あつかいに戸と惑まどっているギクラスと、大嫌いな貴族の娘の世話をしなくてはならないファリスをからかいたかった。巫み女こ姫ひめに続き、その娘まで死んだら外聞が悪かった。ファリスの貴族嫌いを治し、王宮に召めし上あげたかった。優秀な少女を懐に抱かかえたかった。昔とは違って、ふたりには仲良くなって欲ほしかった。昔みたいに……あたくしの側近へと戻って欲しかった」

「……強ごう突つく張ばりめ」

「そんなことないわ。……一番の望みは叶わなかったもの」

　ファリスの貴族嫌いの原因を作ったのは、ギクラスだ。ふたりは犬けん猿えんの仲と言うほかなかった。それなのに女王は、ロザリンドを頼たよりないギクラスから引き離し、天敵のファリスの元へと送った。とても理解できないことだ。

　そしてもっと理解できないのは、嫌いなギクラスの娘を、弟子として迎むかえ入いれたファリスである。

「あたくしの中ではね、ギクラスはロザリンドを通じてファリスと仲良くなる予定だったの。貴方の意地っ張りのせいよ」

「……そうだな、反省はしている」

　頑かたくなでくだらない意地に囚われた自分が忌々しい。女王のように柔じゆう軟なんな思考ができれば、どれほど生きやすいことか。

「まあ、安心もしていたのでしょう。愛を理解できない自分よりもファリスの傍そばにいた方が、ロザリンドも幸せになれるって」

「……否定はしない」

「かっこつけちゃって。これだから男は見み栄えっ張ぱりだと言うの。本当はファリスのことを認めているくせに」

「……そうだな。私はアイツのようになれない。嫉しつ妬とする資格もない。……私の娘を、命を賭として守ったのだから」

　戦争の折、エレアノーラ学院は一時休校となった。

　ギクラスはロザリンドを迎えにエレアノーラ学院に遣つかいを出したが、そこに彼女はいなかった。

　今となっては、貴族の柵さくを乗のり越こえることができない自分にロザリンドを守れたのかは怪あやしい。国が、女王が願えば、ギクラスは彼女を国家の生いけ贄にえに捧ささげていたかもしれない。

　ギクラスはキツく拳こぶしを握にぎりしめた。

「これだから男は独りよがりだと言うの。愛する男には生きていてほしいと願う女心を理解できないのだから」

「アイツは、やはりロザリンドを愛していたのか？」

「愛していたでしょう。男女の愛ではないけれど、強く大きく……あたくしには真ま似ねのできない無む償しようの愛だわ」

　女王は国のために生きる存在。故ゆえに、感情に惑まどわされてはいけない。

　無償の愛などもってのほかだ。

　だがそれは果たして、人として幸せなことなのか。愛を知らないギクラスには、女王の心を推おし量はかることはできない。

　また、愛のために命を懸かけることを厭いとわなかったファリスのことも。

「……さて、無む駄だ話ばなしも終わりにしよう。そろそろ私をここに呼んだ理由が知りたい」

「あたくしの側近に戻りなさい、ギクラス」

　女王は扇せん子すを手で叩たたき、頷くのは当然といった態度で言い放った。

　思わず跪ひざまずいてしまいそうなほどの覇は気きに満ちている。

「エレアノーラ、今回の騒そう動どうでお前の望む結果は得られたか？」

「概おおむねは。後は、貴方が首を縦に振ふるのを待つだけよ」

　ギクラスは一度深く深呼吸をすると、真まっ直すぐ女王の双そう眸ぼうを見つめる。

「それはよかった。だが私の答えはお前の望むものではない」

「……理由を聞いても？」

「簡単な話だ。お前はセルザード伯爵家の誇ほこりを傷つけた」

　無理矢理ギクラスを政治の表おもて舞ぶ台たいに引ひき摺ずり出そうとし、ロザリンドをランベルトとの交こう渉しようのための駒にした。おまけに、一歩間ま違ちがえば襲しゆう撃げきによってセルザード伯爵家が潰つぶれる可能性もあった。それなのに女王の手を取れるほど、ギクラスの自尊心は軽くはない。

「みみっちい男。でもそれだけではないでしょう？」

「そうだな。私はジェイラス王太子殿でん下かの創る国が見てみたくなった」

「あらそう」

「意外とあっさりしているんだな」

　ギクラスは目をぱちくりさせた。

「子の成長を喜ばない親はいないわ」

　女王は一いつ瞬しゆん嬉うれしそうに頰ほおを緩ゆるめるが、すぐに執しつ政せい者しやの鋭い表情に戻った。

「でも女王としては複雑ね。今回のあたくしの一番の目的は叶わないのだから」

「……だからお前は強突く張りだと言うんだ」

「欲が満たされないなら、王なんて重責を背負わないわよ。言っておくけれど、あたくしはまだまだこの国を変えるつもりよ」

「……息子むすこと対立することになっても？」

「ええ、もちろん。この国にはまだまだ可能性があるもの。もっと発展することができる。豊かで誇らしい国になれる。今がその時なのよ」

「……すべての者が変革を許容できる訳ではない」

「弱者に合わせて懐かい古こ主義に囚われ、他国の台頭を許し、国そのものを消されてもいいというの？　今や世界は刻々と進歩している。特に毒物や兵器の発展はめざましいわ。ジェイラスの考えは甘あますぎる。安寧を手に入れるには、変化を止められないの」

　まるで世界の覇は者しやにならんと決意するような力強さに、ジェイラスは気け圧おされる。

　しかし、それは貴族然とした笑えみで封ふうじ込こめ、昔エレアノーラが悪戯いたずらをしたときのように女王を窘たしなめる。

「息子に嫌われるぞ、エレアノーラ」

「邪じや魔まだと思われても、玉座に居い座すわってやるわ。どうしてもどかしたいというのならば、力ちから尽ずくでやることね！」

　我わが儘ままを言う子どものように女王は言った。

　ギクラスは苦く笑しようを浮かべると、眉まゆ尻じりを下げる。

「……本当に、エレアノーラは何一つ変わらないな」

　この偉い大だいなる女王は、やがてフランレシア史に……世界に大きく名を轟とどろかせる存在となるだろう。

　しかし変革は豊かさと共に混乱を招く。

　彼女の思想についていけない者は少なからずいる。そこからこの国が破は綻たんしないか、ギクラスは心配だった。そして戦争が起こってからの彼女は、生き急いでいるように感じる。

「エレアノーラ、お前まだ……いいや、なんでもない」

　ギクラスは言葉を吞のみ込こむと、女王の前に古ぼけた鍵を差し出す。

「私はもう、ここへは来ない。お前の考えには賛同することができない」

「ふーん。貴方は前に進み、この場所に囚われるのは、あたくしだけということね。ギクラスなら……あたくしを放っておくことはないと思ったけれど、人は変わるものね。とっとと出て行くがいいわ」

「……そうだな。お前を変えられる者はもう、この世にはいない。革新的な女王が頑なに信じるものは幻まぼろしだ」

「うるさい！　あたくしにはもう、国しかないのよ！」

　女王は叫ぶと、左薬指をそっと撫なでた。

　手て袋ぶくろで見えないそこには、鈍にぶく光る指輪がはめられているのをジェイラスは知っている。

「……さようなら、エレアノーラ。私の最後の友人」

「ええ、さようなら、ギクラス。あたくしの新たな敵てき人びと」

　ギクラスと女王の道は分かれた。

　しかし、ギクラスはいつか再び道が交わることを願わずにはいられない────











終章






　シリウスの誕生パーティーから数週間後。ロザリンドはエレアノーラ学院の講師に戻もどっていた。

　ランベルトの来訪は非公式であったため、セルザード伯はく爵しやく家けへの皇太子派襲しゆう撃げき事件は内々で処理された。

　オーレリアからの手紙から伝え聞くには、ランベルトと女王の交こう渉しようは決けつ裂れつ。復興支し援えんは白紙になった。しかし、ランベルトとジェイラスの間では個人的な友好が結ばれたようで、限定的な貿易は開始するようだ。

「……よっし、できた」

　ロザリンドは自分の研究室で久しぶりにコーヒーを淹いれていた。

　その出で来き映ばえに満足すると、来客用の上質なカップにコーヒーを注ぎ入れ、ぷるぷるとトレーを震ふるわせながら運んでいく。

　客はランベルトとシャーリーだった。

　彼らは別れの挨あい拶さつをするためにロザリンドに会いに来たという。危険物の多い場所のため、ルカはお留守番だそうだ。

　無事にカップをテーブルに置くと、ロザリンドはふたりの向かい側のソファーに腰こしを下ろした。

「……意外においしいね」

　ランベルトはコーヒーを一口飲んで呟つぶやいた。

　シャーリーもまた、口元を手で隠かくしながら驚おどろいた表情を見せる。

「本当に。てっきり、激マズの飲み薬みたいなものが出てくると思っていたわ」

「気に入ってもらえたようで嬉うれしい」

　ロザリンドは顔を綻ほころばせ、素す直なおに喜んだ。

　ランベルトは眩まぶしそうにそれを見つめると、カップをそっとソーサーに戻した。

「今日で講師を辞やめるんだって？」

「言い方が悪い。雇こ用よう期間が終わっただけ」

　元々、一時的な別居のつもりだったので、女王と結んだのは短期間の雇用契けい約やくだった。

　定期試験も終わり、ロザリンドはまた学院を去らねばならない。しかし、女王の意向で研究室はそのままにしていくこととなった。

　ロザリンドは人に教えることが嫌きらいではないので、また女王から依い頼らいがあれば講師の仕事を受けるつもりである。……尤もつとも、今度はウィリアムと相談してからになるが。

「……もう、ベルニーニへ戻るの？」

「女王との密約は結べなかったけれど、一番の目的は達成されたからね。愛いとしいシャーリーとルカをやっと迎むかえられる」

「シャーリーはいいの？　女王の養女になる話を蹴けったって聞いた」

　花はな嫁よめの身分が足りない場合、一いつ旦たん高位の家の養女に出し、それから婚こん姻いんを結ぶことが多い。

　それは女性が少しでも身分差で苦労しないためのものだ。打だ診しんする側もただの善意ではないことは分かるが、花嫁は養女になることで、継続的にその家の後うしろ盾だてを得ることができる。

「ええ。養女になれば、確かに殿でん下かの妻としては生きやすいでしょうね。でもそうなると、あたくしはフランレシア王家の者として行動しなくてはならなくなる。それは駄だ目めよ」

　シャーリーは断固とした態度で首を横に振ふった。

「どうして？」

「わたくしはランベルト様の生まれや権力に惹ひかれたのではないわ。顔に惹かれたの！」

「へ、へえ……」

　力説するシャーリーを見て、ロザリンドはたじろいだ。

「だから愛する人を何よりも優先したいの。わたくしはランベルト様の幸せそうな顔が好きだから。……元夫から相続した遺産も領地もすべて女王へ返納したわ。わたくしは王女の養女どころかオレット男爵夫人でもなく、ランベルト様を恋こい慕したうただのシャーリーよ」

「……苦労するよ？」

　ロザリンドですらいくつもの懸け念ねん事項が頭に浮かんだ。

　しかしシャーリーの決意は固く、拳こぶしを強く握にぎって立ち上がる。

「そうね。でも……愛する人と共にあるために訪おとずれる苦難ならば、きっと乗のり越こえられるわ！」

「さすがだ、シャーリー！　そうさ、美しい者に試練はつきもの。勝つのは私たちだ！」

「「ね！」」

　ランベルトとシャーリーは恋物語の主人公とヒロインのように熱ねつ烈れつに抱だき合あい、ロザリンドにウィンクをした。

　明るいふたりを見ていると、数多あまたの障害さえも愛を深めるためのスパイスのような気がしてくる。

「ランベルトとシャーリーなら乗り越えられるよ。ふたりが少し羨うらやましい」

　ロザリンドがそう言うと、ランベルトが目をぱちぱちと瞬まばたかせた。

「何を言っているんだ、ロザリンド。君もいるだろう？　すべてを懸かけられるぐらい愛する人が」

「……うん」

　思い浮かんだのは、もちろんウィリアムだ。

　もしもウィリアムが別の国で囚とらわれたら、迷わず命がけで助けにいくだろう。

「あの、ロザリンド。わたくし、実は貴女あなたに用があって来たの……」

　シャーリーはもじもじと足を擦こすらせながら、ロザリンドを見た。

「出しゆつ立たつの挨拶じゃないの……？」

「……それもあるけれど……その……」

　ぱくぱくと口を開け、シャーリーは何度か音のない声を紡つむいだが、やがて真まっ直すぐにロザリンドを見ると、金糸雀カナリアのように高く女性らしい声を響ひびかせる。

「ごめんなさい！　ウィルと貴女の仲を引ひき裂さくような真ま似ねをして……」

　シャーリーはそう言うと頭を下げた。

　彼女は今やランベルトの妃きさきだ。ロザリンドに頭を下げるような身分ではない。

　それなのにシャーリーは謝罪した。彼女の柔じゆう軟なんさと人間性は悪いものではない。尊敬すべきものだ。

「もういいよ。碌ろくに話も聞かずに家を出て行ったわたしも悪いし……」

「……見けん当とう違ちがいの噂うわさも流れたと聞いたわ。いくら命を狙ねらわれていて必死だったとはいえ、貴女にわたくしはとても酷ひどいことをした」

「いいよ。だって、シャーリーは敵だったランベルトを救ってくれた。それはきっと、フランレシアとベルニーニの未来を繫つないだ。噂だってすぐに消える。それにそんなものに動じるくらいだったら、わたしはウィリアム様との結婚を受け入れなかった」

「感謝するわ、ロザリンド。今回のことだけじゃなくて……ウィリアムの……わたくしの弟分を愛してくれてありがとう」

　確かにシャーリーの瞳ひとみにはウィリアムへの親愛が溢あふれている。

「うん、どうか幸せに」

　ロザリンドとシャーリーは抱ほう擁ようを交かわす。

「愛する人の傍そばにいられるのだもの、わたくしはもう幸せよ。ねえ、ランベルト様？」

「私もこの上なく幸せさ」

　もうランベルトたちに会うことはないのかもしれない。

　それでも、この出会いを大切にしたいとロザリンドは思った────
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「……シンシアたちが迎えに来るはずだけど」

　ロザリンドはランベルトたちが帰った後、身の回りの物をまとめ、学院の前で馬車を待っていた。

「……ロザリンド」

「ウィリアム様！　どうしてここに……？」

「君を迎えに来た」




　キョロキョロと辺りを見回していると、マッチ棒が挟はさめそうなぐらい眉み間けんの皺しわを深くしたウィリアムが現れた。

　彼はロザリンドのトランクを奪うばうと、それを持ち上げたり地面に下ろしたりと、あまり意味の感じられない行動をとっている。

「……どうしたの？」

「ロザリンド、少し……私の話を聞いてくれるか？」

　いつもとは違うウィリアムの空気に驚き、ロザリンドはこっくりと頷うなずく。

　ウィリアムは膝ひざをつくと、ロザリンドを切なげな青の双そう眸ぼうで見上げた。

「私は軍人だ。戦うことでしか大切なものが守れない。多くの命を奪い、この手は汚けがれている。そしてこれからも私は奪っていくのだろう」

「……」

　そんなのは違うとロザリンドは声を大にして言いたかった。

　しかし、ウィリアムは話を聞いてくれと言った。ロザリンドは彼の意思を汲くみ押おし黙だまる。しかし、どうしても心を伝えたくて、想おもいを込めてそっと手を握った。

「ジェイラスとオーレリアは誰だれもが……貴族も軍人も平民も、男も女も、老人も子どもも関係なく幸せに笑うことのできる国を作りたいと言っていた。だから私はふたりの作る国を支える。それが私の進む道だ」

「……うん」

　ジェイラスとオーレリアは利用価値のあるロザリンドにさえ個人としての幸せを願ってくれる強い人だ。

　だからそんなふたりを支えたいと思うウィリアムの気持ちも当然だと思えた。

「絵空事だと笑われるかもしれない。それでも私は進み続けるだろう。きっと……いいや、必ず私は君に苦労をかける。それでも私は君の夫でいたいと願ってしまう」

　ウィリアムは懐ふところからビロードに包まれた小さな箱を取り出した。

　その中には、一いつ対ついの指輪がある。上品な金色のリングを、透すき通とおるようなアクアマリンの宝石が彩いろどっていた。

「ロザリンド、愛している。だからこの言葉を贈おくらせてくれ。君の生涯をもらい受けたい。改めて、私と結婚してもらえないでしょうか」

　いつか聞いた結婚の契約とは違い、甘あまやかで芯しんのあるプロポーズにロザリンドは微笑ほほえんだ。

「喜んで！」

　指輪をはめてもらうと、ロザリンドは勢いよくウィリアムに抱きついた。

　そして見つめ合うと、どちらからともなく唇くちびるを重ね合わせた。

「ああ……やはりこの甘い香かおり……感かん触しよく……」

　口づけの合間に、ウィリアムは陶とう酔すいするかのように呟いた。

「ウィリアム様？」

「な、なんでもない。さあ、帰ろうか、私たちの家へ」

　首を傾かしげる妻から紅潮した顔を背そむけた。

　しかし手はしっかりと握られていて、馬車に乗ってからも離はなれることはなかった。
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　雪解けが終わり、春の息吹いぶきを感じられる頃。

　ヴァレンタイン侯こう爵しやく家けの庭には、当主夫妻の親しい者たちが集まっていた。

　夫人の家族はもちろん、スペンサー公こう爵しやく令れい嬢じようや王太子、果ては女王までいる。

　庭には若わか紫むらさき色いろのマグノリアと桃もも色いろのフリージアが花開き、風にのって花びらが舞まう。




　今日はヴァレンタイン侯爵家の結婚式。

　ずっと前に籍せきを入れたヴァレンタイン侯爵夫妻だったが、当主の意向でやり直しの結婚式が行われることとなった。

　花嫁の趣しゆ向こうを鑑かんがみて、身内だけの慎つつましやかなものにしたつもりだが、招かれた者たちを見て希望通りになったと納なつ得とくする者はいないと言えよう。




　花はな婿むこのウィリアムは気もそぞろになりながら、花嫁の到とう着ちやくを待つ。

　チリンチリンとベルが鳴り、漸ようやく花嫁が現れると、普ふ段だんの恐おそろしい形ぎよう相そうはなりを潜ひそめ、とろけるような笑えみを見せる。




　花嫁のロザリンドは純白のウェディングドレスに身を包んでいる。

　幾いく重えにも折り重なったシルクの生き地じは美しいドレープを形取り、裾すそには見事な銀糸の刺し繡しゆうが施ほどこされていた。背中まであるベールは繊せん細さいなレースで編あみ込こまれ、キラキラと光ひかり輝かがやくダイヤが縫ぬい込こまれている。

　肘ひじまである手て袋ぶくろは花嫁の奥おくゆかしさを引き立たせ、とても初うい々ういしい。

　ロザリンドはギクラスと一いつ緒しよにゆっくりとウィリアムの元へと歩いて行く。

　ウィリアムの前まで来ると、ギクラスは軽く会え釈しやくをし、ロザリンドを残して着席する。

「……綺き麗れいだ、ロザリンド」

「あ、ありがとう、ウィリアム様」

　ロザリンドは気き恥はずかしげに答えた。




　チリンとまたベルが鳴り、今度は見届け人の神父が現れた。

　彼は威厳を湛たたえ祭さい壇だんの上に上がると、ウィリアムとロザリンドに微笑んだ。

「汝なんじ、ウィリアム・ヴァレンタインはロザリンド・セルザードを妻とし、その命ある限り、真心を尽つくすことを誓ちかいますか？」

「誓います」

「汝、ロザリンド・セルザードはウィリアム・ヴァレンタインを夫とし、病やめるときも、健すこやかなるときも、その生しよう涯がいをもって支えることを誓いますか？」

「誓います」

「では、誓いのキスを」

　ごくりとウィリアムの喉のどが鳴る。

　震ふるえないように気をつけながら、ウィリアムはロザリンドのベールを持ち上げる。

　緊きん張ちようで潤うるんだ琥こ珀はく色いろの瞳ときめ細やかな白い肌はだ、上気した頰ほお、そのすべてがウィリアムの心を捕らえて離さない。

　暴れる心臓を理性で押しとどめ、ロザリンドの薔ば薇ら色いろの唇にそっと口づけを落とす。




　婚姻の儀ぎ式しきはこれで終わりだ。

「ああ、ロザリンド……君はなんて……」

　感かん極きわまったウィリアムはロザリンドを抱き上げようと手を伸ばす。

　しかしそれはジェイラスが後ろから羽は交がい締じめにしたことで頓とん挫ざしてしまう。

「は、放せ、ジェイラス！　なんの恨うらみがあって……」

「恨みならあるよ。こーんな幸せそうな結婚式を見せつけちゃってさ。僕ぼくとオーレリアの結婚式もまだなのに」

「男の嫉しつ妬とは見苦しいぞ！」

「うるさい男共ですわ」

　オーレリアが呆あきれて呟くと、女王はころころと笑いながら頷く。

「本当に。いくつになっても落ち着きが足りない困ったちゃんたちだわ」

「……もっと威い厳げんを大切にして欲ほしい」

　ギクラスは深く溜ため息いきを吐つきながら頭を抱かかえていた。

「ロザリー姉上、あっちでお菓か子し食べようよ」

「お菓子？　食べる。お腹なかすいた」

　シリウスは甘えた声でロザリンドに擦すり寄よりながら、ウィリアムに挑ちよう発はつ的な視線を向ける。

　このところシリウスはヴァレンタイン侯爵家へ訪れてはロザリンドを独どく占せんし、ウィリアムを悩なやませていた。

「ねえ、ウィリアム様も行こう」

　ロザリンドはジェイラスからウィリアムを奪うと、手を握った。

　対の指輪が交わり、温かな想いが心を満たしていく。




　夫婦は新たな愛の誓いを結び、真っ白な道の先にある光輝く未来を信じて歩き始めた────
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　オーレリアはフランレシア王国の名門、スペンサー公こう爵しやく家けの令れい嬢じようだ。

　幼いころから王おう妃ひ教育を叩たたき込こまれた高位の令嬢である彼かの女じよは、弱じやつ冠かん八歳さいにして未来の王太子妃だと貴族たちの間で囁ささやかれている。

　そのため、王家主しゆ催さいのお茶会……という名の、王太子と婚こん約やく者しや候補たちの初めての顔合わせに参加させられていた。

（……最低の気分ですわ）

　自分の着ている、ピンク色のレースとリボンがふんだんにあしらわれたドレスを見下ろした。

　初うい々ういしさと子ども特有の愛らしさ、そして色素の薄うすいオーレリアの銀ぎん髪ぱつと合わさり、妖よう精せいのような雰ふん囲い気きを醸かもし出だしている。

　しかし、このドレスは自分の趣しゆ味みではない。ふわふわと頼たよりないドレスよりは、男性のようなかっちりとした服を着たいし、風が吹ふくたびに崩くずれないか心配しないといけない髪かみ型がたなんて非合理的だ。嫌いやだ嫌だとごねても、最後には母親が無理矢理着せてしまった。

「……ふぅ」

　軽く溜ため息いきを吐つくと、オーレリアは周囲を見み渡わたした。

　ここはフランレシア王国の王宮にある温室だ。王族主催のお茶会にのみ貴族へ解放されるこの場所は、令嬢たちの憧あこがれの場と言える。折角、美しい花々が咲さき乱みだれているというのに、場の空気は凍いてついていた。

　自分と同じように着き飾かざった、年ねん齢れいの異なる国内有数の貴族令嬢たちが王太子妃の座を狙ねらって無言の攻こう防ぼう戦せんを繰くり広ひろげているのだ。

（うっわ……なんですの？　不ぶ躾しつけな）

　親に何か言われているのか知らないが、オーレリアを敵視する令嬢がたくさんいた。

　正直に言って、王太子妃の地位なんて興味はない。王妃教育を大人おとなしく受けていたのだって、外国語や政治学を学ぶのが楽しかったからだ。

「先ほどから熱心にわたくしを見ていますけれど、何か用がありますの？」

　オーレリアは大人しい性格ではない。

　自分を嘗なめてかかるとどうなるのか知らしめるため、あえて一番こちらを憎にく々にくしげに見つめていた令嬢に話しかけた。

「え……その……」

　予想していなかったオーレリアの対応に令嬢は焦あせり始めた。

「アーネル伯はく爵しやく家けでは、人を睨にらみ付つけるのが挨あい拶さつなのかしら。とても変わった風習ですわね」

「う……あ、うわぁぁあああん！」

　人に傅かしずかれることに慣れていた令嬢は、格上のオーレリアからの侮ぶ蔑べつの視線に耐たえきれず泣き出してしまう。

　オーレリアは頰ほおに手を当てて困こん惑わくの表情を見せる。

「あらあら。どうしたの？　目にゴミでも入ったのかしら？　これを使ってちょうだい」

　オーレリアは令嬢にハンカチを渡わたすと、そのままくるりと背を向けて温室から出て行く。

　お茶会と言っても主しゆ賓ひんの王太子は来ていないし、席も決められたものではなく自由に行動することができる。

　このお茶会に欠片かけらも興味のなかったオーレリアは、適当に庭園を見て回ることにした。

「単性花に食虫植物……さりげなく定番の植物の中に調和させているあたり、王宮の庭師はやるわね」

　温室の美しく咲さくことを求められた花々よりも、過か酷こくな状じよう況きよう下かでも逞たくましく生きる草花の方がオーレリアは好きだった。

「それは光栄だわ」

「え？」

　振ふり返かえるとそこには、深しん紅くのドレスを身に纏まとった、美しく圧あつ倒とう的てきな存在感を放つ女性が佇たたずんでいた。

　オーレリアは彼女から目が離はなせない。

（……この方はいったい……？）

　その疑問に答えるように、彼女は艶えん然ぜんとした笑えみを浮うかべる。

「初めまして。貴女あなたは……スペンサー公爵家の令嬢ね。あたくしはエレアノーラ・フランレシアよ」

　オーレリアは目を大きく見開いた。

　フランレシア国の名を姓せいとして名乗ることが許されるのは王族だけである。

「オーレリア・スペンサーと申します。お会いできて光栄の極きわみですわ、女王陛へい下か」

　身についた礼れい儀ぎ作法で動どう揺ようを隠かくし、オーレリアは女王に淑しゆく女じよの礼をとる。

「うふふっ、可か愛わいい子。オーレリアは植物に興味があるのかしら？」

「はい。ですが、植物学は習うことができないので……」

「それは貴女がジェイラスの婚約者候補であることが理由かしら？　王妃教育に植物学は必要ないものね」

（わたくしは、女王陛下相手になんてことを……！）

　これではまるで、ジェイラス王太子殿でん下かのせいにしているようではないか。

　父であるスペンサー公爵がオーレリアを王妃にしたいと望むのは、王家からみれば関係のないことなのに。

　失言したと自覚したオーレリアはギュッとドレスの裾すそを摑つかむ。

「ふふっ、安心してちょうだい。あたくしは怒おこってなどいないわ。オーレリアはまだ子どもだもの。自分の将来を選せん択たくできる力はないでしょう？」

　恐おそる恐おそる顔を上げると、女王は先ほどとは打って変わり、慈いつくしむよう微笑ほほえんだ。

「……申し訳ありません、女王陛下」

「あたくしは怒っていないと言ったわ。謝あやまるのはやめなさい、オーレリア」

　女王の毅き然ぜんとした態度に、オーレリアの心は疼うずいた。

（わたくしも……女王陛下のような、凜りんとした女性になりたいわ）

　神こう々ごうしく、威い厳げんのある女王を前に思わず跪ひざまずきたくなってしまう。

「オーレリア。もしも、学問に興味があるのなら、エレアノーラ国学院へ行きなさい。あたくしが作った学院だもの、きっと貴女も貴族令嬢の身分では学べない多くを知ることができるわ」

　エレアノーラ国学院は、女王の名を戴いただいた学問施し設せつだ。しかし、女王自みずからが学園を作ったとは聞いたことがない。

　オーレリアの疑問に気づいたのか、女王は人差し指を薔ば薇ら色いろの唇くちびるにあてて、艶あでやかな表情を見せた。

「あたくし、本当は学者になりたかったの。でも、器き用よう貧びん乏ぼうで学んだこと以上のことを知ることはできなかったわ。だから学院を作って、優ゆう秀しゆうな人材に学問の深しん淵えんを解とき明かしてもらおうと思ったのよ。国を支える人材を発はつ掘くつできて、女王としても利益があったし、反対するものはいなかったわ」

「……女王陛下が作った学院」

　そこに行くには、オーレリアは少なくとも、ジェイラス王太子殿下の婚約者候補から外れなければならない。王太子の婚約者になれば、学問に費ついやす時間などなくなるからだ。

「……好きなことをして……よいのでしょうか……？」

　オーレリアは学びたいと思った。でも、公爵令嬢の身分ではそれも難しい。

　貴族社会では未いまだに、女性の一番の仕事は子を産み、血を繫つなげることだと思われている。

「周りを説得することは難しいでしょう。だから、あたくしが公爵に口くち添ぞえをしてあげる」

「本当ですか!?」

　父はオーレリアを王妃に据すえることが、スペンサー公爵家の繁はん栄えいへの一番の近道だと思っている。

　その概がい念ねんを打破することは、子どものオーレリアには難しい。

　だからこそ、女王の言葉が嬉うれしかった。

「ええ、もちろん。可愛い未来の臣しん下かのためですもの。将来、あたくしの描えがく理想を実現させるために、優秀な貴族として仕えてもらわなくてはね」

「……理想。わたくしは何がしたいのかしら……」

　王妃になれと言われ続けたため、それ以外の未来を想像することなど考えつかなかった。

　学んだことを生かし、その果てに何を成なしたいのか。オーレリアは真しん剣けんに思考を巡めぐらせる。

（女王陛下の理想を叶かなえる手伝いをするため、臣下として忠誠を誓ちかう、とか……？　なんだかそれも違ちがう気がするわ）

　女王は悩なやむオーレリアを見て小さく笑うと「では、また会いましょう。そのときに結論を教えてちょうだい」と言って、庭園から出て行った。

　ひとり残されたオーレリアは、庭園を歩きながら自分の未来を考え続けた。

　しかし、高い生いけ垣がきで囲まれた場所に出ると、ガサガサと大きな音がしてそちらに注意がいってしまう。

「誰だれかいますの？」

　声をかけると、生垣の奥おくで子どもの声が聞こえた。

「……もう、見つかったのか。僕ぼくは御茶会になんて行かないからね！　放っておいて、この分からずや！　グズ！　のろま！　顔面凶きよう器き！」

「わたくしが分からずやで、グズで、のろまで、挙あげ句くの果てに顔面凶器ですって……？　今すぐその頭の悪い顔を見せなさい。張はり倒たおしてやるから！」

　オーレリアが憤ふん慨がいして怒ど鳴なりつけると、生垣の中から同い年ぐらいの男の子が現れた。

「き、君は……？」

　朱しゆ金いろの髪かみと礼服は乱れていて、小枝や葉っぱがついている。みっともなく見える格かつ好こうだが、彼かれの群ぐん青じよう色いろの瞳ひとみは凪ないだ海のように優やさしい色をしていて、不思議と目を引きつけられる。

（……あ、ここは王族の招きがなくては訪おとずれることのできない場所でしたわ。明らかに令嬢ではないですし、そうなると彼は……）

　頼りない雰囲気を醸し出しているが、彼の面おも差ざしはどことなく女王に似ていた。

　正体に合が点てんのいったオーレリアは、学んだ通りに貴族然とした微び笑しようを浮かべ、淑女の礼を取る。

「こんにちは。ご機き嫌げん麗うるわしゅう、ジェイラス王太子殿でん下か。わたくしはオーレリア・スペンサーと申します」

「……今いま更さら取とり繕つくろっても遅おそいと思うよ」

「あら、わたくしに怒いかりはないの？　王太子殿下を公爵令嬢ごときが罵ば倒とうしたというのに」

「ここには僕たちふたりだけで証人もいない。騒さわぎ立たてたって証しよう拠こはないんだ。母上とスペンサー公爵家は良好な利害関係を結んでいるし、息子むすこの戯ざれ言ごと程度で険悪になる必要もないだろう」

「……随ずい分ぶんと自分を客観視しているんですのね」

「そういう生まれだからね。……それに、そもそもの原因は僕が人ひと違ちがいをして、君に失礼なことを言ったのが悪いんだから。ごめんね」

　素す直なおに謝あやまるジェイラスを見て、オーレリアは目を瞬まばたかせた。

「いいえ、こちらこそ。申し訳ありませんでした」

　動揺を微笑みで押おし隠かくし、オーレリアはジェイラスに問いかける。

「どうしてこんなところにいらっしゃるの？　未来の妃きさき候補たちが貴方あなたを待っていますわ」

「あんなところ行きたくないよ！　狼おおかみの群れに放ほうり込こまれた子羊が生きて帰れる訳がないじゃないか！」

　ジェイラスは寒くもないのに両りよう腕うでを擦こすり、怯おびえた表情を見せた。

　この歳としで女性の恐ろしさを知っているなんて、王太子というのは難なん儀ぎなものだ。

「ふーん。まあ、頑がん張ばってくださいまし」

「他ひ人と事ごとだね。君だってその……妃候補の一人なんだろう？」

「わたくしは一抜けしますもの。学院に入学するのですわ」

　オーレリアがそう言うと、ジェイラスは感心したように頷うなずいた。

「へえ。確かに君みたいに物もの怖おじしない人なら、初めての女性宰さい相しようになれるかもね」

「……わたくしが、さい、しょ、う……？」

　思いがけない言葉にオーレリアは驚おどろきを隠せなかった。

　ジェイラスはオーレリアが不快に思ったのかと勘かん違ちがいをして、ワタワタと手を忙いそがしく動かした。

「え？　あ、ごめんね。てっきり文官になるのかと思って。でも研究者とか、教師とか、商人とか、君の未来には色々な選せん択たく肢しがあるよね」

「……本当にわたくしが宰相になれると思っていますの？　……わたくしはスペンサー公爵令嬢なのに」

　ジェイラスは不思議そうに首を傾かしげた。

「平民の女性だって男に負けず働く時代だよ？　身分は足あし枷かせにはならない。そう思っているのはオーレリア自身だよ。だって、君の身分は努力して手に入れられるものじゃないだろう？」

　オーレリアはガンと頭を殴なぐられたかのような衝しよう撃げきを受けた。

（わたくしが視野を狭せばめていただけですの……？）

　女王は確かに学院へ通わせてくれると言っていた。

　でもそれは、まだなんの結果も出してもいないオーレリアの才能を認めたからではない。優秀で従順な貴族が欲しかったからだ。それはやはり、オーレリアの求めるものとは異なる。

「ふふっ、確かに不利益ばかりではありませんでしたね」

　考えて見れば、王妃以外の道で自分の利用価値を高めれば、父親だってオーレリアのことを認めるだろう。

　スペンサー公爵令嬢の肩かた書がきだって、人脈作りに大いに役立つ。物は考えようなのだ。

（……ジェイラス殿下はすごいですわ。わたくしは自分の限界を決めつけて、勝手に納なつ得とくして、挑ちよう戦せんする前から自分の力では無理だと決めつけていたのですから）

　オーレリアの胸むねの奥おくには、熱い想おもいが広がっていた。

　そして思わず、自分の可能性を示してくれたジェイラスに未来を問いかける。

「ジェイラス殿下の夢はなんですの？」

「……僕は王にならなくちゃいけない」

「どんな王になりたいんですの？」

「皆みなを導いて、強く、凜り々りしく、突つき進すすめるような王に……母上のように……」

　オーレリアに未来を示したときとは打って変わり、ジェイラスは重苦しい表情で言った。

「わたくしは貴方自身のことを聞きたいんですの」

　我が慢まんできず、苛いら立だたしげにオーレリアは言う。

　するとジェイラスは涙なみだを浮かべながら、オーレリアに怒りをぶつけた。

「だって皆、僕に母上のようになれって言うんだ！　偉い大だいな女王の息子だから傑けつ物ぶつだろうって期待して、勝手に失望するんだ。こんな凡ぼん庸ような人間は次の王に相応ふさわしくないって……！」

「何を馬ば鹿かなことを言っているのかしら。貴方があんなに素す敵てきな女王陛下のようになれる訳がないじゃない。身みの程ほどを弁わきまえてくださる？」

「いくらなんでも酷ひどすぎないかい!?」

　ジェイラスの涙は引っ込んだ。

「女王陛下の革新的な政策の数々は、衰すい退たいの一いつ途とを辿たどると思われていたこの国に繁はん栄えいをもたらしたましたわ。多くの人を魅み了りようするあの方は特別な人です。血を継ついだ息子だからといって、生まれながらに陛下と同じく輝くことができるとは思えませんわ。そもそも、統治者としての資質が違いますもの」

　オーレリアは大きな溜息を吐いた。

　確かに女王は偉大だが、ジェイラスは自分を過小評価しすぎている。彼は絶対に魅み力りよく的てきな王になることができる。だって間ま違ちがいなくジェイラスは、オーレリアを変革したのだから。

「……じゃあ、凡庸な僕はどうすればいいんだい」

　卑ひ屈くつさを滲にじませてジェイラスは言った。

「一人で女王陛下に敵かなわないのなら、仲間を作っては。各分野の才能を集めて協力すれば、賢けん王おうぐらいにはなれるのではありません？」

「……そうか。自分ひとりで王の責務を抱かかえ込こまなくてもいいんだね」

　ポツリと呟つぶやいた言葉の重みに、オーレリアはギュッと心を締しめ付つけられる。

　そして気づけばオーレリアは一歩前に足を踏ふみ出だしていた。

「わたくしも協力しますわ。必ず貴方を賢王にしてみせます」

　王おう冠かんを戴くジェイラスの隣となりで彼を補ほ佐さする自分の姿を想像した。

　それは多くの困難が待ち受けているだろう。しかし、泣いている自分は想像がつかない。生き生きと輝いた表情は、きっとオーレリアがなりたいと望んだ未来の形だ。

「うん、ありがとう。僕と一いつ緒しよに賢王になろう。約束だよ」

「ええ、約束ですわ」

　ジェイラスが差し出した手を迷わずオーレリアは握にぎり返した。そして満面の笑みを浮かべると、ジェイラスの頰ほおが紅こう潮ちようする。

　そしてグッと彼の顔が近づき、オーレリアの頰にふわりと柔やわらかい感かん触しよくが伝わり、小さなリップ音が耳じ朶だを打つ。

「な、何をしますの!?　淑女に対して不躾な……！」

　キスされた事実に困惑したオーレリアはジェイラスの腕うでを振ふり解ほどこうとするが、彼は一向に離そうとしない。

「え、僕のプロポーズを受けてくれたんじゃないの？　王妃になって支えてくれるって……」

「文官としてですわ！」

　オーレリアは声を張り上げた。

「ええー、結けつ婚こんしようよ」

「嫌！」

　そう言っているのに、彼は狼ろう狽ばいするオーレリアの赤い顔を面おも白しろそうに見ているだけだ。

（もう、誰でもいいから助けて……！）

　オーレリアの願いが通じたのか、背後の生垣から硬い足音が聞こえてくる。

　願いを込めて振り向けば、そこには鋭するどい目つきをした十代前半の少年がいた。

「やっと見つけたぞ、ジェイラス。いつまでもふて腐くされていないで、観念してお茶会に────」

「あ、ウィリアム。遅かったね」

　ジェイラスはそう言うと、再びオーレリアの頰にキスを落とす。

　ウィリアムと呼ばれた少年は、ぽかんと口を開けてそれを見るだけだ。

「な、な、なななな」

　オーレリアは他人に見られた羞しゆう恥ち心しんと怒りで心がぐちゃぐちゃだった。

　そして言葉を選ぶ余よ裕ゆうもなく、ウィリアムへ叫さけんだ。

「ちょっと、そこの狼みたいに凶きよう悪あくな形ぎよう相そうの方！　呆ほうけていないで助けなさい！」

「うぐっ、凶悪……」

　ウィリアムはその場に膝ひざをつき、絶望を身体で表現した。

「ぷふっ、あははは！」

　ジェイラスはそれを見て、オーレリアから手を離すと芝しば生ふの上に寝ねそべって笑い転げた。

　王太子らしからぬ振る舞いだが、もうジェイラスの群青の瞳に陰かげりはない。

「節度というものを一から教えてあげますわ、ジェイラス殿下」

　そしてオーレリアも清すが々すがしい顔でジェイラスを踏ふみつけた。

　こうして、オーレリアはかけがえのない約束を結び、苦楽を共にする幼おさな馴な染じみたちと出会ったのだった────
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　ギクラス・セルザードは山も谷もない、ありふれた人生を送る予定だった。

　しかし彼かれは今、フランレシア王国の代表として、隣りん国ごくのガルティエ王国を訪おとずれて条約交こう渉しようをしていた。

　まだ二十代そこそこの若造が国を背負っているのも、ギクラスが仕えていたエレアノーラが原因だった。彼かの女じよはいくつもの不運が重なって王位を継ついだため、明確な政治基き盤ばんを持たない。それ故ゆえ、信用できる者が極きよく端たんに少なく、革新的な思想で多くの敵を作った。

「まったく、どこで道を間ま違ちがえたんだか。本国に戻もどったら、今度こそ仕事を辞やめてやる」

　奔ほん放ぽうな女王に振ふり回まわされて無理難題を片付け、敵てき派は閥ばつの暗殺者から狙ねらわれる。そんな生活にギクラスは嫌いや気けが差していた。

「ああ……さすがに疲つかれたな」

　今日は王族主しゆ催さいの歓かん迎げい会かいに参加していた。

　社交用の笑え顔がおを常時貼はり付つけ、香こう水すいくさい令れい嬢じようたちと踊おどり、王族たちと交渉をするのは、思っていた以上に気力と体力を持っていかれた。やはりただの伯はく爵しやく如ごときには向かない仕事だろう。

（……それに、今回ばかりはエレアノーラの望みを叶かなえられないかもな）

　今回の交渉では、フランレシアとガルティエの友好という名の不戦条約を結ぶことが目的だ。同じ隣国のベルニーニと一いつ触しよく即そく発はつの今、ガルティエまで敵に回るのはどうしても避さけたかった。

　事なかれ主義のガルティエ王はのらりくらりとギクラスを躱かわし、中々思うように交渉を進められなかった。

（……政略結けつ婚こんでもできれば楽なんだが。エレアノーラはすでに結婚していて、フランレシアには他に王族の直系はいない。ガルティエの王子も既き婚こん者しや以外いないしな。……一人だけいたか）

　ギクラスの脳のう裏りに浮うかんだのは、歓迎会に参加していた少女だった。彼女は令嬢たちのように派は手でなドレスは身につけず、祭礼用のゆったりとした服を身に纏まとっていた。

　透すけるような白い肌はだに、輝かがやかしい金色の髪かみ。触ふれれば壊こわれそうなほど華きや奢しやで美しい人だった。

（……彼女は巫み女こ姫ひめだから、厳密には王族と違ちがうか）

　ぼやける思考をまとめつつも、ギクラスは眠ねむりの世界に旅立とうとしていた。

　疲れで感覚が鈍にぶっていたからだろうか。

　ギクラスが肌はだ寒ざむさを訝いぶかしんで目を開くと、部屋の窓が開いていた。

「誰だれ、だ……！」

　状じよう況きようを確かく認にんしようと身体を起こそうとするが、突とつ然ぜんのしかかった重みでベッドに縫ぬい付つけられてしまう。

「こんばんは、ギクラス・セルザード伯爵。今夜はとっても月が綺き麗れいですね」

　穏おだやかでやわらかな口調で言いながら、ギクラスの上に乗る少女は微笑ほほえんだ。……ただし、ギクラスの喉のど元もとにナイフを添そえてだが。

「君は……まさか……」

　金色の嫋たおやかな髪が頰ほおにかかる。

　少女は微笑むと、ギクラスの耳元で甘あまく囁ささやいた。

「覚えてくださって光栄です。わたくしはサラ。ガルティエ王国の巫女姫」

「……巫女姫が暗殺者だったとは。予想がつかなかったな」

　まさかこんな直接的な行動をガルティエ側が起こすとは予想していなかった。

　ギクラスが顔を顰しかめると、サラは小鼻を鳴らして憤ふん慨がいする。

「はぁ？　女が夜よ更ふけに男の部屋に忍しのび込こむのは、夜よ這ばいに決まっているでしょ」

「よ、夜這い……？」

　およそ淑しゆく女じよが紡つむぐとは思えない言葉に、ギクラスは瞠どう目もくした。

「そうよ。こんな可か憐れんな巫女姫様が誘さそっているんだから乗るわよね？」

「……何が目的だ……」

「愛していないけれど、つべこべ言わずにわたくしと結婚しなさい！」

「意味が分からないが!?」

　ギクラスがそう叫さけぶと、サラはナイフを仕し舞まって呆あきれたように手を振ふった。

「分かんなくてもいいわ。適当に朝まで同じベッドで過ごして、侍じ女じよに発見されればいいの」

「君は巫女姫だろう。こんな勝手な真ま似ねが許される訳がない」

「どうして。奴やつらは満ち足りていたわたくしの人生を狂くるわせた。それなのに従うなんて馬ば鹿かみたいじゃない」

　サラの青色の瞳ひとみは冷たい色を湛たたえている。

　そして淡たん々たんと語り出した。

「わたくしはね、酒場の看かん板ばん娘むすめだったの。料理も作ることがあってね、あの頃ころはとっても楽しかった。それなのに……死んだ母は平民だけど、会ったこともない父親が王様で、わたくしは高貴な巫女姫だと祭り上げられて。神しん殿でんの奥おくに押おし込こめられたのよ」

「人に傅かしずかれることが嫌いやだったのか？」

「料理できないことが嫌だったのよ！　包丁は危ないだの、今日は清めの日だから火に近づいちゃいけないだの、気が狂いそうだったわ！」

　サラがベッドの上で地じ団だん駄だを踏ふむと、勢いよく羽根が舞まった。

「なんだそれは。料理ができる環かん境きようにすればよかったじゃないか」

「……たとえ今料理ができても、売られた先で料理ができなかったら意味がないわ」

「売られる、か」

「知っているでしょう？　巫女姫は政治の道具。きちんとした体てい裁さいが整えられて結婚できればいいけれど、ただの貢みつぎ物ものとして死んだことにされることだって珍めずらしくない。貴族より上の地位だって、ただのお飾かざりだもの」

　事前の調査で、数年前、別の巫女姫がベルニーニ神国へ秘ひ密みつ裏りに送られたことが分かっている。

　そのこともあり、フランレシアはガルティエが敵になることを危き惧ぐしていた。

「……だから、私を選んだのか？」

「そうそう。貴方あなたならわたくしを受け入れてくれるって、なんとなく思ったの。権力があまり好きそうじゃないように見えたし、何があっても動じなそうなんだもの。……もしもわたくしを受け入れてくれそうな人が現れたら、手段を選ばずに飛びつこうって決めてたわ」

「それで男の部屋へ夜這いか。無む謀ぼうだな」

「そうでもないわ。ちゃんと分かっているもの。フランレシア王国とガルティエ王国の交渉は上う手まくいっていない。だから、わたくしを手に入れて持ち帰ることは利益になるでしょう。平民たちの人気も高いから、王たちも無む下げにはできない。格好の人ひと質じちよ」

　サラは腰こしへ手を当てながら、自信満々に言った。

「人質の顔じゃないからな」

「皆みながどう思うかが重要なのよ」

「……契約条件は？」

　サラがギクラスと結婚することは、フランレシアにとって非常に都合がいい。

　巫女姫が料理狂いだとしても、さしたる問題にはならない。

　その事実は確かだったので、ギクラスはサラとの契約結婚を受け入れることにした。

「四六時中料理ができる環境が欲しいわ。後は何もいらない。貴方の方は？」

「君を本国に連れ帰ることができるのなら、自由にしていい」

　ギクラスがそう言うと、サラは勢いよく抱だきついてきた。

　甘く爽さわやかな彼女の香かおりがギクラスの鼻び孔こうをくすぐる。心臓がドクドクと波打っていた。

「ふふっ、わたくしたち、最高の利害関係で結ばれているわね！」

　抱ほう擁ようも一いつ瞬しゆんのことで、サラはギクラスから離はなれるとテーブルに置かれていたワインを取り出した。

　そしてドボドボと遠えん慮りよなくグラスに注そそぐと、一気にそれを呷あおった。

「今日は飲むわよ！　朝まで寝ねかせないんだから！」

　サラはギクラスにもグラスを渡わたすと、コツンとグラスを重ね合わせた。

「これからよろしくね、ギクラス！」

「……よろしく頼たのむ、サラ」

　結局、朝までギクラスとサラの会話は途と切ぎれることはなかった。
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「ねえ、ウィリアム様。ちょっと遊びに行ってきてもいい？」

　とある日の午後。ロザリンドはウィリアムに問いかけた。

「ああ、いいぞ」

「本当！　それじゃあ、行ってくるね。帰りは明日の朝になるから！」

　ウィリアムは一いつ瞬しゆん、頭が真っ白になった。

「ん？　ちょっと待て、ロザリンド。朝帰り……？　いったいどこへ遊びに行くというのだ！」

「仮面舞ぶ踏とう会かい！　あ、馬車が来た。それじゃあ、行ってくるねー」

　てっきり、ロザリンドはシリウスへ会いに行くのだと思っていた。

　しかし、彼かの女じよは意い気き揚よう々ようと朝帰りをすると宣言している。何かがおかしい。

「ロザリンドォォオオオ！」

　ウィリアムは必死に叫さけぶが、ロザリンドは馬車に乗ってヴァレンタイン侯こう爵しやく家けから出発してしまった。

　残されたウィリアムは呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「か、仮面舞踏会だと？　そんなふしだらな大人おとなの社交場に行くなんて……！」

「そんな短たん絡らく的てきな考えに至いたるとは、オルトンは悲しゅうございます。天国のご両親になんとお詫わびすれば良いか……」

　オルトンは若かりし頃ころのウィリアムを思い出したのか、ハンカチで目を押おさえながら言った。

「泣くな！　……まあ、オルトンの言う通り早はや合が点てんが過ぎたな。ロザリンドは大人の社交場なんて興味ないだろう。そんなところへ行く暇ひまがあれば、研究をするだろうしな。しかし、社交が苦手なロザリンドが進んで参加するなんて、いったい誰だれに招待されたんだ？」

　疑問に答えたのは、ロザリンドの侍じ女じよのシンシアだった。

「えっと、確か……奥おく様さまと長く取引をしている伯はく爵しやく夫ふ人じんです。女性としての心こころ得えなど、色々なことを教えてくださった恩人だそうですよ」

「恩人か……いや、ちょっと待て。確かロザリンドに初夜の心得を教えた貴族夫人とやらは確か……」

　契けい約やく結けつ婚こんを彼女に持ちかけたとき、ロザリンドは恋多き伯爵夫人に媚び薬やくを調合していると言っていた。もしもその人が今回の仮面舞踏会の主しゆ催さい者しやだったとしたら？

　いかがわしいに決まっている……！

「ロザリンドの貞てい操そうの危機じゃないか……！　オルトン、急ぎロザリンドを追いかけるぞ！」

　ウィリアムは急いで馬車を用意させると、ロザリンドを追いかけた。




　そして着いたのは、大きな貴族の別べつ邸ていだった。

　仮面を被かぶった男女が、次々と中に入っていく。ロザリンドも既すでにあの中だ。

「しまった、招待状がなければ入れないじゃないか」

　ウィリアムが屋や敷しきの前で歯は嚙がみしていると、オルトンが深い溜ため息いきを吐ついた。

「旦だん那な様、動転しすぎです」

「仕方ないだろう！　ロザリンドが心配なんだ！」

「……何を馬ば鹿かなことをしてますの、ウィリアム」

　突とつ如じよ、聞き覚えのある呆あきれたような女の声が響ひびいた。

　振ふり向むけばそこには、狐きつねの仮面をつけた女が佇たたずんでいる。

「……誰だ？」

「ついに脳も筋肉に成り下がったのですわね」

「ああ、オーレリアか」

　悲しいが、罵ば倒とうで相手が幼おさな馴な染じみだと気づかされた。

「もしかしなくても、この仮面舞踏会に潜もぐり込こみたいんですの？」

「ああ、ロザリンドがいるんだ……！」

「純愛も拗こじらせれば、粘ねん着ちやく質しつなダメ夫に成り下がるのですわね。まあ、いいですわ。わたくしのパートナーとして、入れてあげないこともありません」

　オーレリアは微笑ほほえむと、ウィリアムに狼おおかみの仮面を押しつける。そしてウィリアムがそれをつけたのを確かく認にんすると、そっと左手を差し出した。

　ウィリアムは恐おそる恐おそるその手を取り、彼女をエスコートする。

「その……やけに協力的だな」

「失礼ですわね。ここ仮面舞踏会の主催者は顔が広い方で、身分を問わず様々な分野の賢けん人じんが招待されていますわ。貴方あなたもその資格はあるでしょうし、人脈を広げることは悪いことではありませんから。幸いにも、主催者の用意した衣い装しように着き替がえるので、ドレスコードもありませんし」

「ありがとう、オーレリア」

　ウィリアムは珍めずらしく好意的なオーレリアに、心から感謝の念を抱いだいた。




　……しかし、それもすぐに消え去った。




「何な故ぜ、農夫なんだ……！」

　どうやらこの仮面舞踏会では強制的に仮装をさせられるらしく、ウィリアムは麦むぎわら帽ぼう子しを被り、土に汚れたシャツと分厚い生き地じのズボン、サスペンダーを身に纏まとっている。

　どこからどう見ても農夫だ。……恐おそろしいほど似合っていなかったが。

（別に農夫がいけないんじゃない。もっと似合う格かつ好こうがしたかった。こんな姿、ロザリンドに見られたら……）

　既に散々オーレリアに笑われた後だ。ロザリンドにまで笑われたら、ウィリアムは一週間部屋に引ひき籠こもる自信があった。

　壁かべ際ぎわに移動しようと歩き出すと、ウィリアムの腹部に衝しよう撃げきが奔はしる。

「ふぐっ！」

　衝撃に耐たえ、目線を下に移すと、真っ赤な頭ず巾きんと猫ねこの仮面をつけた金きん髪ぱつの少女がいた。

　そのやわらかな感かん触しよくは、ウィリアムが愛する人と同じだ。

「もしかして、ロザ──」

「それ以上はダメ！」

　ロザリンドの名を紡つむごうとすると、彼女の小さな手によって口が塞ふさがれる。

「あのね、ここでは自分の名前を名乗ったりしちゃダメなの」

　ウィリアムがこくこくと頷うなずくと、ロザリンドはホッとした顔で手を下ろした。

「……童話の赤ずきんか？」

「そうなの。どうせなら狼がよかったな。お揃そろいだし」

　そう言ってロザリンドはくるりと回り、スカートを翻ひるがえした。

「とても似合っている」

「貴方も似合っているよ？　素す敵てき！」

「それはない！」

　褒ほめられると逆に悲しい気持ちになるのは何故だろう。

「そういえば、どうしてここにいるの？　招待されていたっけ……？」

「き、君が心配で来てしまった」

「そうなんだ」

　オーレリアの言ったように、粘着質な夫だと嫌きらわれるかもしれないと思ったが、ロザリンドが気にした様子はない。

「……どうして君は私をすぐに見つけられたんだ？」

　やはり愛し合う夫ふう婦ふには惹ひかれ合うものがあるのかもしれない。

　ウィリアムはそんなロマンチックなことを考えながら問いかけた。

「骨格！」

「は？　骨格……？」

　愛する妻から返ってきた答えは非情だった。

「貴方と同じ骨格の人なんて、いないから！　すごく貴重なんだよ！」

「そ、そうか……」

　興奮気味に語るロザリンドを見て、ウィリアムは遠い目をした。

「……名前はダメでも愛あい称しようなら呼んでいいのか？」

　いい加減、ロザリンドの名を呼べないのは辛つらい。

「たぶん、いいと思うよ」

「ロザリー」

　ずっと呼んでみたかったロザリンドの愛称。実を言うとウィリアムは、ロザリーと呼ぶシリウスが羨うらやましかったのだ。

　漸ようやく彼女を愛称で呼べたことに、ウィリアムは幸せの絶頂にいた。

「な、なあに、ウィル」

「可か愛わいい……可愛すぎるぞ！」

　拙つたなくウィリアムを愛称で呼ぶ妻を見て、ウィリアムの幸せの絶頂は突つき抜ぬけた。

　もう、明日死ぬかもしれない。しかし、ウィリアムの欲は止まらない。

「これからもロザリーと呼んでもいいか？」

「もちろん。わたしもウィルって呼ぶね。大好きだから」

「私も大好きだ。一いつ緒しよに仮面舞踏会を楽しもう」

　ウィリアムはロザリンドの手を取り、ダンスへと誘さそう。

　ふたりの幸せの時間はこれからも続いていくのだった────
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　皆様こんにちは。橘たちばな千ち秋あきと申します。

　この度は『狼おおかみ侯こう爵しやくと愛あいの霊れい薬やく　～夫婦円満は別居から!?～』をお手にとってくださり、ありがとうございます。この二巻目は、ロザリンドを含める登場人物たちの成長と目指したい未来を描いたものとなっております。ギクラスの面倒くさい父親ぶりと、シリウスの通じないツンデレ、ウィリアムの不幸ぶりが書いていて楽しかったです。

　最後に謝辞を。

　執筆にあたり、担当様には大変なご迷惑をおかけしました。やることなすことギリギリで、発売までもっていけたのは担当様のおかげです。ありがとうございました。イラストを描いてくださった紫むらさき真ま依い先生。お忙しい中、素敵なイラストをありがとうございます。

　ビーズログ文庫および関係者の皆様、本を置いてくださる書店様、サポートしてくれる家族、そして最後にこの作品を読んでくださった皆様、本当にありがとうございます。

　いつかまた、お会いできることを願って。
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電子特典　書き下ろし短編









　物心がついたときには、貧民街のゴミ山の上にいた。

　親もいない、家もない、金もない、味方もいない。持っているのは骨と皮しかない棒きれみたいな身体と、ファリスという誰がつけたのかも分からない名前だけ。

　それが彼のすべてだった。




「……おなか、すいた」

　ファリスはよろよろと緩慢な動きで当てもなく歩き続ける。

　どうやら自分はいつの間にか、貧民街から賑やかな王都の下町へと出てしまったらしい。

　清潔で鮮やかな衣服を纏った人々がファリスを見つけるたび、汚らしいものを見るように顔を歪ませた。

（……恵まれていることも知らないクソ共が）

　内心そう罵るだけで、直接抗議をするような力は今のファリスにはなかった。

　何日前に食事をしていたのか思い出せない。

　昨日飲んだ泥水のせいか、雪が降っているのに熱くてたまらない。

「もう、しぬのか」

　身体の小さいファリスは、貧民街の孤児たちの中でも格下の存在だった。

　暴力が物を言う狭い世界で、彼は頭を使って必死に生き続けた。しかしそれも限界にきているらしい。

　今年の冬はいつもより寒く、農作物は不作だった。恵まれた人々のちょっとした不幸は、孤児にとっては絶望だ。

（つまらねぇ人生だったな）

　ファリスは馬車の行き交う路上の隅に倒れると、そのまま目を瞑り、時が迎えにくるのを待った。




　──ギィィィイイイッ




　馬車の停まる音がする。

　次いで扉の開く音と、コツコツと女物の靴の音が小さく響く。

（……うるせぇなぁ。寝かせろよ）

　薄く片目を開けて見上げれば、派手な赤いコートを羽織った少女がいた。

「ねえ、見て。子どもがいるわ！　ギクラス、拾ってもいいのかしら？」

　少女はキラキラした笑顔で、後ろにいた琥珀色の瞳の少年に問いかけた。

「小汚い子どもを拾ってなんになる。偽善なんてらしくな、エレアノーラ」

「最近は退屈していたし、ちょうど玩具が欲しかったのよね」

「人の話を聞け」

「決めた！　あたくしの弟にしましょう」

「却下」

「じゃあ、弟子ね！　異議は認めないわ」

　少女はそう言うと、純白の手袋が汚れるのも構わずファリスを抱き上げて、豪奢な二頭立ての馬車へと押し込めた。

　こうして、まるで犬を拾うような気軽さでファリスは命を救われたのだった。
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　どうやらエレアノーラの気まぐれな拾い癖はまだ治っていないらしい。

　教授になって研究生活を楽しんでいたファリスの元へ、彼女は面倒な子どもを押しつけた。

　名前はロザリンド・セルザード。

　彼女の琥珀色の瞳を見た瞬間、すぐに大嫌いな貴族の男の娘だと気がついた。

　だから、最初は引き取る気は起きなかった。だが、生まれも育ちも違う彼女に、ファリスは無意識に昔の自分を重ねてしまう。

　要するに、放っておけなかったのだ。




「うへぇ、うへぇ、うっへぇへぇっ！」

　ファリスは試作品を一気飲みして、恍惚な笑みを浮かべる。

　そしてもう一杯飲もうとビーカーに試作品を注ぎかけた時、視界の端で金色の塊が蠢いた。

「……なんだ、ロザリンド。まだ起きていたのか」

　窓の外は紺碧の闇が包み込んでいる。

　時計の針を見て、明け方近いことにファリスは気がついた。

「別に邪魔はしていないでしょう」

　ロザリンドは部屋の隅で本を広げて黙々と読んでいる。

　ファリスはドタドタと足音を響かせて近づくと、彼女から本を取り上げた。

「ガキは飯食って、遊んで、眠るのが仕事なんだよ」

「何それ。聞いたことない。勉強しなくちゃ、将来仕事に就けないよ？　だから返して」

「物の例えだ、馬鹿ロザリンド」

　ぴょんぴょんと跳ねて本を取り返そうとする彼女をあしらい、本をキャビネットの上へ置く。

　本を取り返すのが無理だと分かったロザリンドは、目を伏せて呟いた。

「……眠れない」

　何も感じない振りをしているが、ロザリンドの身体は環境の変化に戸惑っているのだろう。

　継母に毒を盛られ、学院に放り込まれ、見ず知らずの平民の弟子になる。これでは、睡眠障害が起こるのも当然と言えた。

「眠くならないのは、研究者としていい資質を持っていることになるな」

「……人としてはダメだと思う」

「うるせぇーよ。口答えすんな」

「きゃっ」

　ファリスは生意気なロザリンドを抱き上げると、そのままテラスへと出た。

　日が昇り始めたことで闇は薄れ、紺碧と銀朱の色が混じり合う。夜から朝へと変わる刹那、ファリスとロザリンドは魅入った。

「……きれい」

「眠れない時は、無理をしなくていい。適当に空でも見てろ」

「……くしゅんっ」

　ロザリンドは寒さに両腕を擦った。

「まだ寒いか。ちょっと待っていろ」

　ファリスは一度部屋に戻ってブランケットを一枚持ってきた。

　テラスに備え付けてある椅子に座ると、ロザリンドを膝に乗せてそのまま自分ごとブランケットで包み込む。

「……巨大な蓑虫。淑女の扱いとして、これはどうかと思う」

「うっせぇぞ。一端の女を気取るなら、育つところが育ってから言え」

「身長なら、あと五年もすればファリスを抜かしてみせる」

「そういう意味じゃねーよ」

　軽口を叩いていたが、次第に口数は減っていく。

　しかし気まずさはない。ファリスとロザリンドは同じ空を見上げ続ける。




　完全に日が昇ると、ロザリンドがファリスに擦り寄るようにくっついた。

「人って温かいんだね。初めて知った」

「そうだな」

　思えば、ファリスもこんなに人の温もりを得たことがなかった。

　ロザリンドとは師弟だが、身分も違うし、お互いの好きな物すら知らない。

　だが、ファリスの中には既に小さな感情が芽吹いていた。

「……ん」

　気づけば、ロザリンドは小さい寝息をたてながら眠ってしまっている。

　ファリスは苦笑しながら、彼女を毛布でくるんでそのまま仮眠室へと運んでいく。

「やっぱりガキだな」

　やがてその芽は花開き、フランレシアを救う黄金となる────
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橘千秋

Chiaki Tachibana




11月４日生まれ、Ａ型。

最近、趣味を増やそうと編み物に手を出しました。

あまりの不器用さに、10分で挫折しました。

手芸は奥が深いですね。

２巻目もどうぞよろしくお願いします。
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紫真衣

Mai Murasaki




もともと、外食で一人前食べきる事が難しかったのですが、最近ますます小食に。残してしまうのがもったいない。そして申し訳ないのでどうにかしたい…まずは原因改善！

ロザリンドを見ていたらあるある過ぎて（汗）ロザリンドほどではないですが（笑）、自分も今後寝食をおろそかにしないように気を付けようと思う今日この頃です。
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～夫ふう婦ふ円えん満まんは別べつ居きよから!?～
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